
 
                            

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－２   

(案) 

平成 23年度における独立行政法人等の業務の
実績に関する評価の結果等についての意見 

平 成 2 5 年 １ 月 

政策評価・独立行政法人評価委員会 



 



「平成 24 年度末に中期目標期間が終了する独立行政法人等の主要な事務及び事業

の改廃に関する勧告の方向性」及び「平成23年度における独立行政法人等の業務の

実績に関する評価の結果等についての意見」の取りまとめに当たって（案） 

平成25年１月21日 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

委員長 岡 素之 

 

１．本日、当委員会は、平成24年度末に中期目標期間が終了する26の独立行政法

人及び日本私立学校振興・共済事業団（助成業務）の主要な事務及び事業の改廃

に関する勧告の方向性を各主務大臣に対し指摘するとともに、平成23年度におけ

る独立行政法人等の業務の実績に関する評価の結果等についての意見を、各府省

の独立行政法人評価委員会等に通知しました。 

 

２．当委員会は、独立行政法人評価制度における中立・公正・客観性を担保する第

三者機関として、対象 27 法人の主要な事務・事業についての徹底的な見直しを

行うとともに、平成 23 年度における業務の実績に関する評価結果等に対する政

府横断的な評価を行いました。 

 

３．その結果、今回の「勧告の方向性」では、事業等の廃止・重点化や具体的な目

標設定・成果検証等による法人のミッションを踏まえた事務・事業の見直し、事

務・事業の縮減等を踏まえた組織・人員の合理化など業務実施体制の見直し等の

指摘をしております。 

  また、各法人に共通する事項として、内部統制の充実・強化、運営費交付金債

務残高の発生状況にも留意した運営費交付金額の厳格な算定等の指摘も行ってお

ります。 

  当委員会としては、これらの指摘が最大限に尊重され、適切な見直しが行われ

ることによって、各法人の一層の適正、効果的かつ効率的な運営に大きく寄与す

るものと確信しております。 

  

４．さらに、二次評価意見については、内部統制の充実・強化に向けた取組の促進

などについての指摘を行うとともに、保有資産の見直し、評価指標の妥当性等に

関する指摘を行っています。 



当委員会としては、各府省の評価委員会において、今般の意見を踏まえ、一層

の評価の質の向上に向けた取組が行われることを期待します。 

 

５．もとより、独立行政法人の適正、効果的かつ効率的な運営には、主務大臣並び

に主務省の評価委員会及び担当部局の努力とともに、独立行政法人自らの主体的

取組が不可欠です。すなわち、積極的なマネジメント改革に取り組むとともに、

現場の職員一人一人が自発的に意識改革を行い、業務の改善を積み上げることに

より、トップダウンの改革とボトムアップの改善とがあいまって、法人のパフォ

ーマンスが更に向上されることを期待します。 

 

６．最後に、独立行政法人がその使命を的確に遂行していくためには、国民の皆様

の監視と御理解とが不可欠であります。当委員会としても、厳しい財政事情も踏

まえつつ、独立行政法人がその使命を的確に遂行し、国民に対して一層効率的で

質の高い行政サービスが提供されるよう、今後とも積極的な活動を行ってまいる

所存でありますので、引き続き御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

以 上 
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政 委 第  号 

平成 25 年 月 日 

 

 

内閣府独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  山 本  豊 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

     委 員 長   岡   素 之           

 

 

平成 23 年度における内閣府所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年８月 29 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「内閣府所管「独立行政法人国立公文書館」の平成 23 年度にお

ける業務の実績に関する評価結果について」等に関して、別紙１のと

おり意見を取りまとめましたので、通知します。あわせて、独立行政

法人等の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる取組等について

別紙２から別紙４のとおり、独立行政法人等の評価及び業務運営等に

ついて参考となる事例について別紙５のとおり、独立行政法人等の自

然災害等に関するリスクへの対応状況について別紙６のとおり取りま

とめ、送付しますので、よろしくお取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極
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                  （案） 

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における内閣府所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果についての意見（案） 

 

 平成23年度における内閣府所管４法人（国立公文書館、国民生活センター、北方領土問

題対策協会、沖縄科学技術研究基盤整備機構）の業務の実績に関する貴委員会の評価の結

果についての意見は以下のとおりである。 

 

【各府省所管法人共通】 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され

た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお
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り整理したので参考にされたい。 

 

表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 

 

 上記の事項に加え、個別に指摘すべき意見のある法人及びその内容は、以下のとおりで

ある。 

 

【国立公文書館】 

 ・ 歴史公文書等の利用については、利用サービスの一層の向上に積極的かつ戦略的に

取り組むための指針として、平成22年９月に「独立行政法人国立公文書館の保存する

歴史公文書等の利用に係る取組方針」を策定しており、23年度計画において、法人の
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取組状況及び効果を把握するための新たな数値目標を設定している。 

しかしながら、これらの数値目標については、過去数年の実績に比べて低い水準と

なっているものがあり、評価結果においてもその妥当性について言及されていない。 

今後の評価に当たっては、過去の実績等を踏まえた目標値の妥当性についても評価

を行うべきである。 
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総務省独立行政法人評価委員会 

 

 



 



                   （案） 

政 委 第  号 

平成 25 年 月 日 

 

 

総務省独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  森 永  規 彦 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

      委 員 長   岡   素 之          

 

 

平成 23 年度における総務省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年９月７日付けをもって貴委員会から通知のあ

った「総務省所管独立行政法人（平和祈念事業特別基金、情報通信研

究機構、郵便貯金・簡易生命保険管理機構及び統計センター）の平成

23 年度業務実績評価及び郵便貯金・簡易生命保険管理機構の第１期中

期目標期間の業務実績評価の結果の通知について」に関して、別紙１

のとおり意見を取りまとめましたので、通知します。あわせて、独立

行政法人等の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる取組等につ

いて別紙２から別紙４のとおり、独立行政法人等の評価及び業務運営

等について参考となる事例について別紙５のとおり、独立行政法人等

の自然災害等に関するリスクへの対応状況について別紙６のとおり取

りまとめ、送付しますので、よろしくお取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 
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                   （案） 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における総務省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見（案） 

 

 平成23年度における総務省所管４法人（情報通信研究機構、統計センター、平和祈念事 

業特別基金、郵便貯金・簡易生命保険管理機構）の業務の実績に関する貴委員会の評価の

結果等についての意見は以下のとおりである。 

 

【各府省所管法人共通】 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され

た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお
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り整理したので参考にされたい。 

 

表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

 (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 
 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 

 

 上記の事項に加え、個別に指摘すべき意見のある法人及びその内容は、以下のとおりで

ある。 

 

【郵便貯金・簡易生命保険管理機構】 

 ・ 貴委員会の評価結果をみると、郵便貯金管理業務に係る業務実績報告において、平

成23年10月及び11月に発覚した再委託先の管理者（郵便局長等）による犯罪について

の記載がある中で、「重大な２案件については、詳細な事実関係、発生原因の分析、



 

犯罪防止策の強化策及び経営陣の認識について委託先及び再委託先に報告を求めた。

今年度新たに追加された事故再発防止策としては、内部通報制度の活用促進、「防犯

マンガ」の作成と配布、預かり証の存在の顧客への周知などがある」という事実と、

現金過不足事故件数について、「事故件数は、前年度304件から今年度185件に、約

40％減少した」こと等をもって、ＡＡ評定（中期目標を大幅に上回って達成）として

いる。 

しかしながら、委託先から提出された上記２案件の発生原因の分析においては、平

成22年度に発生した同種の事故を踏まえて加えられた再発防止策が、必ずしも機能し

なかった旨が報告されているが、これについて、評価結果においては、新たに追加さ

れた再発防止策についての記載はあるものの、これまでの再発防止策が機能しなかっ

た理由及びそれに対する再発防止策の改善点までは言及されておらず、当該案件に関

しては、本法人の有する業務委託者としての管理監督責任に対する評価が明確となっ

ていない。 

今後の評価において、最上位の評価を行うに当たっては、評価の透明性の観点から、

事案の発生要因と再発防止策についての十分な分析及び業務委託者としての管理監督

責任について厳格に評価を行うべきである。 
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中期目標期間における業務の実績に関する評価の結果 

についての意見（案） 

 

 

【郵便貯金・簡易生命保険管理機構】 

本法人については、「独立行政法人の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の方向

性について」（平成23 年 12 月９日付け政委第27 号政策評価・独立行政法人評価委員

会通知。以下「勧告の方向性」という。）の取りまとめに当たり、その組織及び業務の

全般にわたる見直しの中で、個々の中期目標の達成状況をも判定する観点から併せて検

討を行ったところであり、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第34条第３

項の規定に基づく所要の意見については、勧告の方向性を通じて指摘したものである。 

なお、勧告の方向性を踏まえて策定された新中期目標等に沿った業務の質の向上及び

効率化が、的確な業務の進捗と併せて推進されるよう、貴委員会は、毎年度の厳格かつ

的確な評価に努められたい。 
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外務省独立行政法人評価委員会 

 

 

 

 

 

 

 



 



                  （案） 
 

政 委 第  号 

平成 25 年 月 日 

 

 

外務省独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  井 口  武 雄 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

     委 員 長   岡   素 之           

 

 

平成 23 年度における外務省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年８月 23 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「外務省所管の独立行政法人の平成 23 年度および第２期中期目

標期間における業務実績の評価について」に関して、別紙１のとおり

意見を取りまとめましたので、通知します。あわせて、独立行政法人

等の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる取組等について別紙

２から別紙４のとおり、独立行政法人等の評価及び業務運営等につい

て参考となる事例について別紙５のとおり、独立行政法人等の自然災

害等に関するリスクへの対応状況について別紙６のとおり取りまとめ

送付しますので、よろしくお取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極

、
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                  （案） 
 

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における外務省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見（案） 

 

 平成23年度における外務省所管２法人（国際協力機構、国際交流基金）の業務の実績に

関する貴委員会の評価の結果等についての意見は以下のとおりである。 

 

【各府省所管法人共通】 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され

た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

り整理したので参考にされたい。 
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表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 

 

 上記の事項に加え、個別に指摘すべき意見のある法人及びその内容は、以下のとおりで

ある。 

 

【国際交流基金】 

 ・ 本法人の自己収入の確保状況については、総額では実績が計画を上回っているもの

の、その内訳をみると、受託収入を除く運用収入、寄附金収入及びその他収入におい

て実績が計画を下回っており、その理由として、平成22年度においても実績が計画を

下回った理由と同様に、寄附金収入については昨今の厳しい経済危機情勢が、その他
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収入については日本語能力試験受験者数の減少が挙げられている。 

また、寄附金については、件数及び額ともに平成22年度の実績を下回っているが、

本法人は特定公益増進法人であり、寄附者は税制上の優遇措置を受けることができる

こと、寄附金は本法人が行う国際文化交流事業の原資ともなっていることから、積極

的な広報等を行うことによる受入れの拡大が望まれる。 

しかしながら、貴委員会では、自己収入の拡大や寄附金の受入れ拡大のための取組

状況についての評価が行われていない。 

今後の評価に当たっては、評価指標である「自己収入の確保状況」及び「特定寄附

金の受入れの状況」に照らし、自己収入の内訳ごとに、寄附金の受入れを始めとする

自己収入の拡大を促す観点からの評価を行うべきである。 
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中期目標期間における業務の実績に関する評価の結果 

についての意見（案） 

 

 

【国際協力機構及び国際交流基金】 

上記２法人については、「独立行政法人の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の

方向性について」（平成23 年 12 月９日付け政委第27 号政策評価・独立行政法人評価

委員会通知。以下「勧告の方向性」という。）の取りまとめに当たり、その組織及び業

務の全般にわたる見直しの中で、個々の中期目標の達成状況をも判定する観点から併せ

て検討を行ったところであり、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第34条

第３項の規定に基づく所要の意見については、勧告の方向性を通じて指摘したものであ

る。 

なお、勧告の方向性を踏まえて策定された新中期目標等に沿った業務の質の向上及び

効率化が、的確な業務の進捗と併せて推進されるよう、貴委員会は、毎年度の厳格かつ

的確な評価に努められたい。 
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財務省独立行政法人評価委員会 

 

 

 

 

 

 

 



 



                   （案） 

政 委 第  号

平成 25 年 月 日 

 

 

財務省独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  牟 田  博 光 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

       委 員 長   岡   素 之         

 

 

平成 23 年度における財務省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年９月 10 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「財務省所管独立行政法人の平成 23 事業年度に係る業務の実績

に関する評価の結果について（通知）」等に関して、別紙１のとおり意

見を取りまとめましたので、通知します。あわせて、独立行政法人等

の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる取組等について別紙２

から別紙４のとおり、独立行政法人等の評価及び業務運営等について

参考となる事例について別紙５のとおり、独立行政法人等の自然災害

等に関するリスクへの対応状況について別紙６のとおり取りまとめ、

送付しますので、よろしくお取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、
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                   （案） 

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における財務省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見（案） 

 

 平成23年度における財務省所管７法人（酒類総合研究所、造幣局、国立印刷局、日本万

国博覧会記念機構、農林漁業信用基金、奄美群島振興開発基金、住宅金融支援機構）の業

務の実績に関する貴委員会の評価の結果等についての意見は以下のとおりである。 

 

【各府省所管法人共通】 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され

た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

-21-



 

り整理したので参考にされたい。 

 

表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 

 

 上記の事項に加え、個別に指摘すべき意見のある法人及びその内容は、以下のとおりで

ある。 

 

【造幣局】 

・ 固定的な経費については、貴委員会の評価結果をみると、「一般管理費及び事業費

の効率的使用に取り組んだ結果、前中期目標期間中の平均に対して20.1％削減と中期

計画の目標である８％以上削減を大幅に上回って達成する見込みである」との評価に
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とどまっている。 

今後の評価に当たっては、偽造防止上の観点に配意しつつ、固定的な経費の算定根

拠となるデータ及び増減要因を業務実績報告書等で明らかにさせた上で、より厳格な

評価を行うべきである。 

 研究開発については、貴委員会の評価結果をみると、「研究開発計画にしたがって

実施されており、平成23年度に実用化・製品化されたものにチタン発色技術、梨地加

工技術がある」との評価にとどまっている。 

今後の評価に当たっては、偽造防止上の観点に配意しつつ、研究課題の設定プロセ

スのほか、研究開発の事前・中間・事後の段階で行われた研究評価の実施状況、評価

に係る規程類の整備状況、研究テーマ別の予算の管理状況などを明らかにさせた上で、

より厳格な評価を行うべきである。 

 施設整備については、貴委員会の評価結果をみると、「年度途中においても必要な

見直しを行うとともに、投資金額５千万円以上の案件については事後評価を実施し、

より一層効率的で効果の高い設備へ投資を行うよう取り組んでいる」等の評価にとど

まっている。 

今後の評価に当たっては、偽造防止上の観点に配意しつつ、投資に至るまでの意思

決定プロセスや本法人の経営に大きな影響を及ぼす案件の投資目的・効果などを明ら

かにさせた上で、設備投資の妥当性についてより厳格な評価を行うべきである。 

 

・

 

・

 

【国立印刷局】 

・ 固定的な経費については、貴委員会の評価結果をみると、「人件費、販売費及び一

般管理費等全般的に削減を進めた結果、前中期目標期間中の平均額（621 億円）に対

して本中期目標期間中の平均額が11.2％削減と中期計画における目標である8.0％削

減を上回って達成する見込みである」との評価にとどまっている。 

今後の評価に当たっては、偽造防止上の観点に配意しつつ、固定的な経費の算定根

拠となるデータ及び増減要因を業務実績報告書等で明らかにさせた上で、より厳格な

評価を行うべきである。 
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・ 研究開発については、貴委員会の評価結果をみると、会議・学会等での発表・参画

件数及び特許出願状況について「目標件数を上回る成果を挙げた」との評価にとどま

っている。 

今後の評価に当たっては、偽造防止上の観点に配意しつつ、研究課題の設定プロセ

スや事前・中間・事後の段階で行われている研究評価の実施状況などを明らかにさせ

た上で、より厳格な評価を行うべきである。 

 

・ 施設整備については、貴委員会の評価結果をみると、「事業収支や費用対効果等を

勘案し、設計仕様、価格の妥当性、調達方法、スケジュールなどを検討するとともに、

必要に応じ計画内容を適正に見直している」等の評価にとどまっている。 

今後の評価に当たっては、偽造防止上の観点に配意しつつ、投資に至るまでの意思

決定プロセスや本法人の経営に大きな影響を及ぼす案件の投資目的・効果などを明ら

かにさせた上で、設備投資の妥当性についてより厳格な評価を行うべきである。 
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中期目標期間における業務の実績に関する評価の結果 

についての意見（案） 

 

 

【住宅金融支援機構】 

本法人については、「独立行政法人の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の方向

性について」（平成23 年 12 月９日付け政委第27 号政策評価・独立行政法人評価委員

会通知。以下「勧告の方向性」という。）の取りまとめに当たり、その組織及び業務の

全般にわたる見直しの中で、個々の中期目標の達成状況をも判定する観点から併せて検

討を行ったところであり、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第34条第３

項の規定に基づく所要の意見については、勧告の方向性を通じて指摘したものである。 

なお、勧告の方向性を踏まえて策定された新中期目標等に沿った業務の質の向上及び

効率化が、的確な業務の進捗と併せて推進されるよう、貴委員会は、毎年度の厳格かつ

的確な評価に努められたい。 
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文部科学省独立行政法人評価委員会 

 

 



 



                  （案） 
 

政 委 第  号 

平成 25 年 月 日 

 

 

文部科学省独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  門 永  宗 之 助 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

      委 員 長   岡   素 之          

 

 

平成 23 年度における文部科学省所管独立行政法人等の業務 

の実績に関する評価の結果等についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年８月 23 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「平成 23 年度に係る業務の実績に関する評価の結果について

（通知）」等に関して、別紙１のとおり意見を取りまとめましたので

通知します。あわせて、独立行政法人等の内部統制の充実・強化を行

う上で参考となる取組等について別紙２から別紙４のとおり、独立行

政法人等の評価及び業務運営等について参考となる事例について別紙

５のとおり、独立行政法人等の自然災害等に関するリスクへの対応状

況について別紙６のとおり取りまとめ、送付しますので、よろしくお

取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極

、

」
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                  （案） 
 

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における文部科学省所管独立行政法人等の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見（案） 

 

 平成23年度における文部科学省所管24法人（国立特別支援教育総合研究所、大学入試セ

ンター、国立青少年教育振興機構、国立女性教育会館、国立科学博物館、物質・材料研究

機構、防災科学技術研究所、放射線医学総合研究所、国立美術館、国立文化財機構、教員

研修センター、科学技術振興機構、日本学術振興会、理化学研究所、宇宙航空研究開発機

構、日本スポーツ振興センター、日本芸術文化振興会、日本学生支援機構、海洋研究開発

機構、国立高等専門学校機構、大学評価・学位授与機構、国立大学財務・経営センター、

日本原子力研究開発機構、日本私立学校振興・共済事業団（助成業務））の業務の実績に

関する貴委員会の評価の結果等についての意見は以下のとおりである。 

 

【各府省所管法人共通】 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され
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た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

り整理したので参考にされたい。 

 

表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成 23年度の評価対象法人数は 106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 

 

 上記の事項に加え、個別に指摘すべき意見のある法人及びその内容は、以下のとおりで

ある。 
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【国立文化財機構】 

 ・ 講演会及びギャラリートークの参加者数については、中期計画において「参加者数

についてはその都度、目標を設定する」とされており、これまでの実績の推移からみ

て、平成23年度計画の数値目標は大幅に下げて設定しているが、目標を設定した基

準・根拠等が明らかとなっておらず、目標設定に対する妥当性についても言及されて

いない。 

今後の評価に当たっては、目標値の設定根拠を明らかにし、その妥当性について言

及した上で評価を行うべきである。 

 

【宇宙航空研究開発機構】 

 ・ 英語版サイトへのアクセス数については、中期計画において「平成19年度の実績と

比べて中期目標期間中に倍増を目指す」としているが、平成23年度のアクセス数の実

績は19年度の実績よりも低い値となっている。貴委員会の評価結果をみると、広報活

動全体に対する総合的な評価は行われているものの、アクセス数の倍増を目指すとし

た目標が客観的に達成される見込みがないと考えられることについて、原因・理由を

どのように分析したか明らかにされていない。 

今後の評価に当たっては、目標を達成する見込みがない項目について、その原因・

理由を明らかにした上で、中期計画達成に向けた取組を促す評価を行うべきである。 

 

【日本芸術文化振興会】 

 ・ 伝統芸能の伝承者の養成研修及び既成者研修の実施については、貴委員会の評価結

果をみると、研修実績のうち年度計画を達成していない項目があるにもかかわらず、

それらの項目について、未達成の原因・理由をどのように評価したか明らかにされて

いない。 

今後の評価に当たっては、目標を達成していない項目の原因・理由を明らかにした

上で、その妥当性について評価を行うべきである。 
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中期目標期間における業務の実績に関する評価の結果

についての意見（案） 

 

 

 

【科学技術振興機構】 

本法人については、「独立行政法人の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の方向

性について」（平成 23年 12月９日付け政委第 27号政策評価・独立行政法人評価委員

会通知。以下「勧告の方向性」という。）の取りまとめに当たり、その組織及び業務の

全般にわたる見直しの中で、個々の中期目標の達成状況をも判定する観点から併せて検

討を行ったところであり、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第34条第３

項の規定に基づく所要の意見については、勧告の方向性を通じて指摘したものである。 

なお、勧告の方向性を踏まえて策定された新中期目標等に沿った業務の質の向上及び

効率化が、的確な業務の進捗と併せて推進されるよう、貴委員会は、毎年度の厳格かつ

的確な評価に努められたい。 
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厚生労働省独立行政法人評価委員会 

 

 

 



 



                  （案） 
 

政 委 第  号 

平成 25 年 月 日 

 

 

厚生労働省独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  猿 田  享 男 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

     委 員 長   岡   素 之           

 

 

平成 23 年度における厚生労働省所管独立行政法人の業務 

の実績に関する評価の結果等についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年８月 31 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「厚生労働省所管独立行政法人の平成 23 年度における業務の実

績に関する評価の結果等の通知について」等に関して、別紙１のとお

り意見を取りまとめましたので、通知します。あわせて、独立行政法

人等の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる取組等について別

紙２から別紙４のとおり、独立行政法人等の評価及び業務運営等につ

いて参考となる事例について別紙５のとおり、独立行政法人等の自然

災害等に関するリスクへの対応状況について別紙６のとおり取りまと

め、送付しますので、よろしくお取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極
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                  （案） 
 

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における厚生労働省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見（案） 

 

 平成23年度における厚生労働省所管20法人（国立健康・栄養研究所、労働安全衛生総合

研究所、勤労者退職金共済機構、高齢・障害・求職者雇用支援機構、福祉医療機構、国立

重度知的障害者総合施設のぞみの園、労働政策研究・研修機構、雇用・能力開発機構、労

働者健康福祉機構、国立病院機構、医薬品医療機器総合機構、医薬基盤研究所、年金・健

康保険福祉施設整理機構、年金積立金管理運用独立行政法人、国立がん研究センター、国

立循環器病研究センター、国立精神・神経医療研究センター、国立国際医療研究センター、

国立成育医療研究センター、国立長寿医療研究センター）の業務の実績に関する貴委員会

の評価の結果等についての意見は以下のとおりである。 

 

【各府省所管法人共通】 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され
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た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

り整理したので参考にされたい。 

 

表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 

 

 上記の事項に加え、個別に指摘すべき意見のある法人及びその内容は、以下のとおりで

ある。 
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【国立健康・栄養研究所】 

・ 研究能力の向上のための措置については、現行の中期目標及び中期計画において具

体的な目標が設定されておらず、平成 23 年度計画において「他の研究機関における

研究者との共同研究及び若手研究者の責任ある立場での研究への参画を積極的に促す

ことにより、研究所の研究能力を向上させ、その応用・発展的な展開を図る。」とさ

れている。 

  しかしながら、貴委員会の評価結果をみると、「若手育成型の科学研究費補助金

10 件」及び「助成事業における外部資金４件」を獲得した実績について評価してい

るが、これら補助金等の獲得件数を中期目標等の評価指標として設定してないことか

ら、目標及び評価指標と実績との関連性が不明確となっている。 

  今後の評価に当たっては、過去の実績等を踏まえ、あらかじめ具体的な数値目標を

設定させた上でその達成度を明らかにし、厳格に評価すべきである。 

 

・ 将来の研究人材の育成については、現行の中期計画及び平成 23 年度計画において、

研究員を広く大学院や関係機関等に年間100名以上派遣し、研究所の持つ情報・技術

等を社会に還元することを目標としているが、23 年度の業務実績報告書では「71 名」

を派遣、「53 名」を派遣との記述のみとなっており、目標である 100 名以上の派遣

が達成されているかが明らかでない上、このことについて評価結果においても言及さ

れていない。 

  今後の評価に当たっては、業務実績報告書等に数値目標に係る実績を明確かつ分か

りやすく記載させた上で、その達成度についても評価すべきである。 

 

 

【労働安全衛生総合研究所】 

 ・ 本法人は、平成18年４月に旧独立行政法人産業安全研究所と旧独立行政法人産業医

学総合研究所の統合により設立され、統合後のシナジー効果を発揮する観点から、第

１期中期目標期間においては、法人統合による研究分野の融合や研究成果について評

価・検証が行われており、現行中期目標及び中期計画においても、産業安全分野及び

労働衛生分野それぞれの知見を活かした学際的な研究を積極的に実施するとしている。 

しかしながら、学際的な研究に関する実績が明らかにされておらず、評価結果にお
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いても言及されていない。 

今後の評価に当たっては、中期目標に沿って、学際的な研究に関する実績を明らか

にさせた上で、法人統合による研究分野の融合や研究成果についての評価を行うべき

である。 

 

【高齢・障害・求職者雇用支援機構】 

 ・ 離職者訓練業務の評価結果については、雇用・能力開発機構の廃止前の平成 23 年

度上半期（23 年４月～９月）はＡ評定（中期計画を上回っている）となっているが

この評価結果を受けた本法人の年間の業務実績に対する評価結果ではＳ評定（中期計

画を大幅に上回っている）となっており、主として現行の中期目標で数値目標として

掲げている受講者の就職率が、最終的に中期目標期間中最高の 84.6％（上半期

82.8％）になったことを高く評価している。 

   一方、現行の中期目標及び中期計画において「その割合の向上に努めること」とさ

れている就職者のうちの常用雇用者の割合（以下「常用就職率」という。）は

69.5％と、過年度の実績に比べ必ずしも高いとはいえない状況にあるが、年度計画に

おいて評価の視点とされていないことから、評価結果ではこの状況について直接取り

上げていない。 

   このように職業訓練業務（学卒者訓練を含む。）については、現行の中期目標にお

いて、就職率を評価の視点の一つとしているが、高度なものづくりに特化した訓練を

実施することが本法人のミッションの一つであることを踏まえると、常用就職率を評

価の視点に加えて評価することが妥当と考えられる。また、職業訓練の実施機関であ

るポリテクセンター及びポリテクカレッジの業績をより厳格に評価するために、定員

充足率の実態や推移を正確に把握・分析することも有効と考えられる。 

   なお、評価結果では、全国のポリテクセンター及びポリテクカレッジの個別の業務

実績については評価の対象としていないが、地域ごとに産業の集積や雇用情勢等が異

なることを考慮すると、個別施設ごとの業務実績も勘案して評価を行うことでより的

確な評価につながるものと考えられる。 

   今後の評価に当たっては、常用就職率を評価の視点に加えることを検討させるとと

もに、定員充足率も含めた全国の各施設における業務実績を明らかにさせた上で、よ

り的確かつ厳格に評価すべきである。 

、
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【労働者健康福祉機構】 

 ・ 産業保健推進センターについては、中期目標期間の最終年度において、平成20年度

実績に比べて運営費交付金（退職手当を除く。）のおおむね３割削減を図ることとさ

れている。 

しかしながら、産業保健推進センターに係る運営費交付金の削減については、進捗

状況が明らかになっておらず、貴委員会における評価結果も不明である。 

今後の評価に当たっては、中期目標期間終了時までの各年度における運営費交付金

の削減額について、業務実績報告書等で進捗状況を明らかにさせた上で、評価を行う

べきである。 

 

【医薬品医療機器総合機構】 

・ 医療機器の承認審査業務については、中期計画において、デバイス・ラグを解消 

するため、平成21年度から申請者側期間を含む総審査期間を順次短縮していくとの目

標が掲げられている。 

  平成21年度の当委員会意見として、貴委員会に対し、「目標未達成の場合における

要因分析と改善方策を明らかにさせた上で、取組を厳格に評価すべきである。」との

指摘を行っている。 

  しかしながら、改良医療機器（臨床あり品目）の審査期間のうち申請者側期間につ

いては、平成23年度計画の６か月に対して実績7.2か月、同様に後発医療機器の審査

期間のうち申請者側期間については、23年度計画の１か月に対して実績2.3か月と計

画を下回っているにもかかわらず、業務実績報告書において目標未達成要因の分析や

改善方策が明らかにされておらず、このことに対する貴委員会の言及もない。 

  今後の評価に当たっては、総審査期間だけでなく、申請者側期間及び行政側期間そ

れぞれの目標達成状況を確認し、実績が計画を下回った場合には、その要因分析及び

改善方策を明らかにさせた上で、法人の取組について厳格な評価を行うべきである。 

   

 

 

 

 

【医薬基盤研究所】 

・ 戦略的な事業の展開については、研究成果の水準が著しく高いこと、論文発表数が

中期計画を大きく上回っていること、特許出願数が中期計画の半分以上を既に達成し
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ていることなどの実績や研究成果等の内容を高く評価し、Ｓ評定（中期計画を大幅に

上回っている）としている。 

  一方で、評価項目の一つである研究成果の普及及びその促進における業務実績をみ

ると、①講演会、シンポジウム等の来場者数については６会場のうち、５会場におい

て前年度実績を下回っている上、経年的に参加者数が減少しているものがある（霊長

類医科学研究フォーラム、スーパー特区フォーラム in 大阪フォーラム）、②研究所

の一般公開における来場者数及び研究所への視察受入者数がいずれも前年度実績を下

回っている、③薬用植物資源研究センターにおける講習会の参加者数は、前年度実績

を下回っている上、経年的に減少傾向にあるといった状況がみられる。 

  これらの実績については、現行中期計画及び平成 23 年度計画に定める開催回数の

目標値（講演会等：年複数回、一般公開：年１回以上、講習会：年１回以上）は満た

しているものの、参加者数については、23 年度実績が必ずしも高いものとはいえず、

この点について評価結果において言及されていない。 

  今後の評価に当たっては、講演会等の参加者数にも着目し、前年度実績を下回って

いるものや経年的に減少傾向にあるものがみられる場合は、その原因分析やその後の

改善を促すような評価を行うべきである。 

 

 ・ 希少疾病用医薬品等開発振興事業については、現行中期計画において、「関連企業

に助成金申請の手引きを配布し、年１回説明会を開催すること」を数値目標として掲

げているが、他の目標及び計画の内容は定性的なものとなっており、どの程度目標を

達成しているかが明らかではない。 

   企業に対して助成金を交付するという事業内容を考慮すると、事業の成果を定量的

に把握することが可能な指標を設定した上で評価を行うことが必要と考えられる。 

   今後の評価に当たっては、あらかじめ客観的な指標（数値目標）を設定させた上で、

事業の成果をより厳格に評価すべきである。 

 

 ・ 貴委員会の評価結果をみると、繰越欠損金（承継勘定約256億円、研究振興勘定約

65億円）の解消計画が策定され、その解消に向けた取組が進められていると記載され

ているが、毎年度の納付額（実用化研究支援事業）や貸付金の回収額・件数（承継事

業）の状況についての説明がみられず、解消計画の進捗状況が分かりにくいものとな
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っている。 

  今後の評価に当たっては、業務実績報告書等において納付額や貸付金の回収等に関

する経年の進捗状況を明らかにさせた上で、解消計画に係る評価を行うべきである。 

 

 

【年金・健康保険福祉施設整理機構】 

 ・ 社会保険病院等の譲渡については、貴委員会の評価結果をみると、引き続き地域医

療に貢献することのできる譲渡条件の設定や職員の雇用の継続を図ったことなどを踏

まえ、Ｓ評定（中期計画を大幅に上回っている）としている。 

  しかしながら、これらの業務実績は年度計画に従って行われたものにすぎず、中期

計画を大きく上回ったとする根拠が明確にされていないことから、何をもってＳ評定

としたのか不明である。 

  今後の評価に当たっては、評価を行う指標や評定の根拠等を明らかにした上で評価

を行うべきである。 

 

 

 

【年金積立金管理運用独立行政法人】 

 ・ 「調査・分析の充実」に関する評価項目においては、基本ポートフォリオ等の運用

戦略の策定や検証、リスク管理手法の改善を図ること等を目的とした調査研究につい

て、取組結果のみをもって評価を行っているが、調査研究の結果どのような成果があ

り、法人業務にどのように活用されたのかの分析が行われていない。 

今後の評価に当たっては、調査研究による成果やそれが法人業務にどのように活用

されたのかを分析した上で、厳格に評価すべきである。 

 

【国立がん研究センター、国立循環器病研究センター、国立国際医療研究センター、国立

長寿医療研究センター】 

・ 「臨床を志向した研究・開発の推進」及び「担当領域の特性を踏まえた戦略的か

つ重点的な研究・開発の推進」に関する評価項目においては、平成22年４月１日か

らの独立行政法人移行前の実績を勘案して数値目標が設定されているが、以下のと

おり、当該数値目標を大幅に上回る実績を上げている状況がみられ、現時点では必

ずしも妥当な水準ではなくなっていると考えられる。 

① 基礎研究部門と臨床研究部門間での共同研究を年間30件以上行うことを数値目
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標としているが、６倍以上の実績を上げている（国立がん研究センター）。 

② 平成21年度に比し、中期目標期間中に、臨床研究実施件数及び治験の実施件数

の合計数を５％以上増加させることを数値目標としているが、中期目標期間２年

目の時点で52.0％増加となっている（国立がん研究センター）。 

③ 循環器疾患の解明と医療推進に関する論文について、インパクトファクターが

4.5以上の学術雑誌に年５件以上掲載されることを数値目標としているが、12倍以

上の実績を上げている（国立循環器病研究センター）。 

④ 国府台地区において、精神科救急病棟入院患者のうち重症身体合併症患者を

５％以上受け入れることを数値目標としているが、実績が34.7％となっている

（国立国際医療研究センター）。 

⑤ 平成21年度に比し、中期目標期間中に、臨床研究実施件数及び治験の実施件数

の合計数を10％以上増加させることを数値目標としているが、中期目標期間２年

目の時点で63.1％増加となっている（国立長寿医療研究センター）。 

今後の評価に当たっては、これらの数値目標が法人の業績を測る上で妥当な水準と

なっているかについて評価を行うべきである。 
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中期目標期間における業務の実績に関する評価の結果 

についての意見（案） 

 

 

【労働政策研究・研修機構】 

本法人については、「独立行政法人の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の方向

性について」（平成23 年 12 月９日付け政委第27 号政策評価・独立行政法人評価委員

会通知。以下「勧告の方向性」という。）の取りまとめに当たり、その組織及び業務の

全般にわたる見直しの中で、個々の中期目標の達成状況をも判定する観点から併せて検

討を行ったところであり、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第34条第３

項の規定に基づく所要の意見については、勧告の方向性を通じて指摘したものである。 

なお、勧告の方向性を踏まえて策定された新中期目標等に沿った業務の質の向上及び

効率化が、的確な業務の進捗と併せて推進されるよう、貴委員会は、毎年度の厳格かつ

的確な評価に努められたい。 
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農林水産省独立行政法人評価委員会 

 

 



 

 



                  （案） 
 

政 委 第  号

平成 25 年 月 日 

 

 

 

農林水産省独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  淵 野  雄 二 郎 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

     委 員 長   岡   素 之           

 

 

平成 23 年度における農林水産省所管独立行政法人の業務 

の実績に関する評価の結果についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年８月 31 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「独立行政法人の平成 23 事業年度における業務実績の評価結果

について」に関して、別紙１のとおり意見を取りまとめましたので、

通知します。あわせて、独立行政法人等の内部統制の充実・強化を行

う上で参考となる取組等について別紙２から別紙４のとおり、独立行

政法人等の評価及び業務運営等について参考となる事例について別紙

５のとおり、独立行政法人等の自然災害等に関するリスクへの対応状

況について別紙６のとおり取りまとめ、送付しますので、よろしくお

取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極
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                  （案） 
 

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における農林水産省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果についての意見（案） 

 

 平成23年度における農林水産省所管13法人（農林水産消費安全技術センター、種苗管理

センター、家畜改良センター、水産大学校、農業・食品産業技術総合研究機構、農業生物

資源研究所、農業環境技術研究所、国際農林水産業研究センター、森林総合研究所、水産

総合研究センター、農畜産業振興機構、農業者年金基金、農林漁業信用基金）の業務の実

績に関する貴委員会の評価の結果についての意見は以下のとおりである。 

 

【各府省所管法人共通】 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され

た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 
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なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

り整理したので参考にされたい。 

 

表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

 (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 
 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 

 

 上記の事項に加え、個別に指摘すべき意見のある法人及びその内容は、以下のとおりで

ある。 

 

【農林水産消費安全技術センター】 

 ・ 貴委員会では、検査等業務に係る品質保証体制の構築について、Ａ評定（順調に進
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んでいる）としているが、事業報告において「外部機関が主催する技能試験（11回）

に検査分析に携わる職員（延べ60名）を参加させ、一部を除き満足な結果が得られた。

なお、満足な結果を得られなかった一部の試験所については原因究明を行い、是正処

置を実施した」とされていることについて、満足な結果を得られなかった内容や講じ

た是正処置の内容等が明らかとされていないため、業務の実績や当該評定の妥当性が

国民にとって分かりにくいものとなっている。 

今後の評価に当たっては、原因究明や是正処置の内容等を明らかにさせた上で評価

を行うべきである。 

 

・ 貴委員会では、農薬取締法に基づく集取品の分析結果の報告期間（60業務日以内）

について、Ａ評定（目標値に対して、90％以上の達成度合）としているが、事業報告

において「農薬取締法に基づく立入検査において集取した農薬は23点であった。集取

品の分析結果について、年度内に目標期間である集取後60業務日以内に報告した点数

は４点であった。なお、残り19点については年度末に近い集取であったため、報告は

24年度に行う予定」とされていることについて、当該19点の集取品が60業務日以内に

報告されたか否かについての評価を行っていない。 

  また、ＧＬＰ制度に基づく適合試験機関の査察結果の報告期間（30業務日以内）の

評価についても、同様の状況がみられる。 

  今後の評価に当たっては、業務実績が評価対象年度の翌年度にわたるものについて

も、可能な限り業務実績を明らかにさせた上で評価を行うべきである。 

 

【種苗管理センター】 

・ 調査研究課題の重点化については、貴委員会の評価結果をみると、「学識経験者４

名から成る調査研究評価委員会を開催し、重点調査研究５課題の平成23年度の成果及

び24年度計画案について評価を行い、評価結果を調査研究運営委員会における24年度

計画の策定に反映した」ことをもってＡ評定（順調に進んでいる）としている。しか

しながら、調査研究評価委員会の評価結果が調査研究課題の実施にどれだけ反映され

たかは明らかにされておらず、このことに対する貴委員会の言及もない。 

 今後の評価に当たっては、調査研究評価委員会の評価結果について、調査研究課題

の実施への反映状況についても明らかにさせた上で、厳格な評価を行うべきである。 
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【家畜改良センター】 

 ・ 貴委員会では、飼養管理、飼料生産作業の外部化について、「定年退職者の状況等

に応じて外部化を推進するなど、計画どおり順調に実施」、「再任用職員を新たに20

名雇用し、計45名の職員を雇用するなどにより、引き続き外部化を図った」との実績

について、「単純作業の外部化を行うなど、引き続き業務の外部化を進めていること

は評価できる。今後も費用対効果や退職者の状況を踏まえつつ、業務の外部化を進め

られたい」と評価しているが、業務の外部委託の状況についての評価を行っていない。 

今後の評価に当たっては、業務の外部委託の観点からも評価を行うべきである。 

 

・ 貴委員会では、家畜の飼養管理の改善における損耗率の低減、受胎率や育成率の向

上について、Ａ評定（計画どおり順調に実施した）としているが、事業報告において

「各牧場において改善目標を設定した。また、改善目標達成に向けた取組を行うなど、

計画どおり順調に実施した」とされていることについて、各牧場が設定した目標の内

容等が明らかにされていないため、業務の実績や当該評定の妥当性が国民にとって分

かりにくいものとなっている。 

  今後の評価に当たっては、設定した目標の具体的内容等について明らかにさせた上

で評価を行うべきである。 

 

・ 貴委員会では、海外技術協力における人材育成について、語学検定受検者数や研修

受講者数等の実績を基に評価を行っているが、これらの取組を行った結果、語学力の

向上が図られたか否かについての評価を行っていない。 

今後の評価に当たっては、取組の結果、海外技術協力に資する語学力の向上が図ら

れたか否かについても評価を行うべきである。 

 

【水産大学校】 

 ・ 専攻科（船舶運航課程、船用機関課程 ）については、第３期中期目標において、

「二級海技士免許筆記試験の合格率80％を目指す」及び「すべての学生が三級海技士

試験等に合格するよう努める」とされている。 

  二級海技士免許筆記試験に係る貴委員会の平成21年度、22年度及び23年度業務実績  
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の評価の結果をみると、21年度については受験者数及び合格者数、22年度については

受験率及び合格率を向上させるよう指摘している一方、23年度においては「専攻科の

教育は、海技士の合格率という数字の指標があるが、この数字にどこまでこだわるの

がよいのか注意が必要と思う。外部評価委員の意見にあるように、受験者や合格者の

推移等を考慮した評価が必要と思われる」との記載がある。この点について、23年度

の評価の結果とその前年度までの評価の結果は相互に矛盾するものとなっており、今

後の評価に当たっては、評価の経年的な一貫性という観点に留意した評価を行うべき

である。 

  また、三級海技士免許等取得に係る貴委員会の平成23年度評価結果をみると、取得

率の実績が目標の９割程度にとどまったことに対する評価が行われていない。今後の

評価に当たっては、三級海技士免許等の取得率の向上を促す観点から、厳格な評価を

行うべきである。 

 

 

【農業生物資源研究所】 

 ・ 放射線育種場の依頼照射については、「独立行政法人の主要な事務及び事業の改廃

に関する勧告の方向性」（平成22年11月26日付け政委第30号政策評価・独立行政法人

評価委員会通知）等における指摘を受け、現行中期計画等において、照射料金の見直

しや他の独立行政法人及び国立大学法人からの依頼照射に対する有料化の検討を行う

旨を定めている。 

   しかしながら、業務実績報告書において検討を開始したとの記載はあるものの、貴

委員会の評価結果では、この件について何も言及されていない。 

   今後の評価に当たっては、国民への説明責任を果たすとの観点から、有料化等に向

けた本法人の検討状況を十分にフォローアップし、その結果を評価において明らかに

すべきである。 

 

 ・ 行政部局との連携に係る項目については、貴委員会において「行政部局の意見を研

究内容等に反映させているか」という点を評価する際の指標としており、評価結果を

みると、「研究内容等への行政部局の意見反映に取り組んでいる」としている。 

   しかしながら、行政部局との連携に際して、同部局から具体的にどのような意見が

出され、それがどのように実際の研究内容等に反映されたかについて、業務実績報告
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書や評価結果等において明らかにされていない。 

   今後の評価に当たっては、国民への分かりやすさの観点から、具体的な行政部局の

意見の内容及び意見の研究内容等への反映状況を業務実績報告書等において明らかに

させた上で評価を行うべきである。 

 

【農業環境技術研究所】 

 ・ 自己評価・点検の実施に係る項目については、貴委員会において「効率的な自己評

価・点検の体制整備が行われ、客観性、信頼性の高い評価・点検が実施されているか」

という点を評価する際の指標としている。 

   しかしながら、業務実績報告書において、自己評価・点検の効率化に係る取組状況

や効率化による効果は明らかにされておらず、また、評価結果においても効率化の観

点からの評価は行われていない。 

   今後の評価に当たっては、自己評価・点検の不断の見直しの観点から、本法人にお

ける効率化に係る取組を業務実績報告書等において明らかにさせた上で評価を行うべ

きである。 

 

 ・ 行政部局との連携に係る項目については、貴委員会において「行政部局の意見を研

究内容等に反映させているか」という点を評価する際の指標としている。 

   しかしながら、行政部局との連携に際して、同部局から具体的にどのような意見が

出され、それがどのように実際の研究内容等に反映されたかについて、業務実績報告

書や評価結果等において国民の目から見て分かりやすい形で明らかにされているとは

言い難い。 

   また、貴委員会の評価結果をみると、本法人の役職員が東京電力株式会社福島第一

原子力発電所事故に係る農林水産関係被害等の専門家として、国会等の各種委員会に

おいて専門的見地からの助言、情報提供等を行ったことなどを理由に、本項目にＳ評

定（中期計画を大幅に上回って業務が進捗している）を付しているが、中期計画にお

いて「行政からの要請に基づき、技術情報の提供、行政が主催する委員会等への専門

家の派遣を行う」とされていることや「農業生態系における化学物質の動態とリスク

低減に関する研究」等を研究課題に掲げる本法人の役割に鑑みれば、何をもって「計

画を大幅に上回って業務が進捗している」としたのかは定かでない。 
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   今後の評価に当たっては、国民への分かりやすさの観点から、具体的な行政部局の

意見の内容及び意見の研究内容等への反映状況を業務実績報告書等において明らかに

させ、また、最上級の評定を付す場合には、法人の役割や中期計画等を十分勘案した

上で、厳格な評価を行うべきである。 
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経済産業省独立行政法人評価委員会 

 

 



 

 



                  （案） 
 

政 委 第  号 

平成 25 年 月 日 

 

経済産業省独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  室 伏  き み 子 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

       委 員 長   岡   素 之         

 

 

平成 23 年度における経済産業省所管独立行政法人の業務 

の実績に関する評価の結果等についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年８月 20 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「経済産業省所管独立行政法人の平成 23 年度及び中期目標の期

間における業務の実績に関する評価の結果について」に関して、別紙

１のとおり意見を取りまとめましたので、通知します。あわせて、独

立行政法人等の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる取組等に

ついて別紙２から別紙４のとおり、独立行政法人等の評価及び業務運

営等について参考となる事例について別紙５のとおり、独立行政法人

等の自然災害等に関するリスクへの対応状況について別紙６のとおり

取りまとめ、送付しますので、よろしくお取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、
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                  （案） 
 

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における経済産業省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見（案） 

 

 平成23年度における経済産業省所管10法人（経済産業研究所、工業所有権情報・研修館、

日本貿易保険、産業技術総合研究所、製品評価技術基盤機構、新エネルギー・産業技術総

合開発機構、日本貿易振興機構、情報処理推進機構、石油天然ガス・金属鉱物資源機構、

中小企業基盤整備機構）の業務の実績に関する貴委員会の評価の結果等についての意見は

以下のとおりである。 

 

【各府省所管法人共通】 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され

た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 
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なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

り整理したので参考にされたい。 

 

表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 

 

 上記の事項に加え、個別に指摘すべき意見のある法人及びその内容は、以下のとおりで

ある。 

 

【新エネルギー・産業技術総合開発機構】 

・ 本法人の平成23年度末の運営費交付金債務残高は、東日本大震災や外国事情という
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特殊な要因はあるものの、約535億円であり23年度の運営費交付金に対する割合は

38.6％となっている。しかしながら、貴委員会の評価結果をみると、「交付金債務残

比率は38.6％と極めて高い水準のままである。最終年度までの動向を見守りたい」と

のコメントの記載にとどまっている。 

今後の評価に当たっては、運営費交付金債務残高の発生要因を分析した上で厳格な

評価を行うとともに、予算管理及び業務運営の改善を促すような評価を行うべきであ

る。 

 

【情報処理推進機構】 

・ 本法人の平成23年度末の運営費交付金債務残高は約18億円であり、23年度に交付さ

れた運営費交付金に対する割合は45％にまで達しているが、貴委員会の評価結果をみ

ると、要約した財務諸表が掲載され、その中で「運営費交付金債務は1,796百万円で

あるが、うち743百万円は契約済の繰越であり、残り1,053百万円も執行計画がすでに

組まれている」との記載にとどまっている。 

今後の評価に当たっては、事業計画に遅れがみられる場合には、運営費交付金債務

残高の発生要因を分析した上で評価を行うとともに、運営費交付金執行計画の厳格化

と業務運営の改善を促すような評価を行うべきである。 

 

・ 貴委員会の評価結果をみると、以下のとおりとなっている。 

① 「ＩＴの安全性向上に向けた情報セキュリティ対策の強化」については、「標的

型攻撃への対応策を進めたことを高く評価」、「他の機関に先駆けて公開したこと

を高く評価」などとしているが、評価の根拠となる実績の説明が定性的である。 

② 「情報システムの信頼性向上に向けたソフトウェア・エンジニアリングの推進」

については、自国産業の国際競争力向上の観点から業務が実施されているが、本法

人の業務の実施により、我が国の国際競争力がどの程度向上しているかについての

評価が行われていない。 

③ 「ＩＴ人材育成の戦略的推進」については、本法人の業務の実施により、我が国

ＩＴ産業の人材輩出にどれだけ寄与しているのかという観点からの評価が行われて

いない。 

これらは、本法人の現行中期目標・中期計画における指標や目標が定性的であるた
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め、結果として、本法人の業務実績の効果を明示することが困難なことに起因してい

る。 

今後の評価に当たっては、可能な限り分かりやすい指標及び明瞭かつ客観的な目標

の設定並びに事業効果の把握及び算定手法の確立を図るための取組を促すような評価

を行うべきである。 

 

【石油天然ガス・金属鉱物資源機構】 

・ リスクマネー供給による支援プロジェクトの管理については、貴委員会の評価結果

をみると、本法人と支援対象会社等との契約上の守秘の関係から、貴委員会には個々

のプロジェクトに係る詳細なデータが提供されておらず、主として体制面からの評価

にとどまっている。 

本法人においては、平成24年４月に金融資産課を新設し、金融資産棚卸及び取引先

企業分析等による組織全体のリスクマネー資産管理に取り組みはじめたところであり、

また、国の資源確保戦略への対応から、今後、石油・天然ガス及び金属部門の出融

資・債務保証残高の増加等が見込まれる状況にある。 

今後の評価に当たっては、法人の適正な業務運営を確保する観点から、資源国との

契約違反等の我が国の国益を損なうものを除き、評価に必要なデータを提供させた上

で、本法人のプロジェクト管理が適切に行われているかについて評価を行うべきであ

る。 

 

【中小企業基盤整備機構】 

・ 経営環境の変化への対応の円滑化について、貴委員会の評価結果をみると、「東日

本大震災に対する支援策の充実度は高く、迅速に支援を実施していることは高く評価

すべきものである。また、セーフティネットの充実と再生支援の強化について、機構

の全国ネットワークを活かし、中期計画目標を大幅に上回る成果を実現したことは非

常に高く評価できる」等としてＡＡ評定（法人の実績について、質・量の両面におい

て中期計画を超えて優れたパフォーマンスを実現）としている。 

しかしながら、評価結果において、以下のような状況がみられた。 

① 中小企業倒産防止共済事業については、目標値と実績値のかい離が大きく、かつ

３年にわたり本法人による加入促進が行われているにもかかわらず、目標値を引き
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上げる等、目標設定の見直しを促す評価が行われていない。 

② 小規模企業共済事業については、平成23年度の目標値が引き上げられ、また、22

年度の目標値と実績値のかい離は２倍以内ではあるものの、中小企業倒産防止共済

事業同様に、目標設定の見直しを促す評価が行われていない。 

今後の評価に当たっては、目標設定の見直しを促す評価を行うべきである。 
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中期目標期間における業務の実績に関する評価の結果 

についての意見（案） 

 

 

【日本貿易保険】 

本法人については、「独立行政法人の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の方向

性について」（平成23 年 12 月９日付け政委第27 号政策評価・独立行政法人評価委員

会通知。以下「勧告の方向性」という。）の取りまとめに当たり、その組織及び業務の

全般にわたる見直しの中で、個々の中期目標の達成状況をも判定する観点から併せて検

討を行ったところであり、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第34条第３

項の規定に基づく所要の意見については、勧告の方向性を通じて指摘したものである。 

なお、勧告の方向性を踏まえて策定された新中期目標等に沿った業務の質の向上及び

効率化が、的確な業務の進捗と併せて推進されるよう、貴委員会は、毎年度の厳格かつ

的確な評価に努められたい。 
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国土交通省独立行政法人評価委員会 

 

 



 



                  （案） 
 

政 委 第  号 

平成 25 年 月 日 

 

 

国土交通省独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  家 田  仁 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

      委 員 長   岡   素 之          

 

 

平成 23 年度における国土交通省所管独立行政法人の業務 

の実績に関する評価の結果等についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年９月 19 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「国土交通省所管独立行政法人の平成 23 事業年度業務実績評価

について」等に関して、別紙１のとおり意見を取りまとめましたので、

通知します。あわせて、独立行政法人等の内部統制の充実・強化を行

う上で参考となる取組等について別紙２から別紙４のとおり、独立行

政法人等の評価及び業務運営等について参考となる事例について別紙

５のとおり、独立行政法人等の自然災害等に関するリスクへの対応状

況について別紙６のとおり取りまとめ、送付しますので、よろしくお

取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極
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                  （案） 
 

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における国土交通省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見（案） 

 

 平成23年度における国土交通省所管20法人（土木研究所、建築研究所、交通安全環境研

究所、海上技術安全研究所、港湾空港技術研究所、電子航法研究所、航海訓練所、海技教

育機構、航空大学校、自動車検査独立行政法人、鉄道建設・運輸施設整備支援機構、国際

観光振興機構、水資源機構、自動車事故対策機構、空港周辺整備機構、海上災害防止セン

ター、都市再生機構、奄美群島振興開発基金、日本高速道路保有・債務返済機構、住宅金

融支援機構）の業務の実績に関する貴委員会の評価の結果等についての意見は以下のとお

りである。 

 

【各府省所管法人共通】 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定。以下「具体的取組」という。）において、内部統制の充実・強化に向けた法

人の長の取組に留意するとともに、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタ

リングする監事の役割に着目して、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援セ

ンター評価委員会を含む。以下「府省評価委員会等」という。）と監事との連携につ

いて、監事監査結果を踏まえた評価を行っているかについて特に留意することとした

ところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され
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た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

り整理したので参考にされたい。 

 

表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 

 

 上記の事項に加え、個別に指摘すべき意見のある法人及びその内容は、以下のとおりで

ある。 
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【航海訓練所】 

・ 実習生による訓練評価等については、貴委員会の評価結果をみると、①従来の評価

に加え対象を広げ、訓練修了者による評価を実施するとともに、新たに個別訓練指導

による評価を加えて改善を図ったこと、②従前から実施している実習生による訓練評

価及び新たな個別訓練指導による評価の情報分析から得られた知見をＱＳＳ（ＳＴＣ

Ｗ条約に基づく資質基準制度）マネジメントレビューを通じて即時に実習に反映して

いること、③①及び②の取組により、訓練の問題点の改善に努めた結果、当直訓練に

対する実習生の満足度評価が高かったことをもってＳ評定（優れた実施状況にあると

認められる）としている。 

しかしながら、①及び②の取組により、訓練を速やかに改善することは、年度計画

において目標に掲げられており、また、当直訓練に対する実習生の満足度評価は、

様々の実習項目のうちの一つであることから、これらのことのみをもって、「単に順

調に目標を達成している（しつつある）のみならず、それ以上に積極的に評価すべき

付加的な実績・内容が必要」とされるＳ評定とする説明にはならない。 

今後の評価に当たっては、国民に対して分かりやすい評価を行う観点から、評定の

具体的な理由、根拠等を明らかにして評価を行うべきである。 

 

・ 一般管理費及び業務経費については、中期計画では「中期目標期間中に見込まれる

当該経費総額」、年度計画では「平成23年度予算」を評価指標としている。 

しかしながら、貴委員会の評価結果をみると、評価指標については「中期計画の初

年度予算額」と記載されており、評価指標の記載が統一されていないことから、目標

の達成状況が分かりにくくなっている。 

今後の評価に当たっては、国民に対して分かりやすい評価を行う観点から、評価指

標の記載を統一した上で、適確な評価を行うべきである。 

 

【海技教育機構】 

・ 施設・設備の整備については、貴委員会の評価結果をみると、「年度計画で予定さ

れている清水校総合実習棟は、計画の変更があったものの、平成23年８月に竣工した」

として、Ａ評定（着実な実施状況にあると認められる）としている。 
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業務は年度計画に従って実施されているが、「計画の変更」についての説明が不十

分であることから、中期計画等における「整備計画を策定し、効果的な業務運営を図

る」という目標が着実に実施されたと言えるかどうか不明である。 

今後の評価に当たっては、国民に対して分かりやすい評価を行う観点から、評定の

理由等を明らかにした上で評価を行うべきである。 

 

・ 独立行政法人の保有資産については、既往の政府方針等において、幅広い資産を対

象に自主的な見直しを不断に行うこととされている。また、具体的取組において、運

営費交付金債務と欠損金等との相殺状況に着目したいわゆる溜まり金の洗い出し状況

について特に留意することとされている。 

本法人において、中期目標期間最終年度における運営費交付金債務の精算収益化額

と、平成16年度及び17年度当時の旧独立行政法人海員学校沖縄海上技術学校の売却に

伴い計上した売却損等のキャッシュ・フローを伴わない損失の計上により発生した欠

損金とが相殺され、積立金とならなかった金額が生じており、平成23年度末時点にお

いて当該金額について国庫納付されずに内部に預金として留保されている状況にあっ

た。 

しかしながら、このような預金を留保していたことについて、貴委員会の評価結果

をみると、具体的取組において特に留意することとされているいわゆる溜まり金の精

査における運営費交付金債務と欠損金等との相殺状況に着目した洗い出し状況につい

て、「該当なし」として特段の記載はない。 

今後の評価に当たっては、上記を踏まえた適切な評価を行うべきである。 

 

【航海訓練所、海技教育機構】 

 ・ 航海訓練所の航海訓練事業及び海技教育機構の船員養成・再教育事業については、

受益者負担に関する具体的な実施計画を平成23年度中に策定するとされていたが、両

機構とも同計画を早急に取りまとめるべく関係機関との調整を行っているものの、24

年10月現在においても策定には至っていない。 

しかしながら、貴委員会の評価結果においては、「平成23年度において取り組むこ

ととされている事項は着実に実施されており、適切と認められる。」としており、同

計画が23年度において策定されていないことを踏まえての指摘を行っていない。 
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今後の評価に当たっては、政府方針等も踏まえつつ事実関係を適切に把握し、評価

を行うべきである。 

（注）航海訓練所と海技教育機構は「更なる受益者負担の拡大を図るための実施計画を平成23年度中に策定する。」との同じ講ずべ

き措置を求められていたことから、両法人に対し同様の指摘を行うもの。 

 

【自動車検査独立行政法人】 

 ・ 不正改造車撲滅のための啓発活動については、貴委員会の評価結果をみると、「不

正改造車を排除するため、単純な啓発活動ではなく、実際に会場や店舗に検査官を派

遣し、具体的に注意を行っており、優れた実施状況にあると認められる」としてＳ評

定（優れた実施状況にあると認められる）としている。 

会場や店舗に検査官を派遣し、具体的に注意を行う当該取組は、本法人の自主改善

努力として、平成17年度から７年連続で取り組まれており、19年度から５年連続でＳ

評定とされている。 

しかしながら、平成23年度は検査官の派遣人数、派遣店舗数等が減少しており、経

年的な状況を考慮すると、23年度の評価をＳ評定とする理由が分かりにくくなってい

る。 

この点について、本法人は、実績が減少した背景には東日本大震災の影響があり、

また、平成23年度においては、最近普及が著しい携帯電話ホルダー等のアクセサリー

類について重点的に調査を実施したことをＳ評定とする理由の一つとしているが、そ

のような記載は評価結果にはない。 

今後の評価に当たっては、国民の理解に資する観点から、経年的な評価の状況も踏

まえつつ、評価に影響を与える事象があった場合には、それを評定の理由等において

言及した上で評価を行うべきである。 

 

【鉄道建設・運輸施設整備支援機構】 

 ・ 内航海運活性化融資業務に係る手数料については、「独立行政法人の主要な事務及

び事業の改廃に関する勧告の方向性」（平成18年11月27日付け政委第23号政策評価・

独立行政法人評価委員会通知）の「第１ 内航海運活性化融資業務の収束に向けた取

組等」において、「説明責任を徹底する観点から、その使途を業務実績報告書等にお

いて公表するものとする」との指摘を行っている。 
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   しかしながら、本法人においては、内航海運活性化融資業務に係る手数料の使途に

ついて、業務実績報告書等に十分な記載がされておらず、また、貴委員会においては、

これについての評価を行っていない。 

   今後の評価に当たっては、国民への説明責任を果たす観点から、本法人における内

航海運活性化融資業務に係る手数料の使途を業務実績報告書等で明らかにさせた上で

評価を行うべきである。 

 

【空港周辺整備機構】 

・ 人材の活用については、貴委員会の評価結果をみると、「年齢バランスの改善に努

めた結果、前年度比では若干の改善となったものの、平成19年度と比較すると改善す

ることができなかった。」として、年度計画の指標との比較及び中期計画の指標との

比較を並列して記載していることから、どちらの指標をもって「Ａ」評定（着実な実

施状況にあると認められる）としているのかが分かりにくくなっている。 

今後の評価に当たっては、国民に対して分かりやすい評価を行う観点から、評定の

理由等を明らかにした上で評価を行うべきである。 
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中期目標期間における業務の実績に関する評価の結果 

についての意見（案） 

 

 

【自動車事故対策機構及び住宅金融支援機構】 

上記２法人については、「独立行政法人の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の

方向性について」（平成23 年 12 月９日付け政委第27 号政策評価・独立行政法人評価

委員会通知。以下「勧告の方向性」という。）の取りまとめに当たり、その組織及び業

務の全般にわたる見直しの中で、個々の中期目標の達成状況をも判定する観点から併せ

て検討を行ったところであり、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第34条

第３項の規定に基づく所要の意見については、勧告の方向性を通じて指摘したものであ

る。 

なお、勧告の方向性を踏まえて策定された新中期目標等に沿った業務の質の向上及び

効率化が、的確な業務の進捗と併せて推進されるよう、貴委員会は、毎年度の厳格かつ

的確な評価に努められたい。 
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環境省独立行政法人評価委員会 



 



                  （案） 
 

政 委 第  号

平成 25 年 月 日 

 

 

 

環境省独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  松 尾  友 矩 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

     委 員 長   岡   素 之           

 

 

平成 23 年度における環境省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年８月 28 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「独立行政法人環境再生保全機構における平成 23 年度業務実績

の評価結果について（通知）」等に関して、別紙１のとおり意見を取り

まとめましたので、通知します。あわせて、独立行政法人等の内部統

制の充実・強化を行う上で参考となる取組等について別紙２から別紙

４のとおり、独立行政法人等の評価及び業務運営等について参考とな

る事例について別紙５のとおり、独立行政法人等の自然災害等に関す

るリスクへの対応状況について別紙６のとおり取りまとめ、送付しま

すので、よろしくお取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極

」
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                  （案） 
 

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における環境省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果についての意見（案） 

 

 平成23年度における環境省所管２法人（国立環境研究所、環境再生保全機構）の業務の

実績に関する貴委員会の評価の結果についての意見は以下のとおりである。 

 

【各府省所管法人共通】 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され

た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

り整理したので参考にされたい。 
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表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 
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原子力規制委員会独立行政法人評価委員会 



 



                  （案） 
 

政 委 第  号 

平成 25 年 月 日 

 

原子力規制委員会独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  遠 藤  怜 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

      委 員 長   岡   素 之          

 

 

平成 23 年度における原子力規制委員会所管独立行政法人の 

業務の実績に関する評価の結果等についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年８月 20 日付けをもって経済産業省独立行政

法人評価委員会から通知のあった「経済産業省所管独立行政法人の平

成 23 年度及び中期目標の期間における業務の実績に関する評価の結

果について」に関して、別紙１のとおり、独立行政法人原子力安全基

盤機構に係る意見を取りまとめましたので、原子力規制委員会設置法

附則第３条の規定に基づき、通知します。あわせて、独立行政法人等

の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる取組等について別紙２

から別紙４のとおり、独立行政法人等の評価及び業務運営等について

参考となる事例について別紙５のとおり、独立行政法人等の自然災害

等に関するリスクへの対応状況について別紙６のとおり取りまとめ、

送付しますので、よろしくお取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する
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                  （案） 
 

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における原子力規制委員会所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果等についての意見（案） 

 

 平成23年度における原子力規制委員会所管１法人（原子力安全基盤機構）の業務の実績

に関する貴委員会の評価の結果等についての意見は以下のとおりである。 

 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され

た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

り整理したので参考にされたい。 

 

-79-



 

表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 

 

 （法人固有の指摘事項） 

・ 拡散シミュレーション結果については、平成24年10月26日に本法人が実施した拡散

シミュレーション結果の処理の一部に不備が判明したほか、九州電力株式会社が本法

人に誤ったデータを提出したことから、同年11月６日に計算結果に誤りが確認される

など、再三の修正が必要となった。 

今後の評価に当たっては、原子力規制委員会による指示に基づき、シミュレーショ

ン結果についての総点検が適切に行われているか、また、根本原因を含む原因分析が

適切に行われ、再発防止策の実効性が確保されているかについて厳格な評価を行うべ

きである。 
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・ 会計検査院の平成23年度決算検査報告において、放射線測定器等の調達契約に当た

り、放射線測定器の校正費を重複して積算していたため、予定価格が過大となり契約

額が割高となっていて不当であると指摘されている。 

今後の評価に当たっては、本法人が同指摘事項に対して講じた措置等について明ら

かにするととともに、当該措置等が適切に実施され、契約の妥当性が確保されている

かについて厳格な評価を行うべきである。 
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中期目標期間における業務の実績に関する評価の結果 

についての意見（案） 

 

 

【原子力安全基盤機構】 

本法人については、「独立行政法人の主要な事務及び事業の改廃に関する勧告の方向

性について」（平成23 年 12 月９日付け政委第27 号政策評価・独立行政法人評価委員

会通知。以下「勧告の方向性」という。）の取りまとめに当たり、その組織及び業務の

全般にわたる見直しの中で、個々の中期目標の達成状況をも判定する観点から併せて検

討を行ったところであり、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）第34条第３

項の規定に基づく所要の意見については、勧告の方向性を通じて指摘したものである。 

なお、勧告の方向性を踏まえて策定された新中期目標等に沿った業務の質の向上及び

効率化が、的確な業務の進捗と併せて推進されるよう、貴委員会は、毎年度の厳格かつ

的確な評価に努められたい。 
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防衛省独立行政法人評価委員会 

 



 



                  （案） 
 

政 委 第  

平成 25 年 月 日 

号 

 

 

防衛省独立行政法人評価委員会 

  委 員 長  中 村  義 人 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

      委 員 長   岡   素 之          

 

 

平成 23 年度における防衛省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年８月 15 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構の平成 23 事業年度

における業務の実績に関する評価結果について（通知）」に関して、別

紙１のとおり意見を取りまとめましたので、通知します。あわせて、

独立行政法人等の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる取組等

について別紙２から別紙４のとおり、独立行政法人等の評価及び業務

運営等について参考となる事例について別紙５のとおり、独立行政法

人等の自然災害等に関するリスクへの対応状況について別紙６のとお

り取りまとめ、送付しますので、よろしくお取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極
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                  （案） 
 

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における防衛省所管独立行政法人の業務の実績 

に関する評価の結果についての意見（案） 

 

 平成23年度における防衛省所管１法人（駐留軍等労働者労務管理機構）の業務の実績に

関する貴委員会の評価の結果についての意見は以下のとおりである。 

 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され

た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

り整理したので参考にされたい。 
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表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 
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日本司法支援センター評価委員会 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                  （案） 
 

政 委 第  号 

平成 25 年 月 日 

 

 

日本司法支援センター評価委員会 

  委 員 長  伊 藤  眞 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

     委 員 長   岡   素 之           

 

 

平成 23 年度における日本司法支援センターの業務の実績 

に関する評価の結果についての意見について 

 

 当委員会は、平成 24 年８月 31 日付けをもって貴委員会から通知の

あった「日本司法支援センターにおける平成 23 年度業務実績の評価結

果について」に関して、別紙１のとおり意見を取りまとめましたので、

通知します。あわせて、独立行政法人等の内部統制の充実・強化を行

う上で参考となる取組等について別紙２から別紙４のとおり、独立行

政法人等の評価及び業務運営等について参考となる事例について別紙

５のとおり、独立行政法人等の自然災害等に関するリスクへの対応状

況について別紙６のとおり取りまとめ、送付しますので、よろしくお

取り計らい願います。 

 当委員会としては、平成24年５月21日に独立行政法人評価分科会に

おいて取りまとめた「平成23年度業務実績評価の具体的取組について」

に沿って、政府全体の評価の厳格性、信頼性の確保に重点を置き、横

断的に評価を行ったところです。 

 また、その中において、各独立行政法人評価委員会等の意欲的な取

組を積極的に紹介するなどの取組も行いました。 

 独立行政法人等の適正な運営及び質の高い行政サービスを確保する

ためには、問題点等を明らかにして改善を促すとともに、法人の積極
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                  （案） 
 

的な取組を更に促進する質の高い評価が不可欠です。そのためには、

評価の在り方について不断の改善を図っていくことが求められます。

貴委員会におかれては、独立行政法人等に対する国民の厳しい視線を

意識しながら評価に取り組んでいることと存じますが、今般の当委員

会の意見を踏まえ、一層の評価の質の向上に向けた取組が行われるこ

とを期待しています。 
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別紙１ 

平成23年度における日本司法支援センターの業務の実績 

に関する評価の結果についての意見（案） 

 

 平成23年度における日本司法支援センターの業務の実績に関する貴委員会の評価の結果

についての意見は以下のとおりである。 

 

（内部統制の充実・強化） 

平成23年度業務実績評価については、「平成23年度業務実績評価の具体的取組につ

いて」（平成24年５月21日政策評価・独立行政法人評価委員会独立行政法人評価分科

会決定）において、内部統制の充実・強化に向けた法人の長の取組に留意するととも

に、内部統制の充実・強化を含む法人の業務をモニタリングする監事の役割に着目し

て、各府省独立行政法人評価委員会（日本司法支援センター評価委員会を含む。以下

「府省評価委員会等」という。）と監事との連携について、監事監査結果を踏まえた

評価を行っているかについて特に留意することとしたところである。  

今回、内部統制に関する法人の長の取組については、全ての法人において評価がな

されていた。 

また、監事監査結果を踏まえた評価については、府省評価委員会等に対する監事監

査結果の報告状況等に着目して、その実態を整理した。その結果、下表のとおり多く

の府省評価委員会等の場に監事の出席を求め、法人の長の内部統制の取組について聴

取したり、監査内容等についての報告や監事監査報告の提供を受け評価に活用してい

る状況であった。また、府省評価委員会等の場で、監事から統制環境等の状況につい

ての報告を受けたり、法人の長のマネジメントの状況や改善すべき事項等が記載され

た監査報告書の提供を受け、これらを積極的に評価に活用している事例もみられたこ

とから、監事の出席を求めていない府省評価委員会等においては、今後の評価に当た

り監事から直接意見聴取等を行うことが望ましい。 

なお、内部統制の充実・強化に向けた法人及び府省評価委員会等の取組並びに監事

と府省評価委員会等との連携について、参考となる具体例を別紙２から別紙４のとお

り整理したので参考にされたい。 
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表 監事監査結果の活用状況等 

①委員会等に監事の出席を ②委員会等に監事 ③監事監査報告書 ④その他監事監査結

求め意見聴取し、かつ、監 の出席を求め意見 の提供を受けて評 果を評価書、業務実
区分 

事監査報告書の提供を受け 聴取 価 績報告等に記載 

て評価 （①を除く） （①を除く） 

全109法人 35法人 17法人 34法人 23法人 

  (注) 平成23年度の評価対象法人数は106であるがこのうち主務省が複数ある３法人についてはダブルカ

ウントしているため109となっている。 

 

（保有資産の見直し） 

 法人の保有資産については、既往の政府方針等において、削減、処分等の見直しが

求められてきたところであるが、会計検査院から利用実態や保有の必要性について指

摘を受けるなど、現在でも保有の必要性等が疑われる事例が見られる。 

 このため、今後の評価に当たっては、保有資産の保有の妥当性等についてより一層

厳格な評価を行う必要がある。 

 

（評価指標の妥当性） 

 平成 23 年度の独立行政法人の業務実績に係る府省評価委員会等の評価の結果をみ

ると、法人の中期目標及び中期計画の内容が年度計画の個々の評価指標に反映されて

いない又は反映されていても妥当性に欠けるものとなっており、適切な評価となって

いない例がみられた。このため、今後の評価に当たっては、年度計画及び同計画の評

価指標に中期目標及び中期計画の内容が的確に反映されているかについてもチェック

をした上で、より一層厳格な評価を行う必要がある。 
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各府省評価委員会等に共通して 

送付する文書・資料 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
別紙２ 

独立行政法人等の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる評価委員会にお

ける評価 

評価委員会名 評価結果等の概要 

内閣府独立行政

法人評価委員会 
（監事が評価委員会において統制環境等の状況について意見を述べて

いる事例） 

【国立公文書館】 

○ 館側では先ほどもありましたように意識せずとも国家

公務員としての高い倫理観、誠実性、能力といったものに

支えられて、無意識的に内部統制の４つの目的が図られて

きていたと思います。勿論、少人数で小予算といった小規

模独法ですので、館長と理事の目が統制活動に行き届くと

いう特徴もございました。 

23 年度については有識者による全職員、私どもも出ま

したけれども、全員がその体系を学びまして、総務課に内

部統制担当を置いていただいて、意識的な活動を開始した

かなと思っております。しかし、冒頭申し上げたPDCAサイ

クルという意味では、内部統制の目的や要素で特にこの館

が弱い部分、例えば計画に対する実績の乖離の認識とか分

析、そして、その後その計画や業務の活動そのものを修正

や再立案しているのかというような面から見たら、まだま

だ弱いかなと。こういう問題をスピーディに有効的かつ効

率的に改善できるように、私の立場からは支援をしていき

たいなと考えております。       
（国立公文書館分科会議事録より抜粋） 

総務省独立行政

法人評価委員会 
（リスクの把握及び対応の取組に関する評価） 

【平和祈念事業特別基金】 

（４） 本法人は、小規模であり、特別給付金支給というミ

ッションは明確である。構成員が似通った会議を多く開催

しているが、これらの会議により洗い出した課題及びその

対応は個別のものであると言える。これらの会議を通じ

て、法人ミッションを有効かつ効率的に果たすための、組

織全体で取り組むべき重要課題の洗い出し・優先順位付

け・対応計画の策定・対応結果の検証といった全体的な取
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組みが必ずしも十分なされたとは言えない面があった。 
文部科学省独立

行政法人評価委

（監事からの改善要望への対応について評価） 

【物質・材料研究機構】 

員会 ・ 法人の長のマネジメントにとって肝要な、内部統制の一

層の充実強化を図るため、平成 23年度は全ての事務担当

部署に対して実地監査を行い、事務事業の実施状況につ

き、現場との緊密な聴取・対話に基づく課題の把握を行っ

たことは評価できると考えられる。 

・ 異なる部署間のコミュニケーションを緊密にし、統制環

境を向上されたいという改善要望について、関係役員が真

摯に受け止め改善努力が行われたことは評価できる。 

・ 運営会議等における日常的な経営方針の指示のみなら

ず、定期的な講話において、ガバナンス改善等を含めた機

構運営プロセスの改善、理論領域の強化、人材育成、安全

管理等の重要施策を全職員に対して明示されたことは評

価できる。 

厚生労働省独立

行政法人評価委

（リスクの把握及び対応の定期的な見直しについて評価） 

【福祉医療機構】 

員会 ② 業務管理とリスク管理の充実 

（中略） 

福祉医療機構の法人運営に伴い発生する業務上のリス

クについては、平成 21年度に策定した「リスク対応計画」

に基づき対応しており、平成 23年 11月にはリスク管理委

員会を開催し、リスク管理の自己評価を実施したうえで評

価結果をとりまとめるとともに、リスク対応計画の是正・

改善を行っている。 

なお、リスク管理の一環として、災害等の発生により業

務の継続に重大な影響を受けるリスクに対応するため、平

成 23 年２月に「事業継続計画」について、東日本大震災

の経験を踏まえ同年 11 月に見直しを行い、役職員に対し

改めて周知するとともに、有効性の検証を含め同計画に基

づく訓練を平成 24年３月に実施した。 

以上のように、監査機能の高度化及び効率化を図った内

部監査により継続的な改善活動等を更に推進するととも

に、法人運営に伴い発生する業務上のリスク等を把握し、
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適切な予防措置を講じるなどリスク管理の充実を図って

おり、中期計画を上回る実績をあげていると評価する。 

農林水産省独立

行政法人評価委

員会 

（監事監査結果への対応の取組状況について評価） 

【種苗管理センター】 

イ 監事の監査結果を踏まえた取組 
  監事の監査で把握された改善点等については、役員会等

において報告されるとともに、被検査部門の長へ通知さ

れ、業務の適正化が図られている。主なものとして、沖縄

農場における台風襲来時の対応をマニュアル化すること

について、平成 23年度の監事監査において言及があった

ことから、過去の文書等を整理してマニュアル化が検討さ

れている。 
経済産業省独立

行政法人評価委

員会 

（法人の長のリーダーシップの状況について評価） 

【経済産業研究所】 

○ 従来のシステムに関する内部監査に加え、業務全般のリ

スクを適切に管理するため、研究プロジェクトの進捗及び

予算執行の状況等について、理事長自らが、四半期ごとに、

ヒアリング・審査を通じてチェックをし、適切な指導を行

う新しい体制を整備し、内部統制を強化した点が評価され

た。 
[個別コメント] 
○ 平成 23年度の新しい取組として実施した、ＩＳＭＳ内

部監査時に併せて内部統制に関するヒアリングによって

洗い出された所内リスクについて、理事長自らが審査を行

う、また、進捗管理機能の強化のために、理事長自ら予算

の執行状況について四半期ごとにチェックを行う会議を

導入するなど、従来以上にトップが内部統制を意識して、

ミッションに沿った成果にフォーカスしていた点を評価

する。理事長の現場主義の成果を評価する。 
○ 所内における課題の共有、問題の発見などの仕組みが導

入されており、努力している。 

環境省独立行政

法人評価委員会 
（リスクの把握及び対応の取組に関する評価） 

【環境再生保全機構】 

○ 平成 23年度は、組織改編により３課を削減するなどし

て業務体制の効率化が進められている。 
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また、内部統制の強化に関して、リスクの洗い出しや、

理事長と各職員が直接意見交換を行う機会を設けるなど、

コンプライアンスの強化に向けた取組が積極的に行われ

ており評価できる。 
なお、今後は、そうしたリスク管理が機械的な作業とな

り見落としが生じないよう配慮していくことが望まれる。 
防衛省独立行政

法人評価委員会 
（監事監査結果に基づき内部統制について評価） 

【駐留軍等労働者労務管理機構】 

内部統制の充実・強化 
監事は、機構の内部統制に係る体制の充実・強化の状況

と理事長のマネジメントの状況について特に留意して監

査を実施し、理事長に対して監事監査報告書の内容を説明

し、監査結果において留意すべき点を役員等会議の場で報

告していることは評価できる。また、監事監査報告書にお

いて、内部統制に係る体制の充実・強化については、内部

統制責任者により、内部統制要領に沿った日常的モニタリ

ングが行われ内部統制が適切に機能していると認められ

る、理事長のマネジメントについては、理事長の指示事項

等の適正性、役職員との意思疎通の有無を把握したとこ

ろ、いずれもマネジメントが有効に機能していることを確

認したと言及しており、監事は、内部統制の充実・強化に

向け積極的に取組んでいると評価できる。 
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別紙３ 

独立行政法人等の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる法人における取

組 

府省名 法人名・取組状況 

外務省 （監査結果への対応状況について公表している事例） 

【国際協力機構】 

「平成 22年度国際協力機構監事監査報告」（23年 9月提出）

における 31項目の提言について、機構内全体に周知し、各部

署は提言を受けて迅速に対応し、業務改善等に取り組んだ。具

体的な取組としては、随意契約の見直しに係る特命随意契約の

妥当性に係る基準を必要とするとした指摘について、契約類型

ごとに特命随意契約を行う際の留意点を整理したガイドライ

ンの作成を進めた。 

海外での機構の安全管理の精錬化や高度化について、安全対

策に係る基本理念を明確にすべき、という指摘に対して、海外

安全対策規程に基本理念を追加することとした。さらに、無償

資金協力における実施監理に関する海外拠点の関与の方法に

ついて、海外拠点への配布を目的とした、「実施監理業務の手

引き」において、海外拠点が無償資金協力事業により積極的に

関与することを前提に記載の見直しを行った。こうした取組に

ついて、「『平成 22年度国際協力機構監事監査報告』に関す

る対応について（報告）」を取りまとめ、理事長から監事に提

出し、ホームページ上に公開した（24年 3月）。 
（業務実績報告書より） 

厚生労働省 （ミッションをブレークダウンして職員レベルで業務計画を策定している事

例） 

【福祉医療機構】 

２ 理事長のリーダーシップ発揮及びマネジメントの実効性確

保 

(１) 理事長のリーダーシップ発揮 

（中略） 

ウ 理事長の指示に基づき、経営理念「民間活動応援宣言」及

び中期目標を達成するため、各部における重点目標（部とし

てなすべき事項）を定めている。また、それを達成すべく各
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課（室）における重点目標（課としてなすべき事項）を定め、

さらに、個人の目標にブレークダウンし、全役職員ごとにア

クションプランを定め、ミッションの達成に向けた行動計画

を作成している。 

エ 理事長の指示に基づき、東日本大震災に係る被災地域の福

祉施設及び医療施設の復旧・復興に関する支援策を提案する

ため、関係部等からなる「東日本大震災プロジェクトチーム」

を平成23年8月に設置し、「個人債務者の私的整理に関するガ

イドライン」及び「東日本大震災事業者再生支援機構」への

機構としての対応の検討、また、金融庁、民間金融機関、他

の政府系金融機関の動向把握と調整等を実施している。 

              （業務実績評価別添資料より） 

農林水産省 （監事からの指摘事項を業務改善に活用している事例） 

【農業・食品産業技術総合研究機構】  

(ウ)監事による期中の指摘事項については、以下により対応し

た。 

① 「業務の有効性及び効率性」については、機構のミッショ

ンの徹底の一環として、職員の研修等でも機構役員が直接講

話するようにとの示唆を受け、理事長及び総務担当理事によ

る講話を徹底した。また、研究所等が自主的に導入した業務

改善については、効率化のためのベスト・プラクティスとし

て各研究所に紹介するようにとの指摘を受け、業務日誌入力

システムなどについては、業務ソフトの普及を促した。光熱

水料予算は実績に基づき積算すべきとの指摘を受け、担当者

会議を通じて、予算と実績のきめ細かな検証に基づく管理の

徹底を指示したところ、震災対応の電力の節減は全ての拠点

で達成したが、一部研究拠点では、水道料等も大幅に節減で

きた。 

（オ）内部統制のための法人の長のマネジメントの充実強化へ

の取り組み状況についての監事によるヒアリングは、内部統

制の整備の責任が組織の長にあること、組織の長は常に内部

統制の有効性の確保に留意する必要があることなどについ

て、各拠点での具体的な取り組みを事例として対話する方式

で実施した。監事からは、内部統制のための法人の長のマネ

ジメントを充実強化するには、理事長・理事など役員のみな
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らず研究拠点の長を含め、①リーダーシップを発揮できる環

境の整備、②法人のミッションの役職員への周知徹底、③組

織全体で取り組むべき重要な課題（リスク）の把握と対応、

④内部統制の現状把握と課題対応計画の作成、について共通

認識を持って取り組む必要があるとの所見を得たので、新設

した「コンプライアンス委員会」は各研究所等の「コンプラ

イアンス推進委員会」を通じて、組織全体でのコンプライア

ンスへの取り組み体制を充実するよう要請した。監事からは、

今後は、「組織全体で取り組むべき重要な課題（リスク）の

把握と対応」及び「内部統制の現状把握と課題対応計画の作

成」にも組織的に取り組むよう指摘があったので、労働安全

などのリスク領域ごとに対応を充実するよう役員会において

徹底した。 
（業務実績報告書より） 

（監査結果について組織内で情報共有している事例） 

【水産総合研究センター】 

・ 組織全体として取り組むべき重要なリスクの把握・対応を

行うため、役員、本部部長等及び研究所長等で構成する経営

企画会議を３回開催し、運営方針等重要事項の審議、研究所

等の業務運営に関する検討等や情報共有を図った。 
・ 監事から理事長へ行われた監事監査の是正・改善等の報告

に対して、理事長は必要な改善方策等を監事等へ回答し、関

係部署には自ら改善指示を行うとともに、その内容を職員向

けウエブ掲示板に掲示し組織全体でリスク認識等の共有を図

った。 
・ 研究所等における予算執行、契約状況、施設・物品管理等

の内部監査を実施（監事監査での指摘事項等のフォローアッ

プを含む）し、リスクの洗い出し・把握とその是正・改善指

導を行うとともに、監査結果等の概要は職員向けウエブ掲示

板に掲示し情報共有を図った。 
（業務実績報告書より） 

国土交通省 （監査結果とその対応状況について組織内で情報共有している事例） 

【建築研究所】 

ウ）監事監査等によるチェック体制 
建築研究所では、理事長が組織運営のすべてを意思決定し
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ていることを踏まえ、監事監査及び監査法人監査が実施され

ている。監事及び監査法人は、監査結果を理事長に対して文

書と口頭でもって報告している。平成 23年度は監事監査結果

の報告が平成 23年 11月 1日と平成 24年 3月 27日に、法人

監査結果の報告が平成 23年６月 7日に行われた。理事長はそ

れに対する措置状況を迅速に作成し、監事等に回答している。 

たとえば、実験棟内に一時保管されたまま長期間利用され

ていない状況にある研究資料・実験試料等について、基本的

に廃棄すべきとの監事による監査結果の報告を受け、直後の

所内会議で直ちに廃棄に向けた対応が開始されている。 
これら監事監査等の結果及び対応状況は所内会議等を通じ

て、所内に周知徹底されている。 
（業務実績報告書より） 
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別紙４ 

独立行政法人等の内部統制の充実・強化を行う上で参考となる、監査報告書に

おける視点及び提言事項等 

府省名 法人名・監査報告書における記載 

文部科学省 【放射線医学総合研究所】 

（３）センター内マネジメント 
  センター内のマネジメントに関しては、各センターに共通

して、理事会議、運営連絡会議における情報をセンター内に

展開するための会合が定期的にもたれているほか、それぞれ

のセンターで各種の会合が定例的にもたれ、情報共有、意見

交換、合意形成等が図られている。行われている会議の性格、

参加者の構成、頻度等は、センターによってかなりまちまち

であり、各センターの業務の特性と必要性に応じたものであ

ろうと認識された。中には、センター間で相互に参考となる

ものもあるように感じられ、横の情報交換により、良い実践

に学ぶのもよいのではなかろうか。 
  各センターの組織については、今中期から、各センターの

運営、企画、総合調整、庶務等を担う組織が、運営企画ユニ

ットという名称に統一され、体制の整備が図られた。センタ

ー内の他の組織構成や業務の特性によって、その実際の活動

には幅があるように見受けられた。運営企画ユニットは、各

センター長がその裁量を遺憾なく発揮するうえで重要である

と考える。引き続き注視していきたい。 
農林水産省 【森林総合研究所】 

１．水源林造成事業の公益性確保 
１－１公共事業の使命達成について 
ⅰ）森林・林業基本計画の趣旨を反映 
  本事業は、森林所有者の自助努力によっては造林が期待で

きない奥地保安林等について、昭和 36年以降、林野公共事業

の一翼を担いつつ、これまでに全国で 46万㏊の水源林を造成

した。平成 22 年に策定された森林・林業基本計画においては、

水源林造成事業について、「公的な関与による森林整備の促

進」を担うものとして、引き続き「立地条件が悪く、森林所

有者の自助努力等によっては適正な整備が見込めない森林等
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の公益的機能の発揮に向けて、針広混交林の育成、複層林の

造成等へ転換する施業を推進する」旨位置づけられ、森林整

備におけるセーフティネットとしての役割を期待されてい

る。 
ⅱ）公益的機能の金額評価 
  具体的な社会貢献としては、事業の着実かつ適切な実施を

通じ、国民生活に不可欠な水資源の安定的確保、森林の有す

る国土・環境保全等の公益的機能の維持増進に重要な役割を

果たしている。その効果額については、平成 22年度１年間に

おいては、約 7,934 億円、昭和 36 年から平成 22 年度までの

累計では、約 15兆 9,022億円と試算している。なお、この額

は、造林地の拡大や造林木の成長に伴い年々増加していると

ころである。このような実績は、国民にわかりやすい形で広

報推進されることが望ましく、所要の努力をされたい。 
 
【水産総合研究センター】 

６．内部統制について 

② 内部統制に必要な「リスクの洗い出し」については、監事

監査や内部監査での限られた指摘に関するものが中心であ

り、組織全体として取り組むべき重要な「リスクの洗い出し」

は未だ十分とはいえないので、役職員の啓発を行いつつ今後

の一層の取り組みが必要である。 
このほか監査については、監事監査、内部監査、監査法人

監査の連携を進めているところであるが、監理室には内部監

査の一層の充実を求めたい。 
経済産業省 【中小企業基盤整備機構】 

２．内部統制活動の状況について 
（中略） 
（２）各論 
② リスクマネジメント 

リスクマネジメントの具体的あり方についていえば、必要

に応じ業務フローを作成して、リスクとコントロールの対応

や適切性を可視化して確認することが重要である。総務省の

「独立行政法人における内部統制と評価に関する研究会報告

（以下「内部統制研究会報告」という。）の指摘を理由に、
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費用対効果や効率性の観点から、業務内容の文書化やフロー

チャート化が必ずしも必要ないと慎重な意見もみられる。し

かし、機構のように地域本部や中小企業大学校、インキュベ

ーション施設等多くの組織や施設を持ち、共通の業務を実施

しているような場合には、業務フローを作成することは、リ

スクマネジメントの実効性を図る上で必要であるばかりでな

く、長期的にはむしろ効率化も実現できると考えられる。内

部統制にとって肝要な組織の構成員全員によって参加意識が

醸成されるという副次効果も期待される。今後業務フローの

可視化とそれを基にした業務改善を図っていくことを期待し

たい。 
国土交通省 【都市再生機構】 

１．ミッション・ビジョンの検討・策定 
新たなミッションの検討・策定については、改革推進本部

の立ち上げを機に職員自らが機構の存在意義、社会的役割を

考えることを目的として進められているが、その検討にあた

っては、「ミッション（社会的使命）と経営理念の区別」及

び「ソフト面の重視」の視点で議論する必要がある。また、

行政刷新会議の動向を踏まえたうえで、職員の不安感を払拭

する視点で主体的に「機構のビジョン」について検討し、今

後機構が進むべき方向を示すことが望まれる。 
 
【日本高速道路保有・債務返済機構】 

４．内部統制の状況 
  また、機構の職員はいわゆるプロパー職員がおらず、会社

や官庁からの出向者が２～３年の比較的短いサイクルで交替

して業務に当たっていることから、コンプライアンス等の内

部統制や情報セキュリティ等について、周知啓発の継続的な

取組みが求められている。 
  機構では倫理規程、情報セキュリティポリシー等を定め、

講演会の開催等により啓発に努めているが、特に新たな役職

員の着任時には、これらの趣旨、内容についての説明資料を

配付する等、役職員が遵守すべき基準として、十分な理解を

求める必要がある。 
５．国民の理解を得るための情報提供 
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（中略） 
  平成 22年度業務運営評価に係る国交省独法評価委員会の意

見においても、ホームページで様々な情報を公表しているこ

と自体は評価できるとしているが、それらの書類に含まれる

項目が一目で分かるようなリストを掲載するなど、その情報

を一般の識者にも利用しやすい形で公表することを強く期待

するとされたところである。 
  機構では、この指摘を踏まえ、ホームページの「入札契約

情報」において情報の検索が容易になるよう見出し項目を工

夫したり、「入札及び契約の結果の公表」において契約に係

る情報を一覧できるリストを掲載した外、トップページのリ

ニューアル等を行ったところである。今後とも、定期的に見

直しを行い、ユーザーが必要な情報を容易に得られる使い勝

手の良いホームページとなるよう、更なる改善に取り組んで

いく必要がある。 
  ホームページ上のコンテンツについても、例えば 23 年度に

締結された変更協定自体は速やかに開示されたが、変更後の

償還計画（機構と会社の収支予算の明細）等についてのより

分かりやすい形での情報提供は遅れた。また、協定も度重な

る変更により全体を捉えにくくなっており、単に変更協定の

みを順に掲載するのではなく、当初協定に追加・差替えした

ものを併せて提供し、しおりを付し、協定変更の概要も掲載

する等、分かりやすさ、ユーザーの負担軽減の観点から工夫

の余地があると考える。 
 
【住宅金融支援機構】 

① 経営理念・経営方針、コンプライアンスの徹底・浸透の状

況 
○ 所属長からのメッセージの発信などによって組織目標の周

知が図られ、また、職員等との個人面談を通じてコミュニケ

ーションの確保と認識の共有が行われ、これらにより内部統

制の基盤整備が進むとともに、併せてPDCAに基づく業務の統

制も図られつつある。 
（中略） 

② 機構の事業運営に関わる統合的リスク管理・各種リスク管

-102-



理の状況 
○ 統合的リスク管理のモニタリング等の方針を策定し、その

PDCA を四半期ベースで開始するとともに、新たに月次モニタ

リングを開始する一方、年次報告などの見直しも行い、全体

としてタイムリーかつ的確なリスク管理に向けた取組を行っ

ている。 
今後は、さらに、フォワードルッキングな視点からのスト

レステストを積極的に織り込み、リスク管理の深化を行うと

とともに、それを経営判断に活用していくことを期待する。 
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別紙５ 
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独立行政法人等の評価及び業務運営等について参考となる事例 

①業務運営の改善を促す評価に積極的に取り組んでいる評価委員会の例 

評価委員会名 取 組 の 概 要 

外務省独立行政法人評 本評価委員会は、独立行政法人国際交流基金の評価におい

価委員会 て、「業務経費の毎事業年度1.2％以上削減」に関し、平成22

年度の政策増分を加えた経費と平成 23 年度の政策増前の経費

とを比較し削減率の実績（6.1％）とされていることについて、

「現在の「項目別評価シート」の記載ぶりでは、全体として

6.1％が削減されているとの誤解を招くので、次年度からは記載

ぶりの検討が望まれる」と指摘し、経費削減の状況について国

民に分かりやすい評価となるよう努めている。 

国土交通省独立行政法 本評価委員会は、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済

人評価委員会 機構の評価において、道路資産の貸付けに際しては、各高速道

路会社は、道路を常時良好な状態に保つために機構との協定に

より、目標設定をすることになっているが、その目標設定の考

え方や方法が不明であり、指標がカバーしている範囲が少ない

ことについて、「平成23年度以降のアウトカム指標の組替えに

関し、その目標設定の考え方や方法が不明であるとともに、具

体の設定について会社間での考え方が異なっているようであ

り、改善が求められる。また、指標がカバーしている範囲も少

ないように思われる。（中略）さらに、設定したアウトカム指

標については、機構と会社とが連携・協力してその達成を図り、

利用者への安全で安定的なサービスの提供につなげることが臨

 

まれる。」と指摘し、改善に努めている。 



②業務運営の改善に積極的に取り組んでいる独立行政法人の例 

法人名 取 組 の 概 要 

独立行政法人国立女性 本法人は、業務運営の改善について、運営会議を初めとする

教育会館 各種会議において不断の業務見直しを行っている。年度末には、

（文部科学省所管） 全館職員から業務改善提案を募集し、運営会議出席者による検

討会議を実施した。 

51件の提案のうち、 

・ 研修内容の改善提案 

・ エントランスにおける展示実施 

・ 職員の業務分担の見直し 

・ 組織内での情報共有に関するルールづくり 

など 36 件が検討後措置された。（研修事業の見直しなどの 15

件については引き続き検討中） 

独立行政法人農業環境 本法人は、平成22年度に発生した共用薬品庫内における廃棄

技術研究所 物処理専門業者による破裂事故を受け、次のような取組を実施

（農林水産省所管） し、薬品の管理の強化を図っている。 

ⅰ）請負者に対する薬品取扱教育の実施及び事前の作業内容の

確認 

ⅱ）外部からの視認性向上のため、薬品庫扉の付け替え（一部

透明強化ガラス戸） 

ⅲ）カードキー装置導入による入室者及び入室時間の記録 

ⅳ）薬品庫内における薬品の混合等の作業禁止項目の標示 

独立行政法人森林総合 本法人は、東京電力福島第一原子力発電所の事故に関して、

研究所 文部科学省、厚生労働省、独立行政法人日本原子力研究開発機

（農林水産省所管） 構等からの要請に基づき、森林における影響や除染に関する委

員会に8人の専門家を派遣するとともに、放射性物質影響評価

監の新設など迅速かつ柔軟な調査・研究体制を確立し、行政と

連携し切れ目のない技術支援を行うことにより、森林研究の中
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核機関としての取り組みを推進した。 

ⅰ）震災に関連した調査研究  延べ113人の研究者従事 

ⅱ）成果の公表 

  林野庁のプレスリリース     3件 

  福島県との共催による講演    15件 

一般を対象とした広報誌     3件 

報道機関からの取材       71件 
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別紙６ 

 

自然災害等に関するリスクへの対応（案） 

 

東日本大震災の発生を踏まえ、独立行政法人等（平成 25 年 1 月 1 日現在 104

法人）に対して、各法人における自然災害等に関係するリスクへの対応について、

法令や国等からの指示・要請に基づくもののほか、法人独自の取組実態を把握す

るためのアンケート調査を行ったところであり、その結果は以下のとおりである。 

 

１ 法令や国等からの指示・要請に基づく取組として、次の①から③に掲げる法

人に係る人命・財産・業務上のリスク対応のための規程類の整備状況の把握を

行った。 

① 法人の役職員や法人の施設の利用者等の人命・身体・施設・設備等の資産

の損失・被害への対応 

② 法人の業務継続の困難化への対応 

③ 業務上の必要性から使用・保管する危険物等(化学物質、有機溶剤、毒劇

物、高圧ガス、放射性物質、病原体、実験動物等)の紛失・流失等への対応 

その結果、①のリスクについては 103 法人、②のリスクについては 102 法人

において規程類を整備済み、整備予定等となっている。残る法人については、

規程類の整備までは行われていないものの、①や②のリスクに対しては、関係

法令を遵守し、適切な取扱いを行っているとしている。 

また、③のリスクについては、危険物等を使用・保管している 60 法人の全

てで規程類の整備が行われている。 

 

２ 法人の自発的取組については、別添のとおりとなっており、主なものを例示

すると以下のとおりである。 

 (1) 法人の施設・設備等に関するもの 

① 各法人共通的な施設・設備等に関するもの 

・ 被災時の重要なデータ消失に備え、バックアップデータを遠隔地に

保管等(国立公文書館（内閣府）、統計センター(総務省）、中小企業基

盤整備機構（経済産業省）等) 

・ 通信インフラが機能不全となった場合に備え、衛星携帯電話等の配

備(国際協力機構(外務省)、宇宙航空研究開発機構(文部科学省)、年金

積立金管理運用独立行政法人 (厚生労働省)等) 

・ 帰宅困難者の発生に備え、非常用食糧、飲料水、毛布等備蓄品の拡

充（国民生活センター(内閣府)、国立環境研究所(環境省)等） 
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② 法人特有の施設・設備等に関するもの 

・ 日本標準時発生機能について日本標準時副局と分散管理システムの

構築に着手(情報通信研究機構(総務省)) 

・ 自家用発電装置の増強等による稼働体制の強化等（造幣局（財務省）、

国立がん研究センター（厚生労働省）等） 

・ 実験施設を耐震性能が最も高い建物に配置（国立健康・栄養研究所

（厚生労働省）） 

・  飼育施設を建物の最上階等に設け、カードキーによるセキュリティ

システムを導入(国立循環器病研究センター(厚生労働省)) 

・  バイオ施設が被害を受けた場合、検査室等及び管理区域内の吸排気

系を閉鎖(農林水産消費安全技術センター(農林水産省)) 

 

 (2) 地域との連携等に関するもの 

・ 地震発生時の広域避難場所として施設を開放することをマニュアル

に規定(国立文化財機構(文部科学省)) 

・ 津波発生時の施設提供協力協定を地元自治体と締結（海洋研究開発

機構（文部科学省）） 

・ 津波発生時の避難場所としてＵＲ賃貸住宅の廊下、階段等の共用部

分を周辺住民が使用できるよう、自治体と協力協定を締結(都市再生機

構(国土交通省)) 

なお、このほかにも様々な法人独自の取組が報告されている。 

 

今後、各法人において、自然災害等に関するリスクへの対応について取り組ま

れる際には、上記の取組も参考とされたい。 
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に

つ
い

て
、

直
属

の
上

司
に

よ
り

毎
月

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

用
い

て
点

検
を

行
っ

て
い

る
。

 

北
方

領
土

問

題
対

策
協

会
 

 
 

 
 

 
 

北
方

四
島

交
流

事
業

実
施

時
に

お
け

る

自
然

災
害

に
対

す
る

参
加

者
の

安
全

確

保
、

業
務

継
続

の
困

難
性

 

・
 

北
方

四
島

で
事

業
を

実
施

す
る

と
い

う
特

殊
な

環
境

に
お

い
て

、
参

加
者

や

職
員

の
人

命
保

護
、

適
切

な
業

務
継

続
の

た
め

、
危

機
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

た
。

 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
業

務
デ

ー
タ

が
失

わ
れ

業
務

継
続

に
支

障
を

来

す
場

合
に

備
え

、
法

人
の

情
報

シ
ス

テ
ム

一
部

を
ク

ラ
ウ

ド
に

よ
り

管
理

す
る

方
式

に
変

更
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

自
然

災
害

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通

機
能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

水
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

大
規

模
災

害
等

の
非

常
時

に
お

け
る

情

報
伝

達
の

困
難

化
 

・
 

大
規

模
災

害
等

に
お

い
て

、
協

会
内

で
、

情
報

の
把

握
、

共
有

が
必

要
な

場

合
に

お
け

る
緊

急
連

絡
体

制
を

策
定

し
た

。
 

  
 

総
務

省
所

管
法

人
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

情
報

通
信

研

究
機

構
 

 
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

大
規

模
震

災
時

等
に

お
け

る
情

報
伝

達
手

段
と

し
て

、
新

規
に

安
否

確
認

シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

同
シ

ス
テ

ム
の

訓
練

を
行

っ
た

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
出

勤
停

止
（

特
別

休
暇

）
を

要

請
す

る
為

に
メ

ー
ル

を
一

斉
送

信
で

き
る

伝
達

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
い

る
。

ま
た

業
務

継
続

の
た

め
の

最
小

限
の

緊
急

要
員

の
招

集
も

同
シ

ス
テ

ム
で

行

う
。

 

地
震

や
停

電
に

よ
る

日
本

標
準

時
業

務

へ
の

影
響

 

・
 

研
究

棟
の

基
礎

に
免

振
構

造
を

採
用

し
て

い
る

。
ま

た
研

究
棟

自
身

の
非

常

用
電

源
設

備
に

加
え

、
各

シ
ス

テ
ム

に
個

別
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

電
源

を
備

え
て

い
る

。
 

停
電

発
生

に
伴

う
実

験
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

重
要

な
サ

ー
バ

が
異

常
停

止
し

な
い

よ

う
、

自
動

的
に

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
（

短
時

間
用

）
に

切
り

替
え

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

。
 

原
子

力
事

故
の

発
生

に
伴

う
、

福
島

長
波

送
信

所
運

営
の

困
難

化
 

・
 

送
信

所
が

避
難

指
示

解
除

準
備

区
域

に
指

定
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
遠

隔
監

視

制
御

装
置

を
緊

急
開

発
・

導
入

し
、

東
京

か
ら

の
リ

モ
ー

ト
運

用
体

制
で

業
務

を
続

け
て

い
る

。
 

大
規

模
災

害
に

伴
う

研
究

施
設

損
壊

等

に
よ

る
機

能
不

全
 

・
 

東
京

に
し

か
な

い
日

本
標

準
時

発
生

機
能

を
他

エ
リ

ア
に

も
設

け
る

べ
く

、

日
本

標
準

時
副

局
と

分
散

管
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

着
手

し
た

。
 

地
震

に
伴

う
容

器
の

破
損

等
に

よ
る

化

学
品

の
混

触
危

険
（

発
火

、
有

毒
ガ

ス
発

生
）

 

・
 

混
合

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

発
火

し
た

り
有

毒
ガ

ス
を

発
生

さ
せ

た
り

す
る

薬

品
同

士
が

万
一

の
漏

洩
時

に
も

混
じ

り
合

う
こ

と
が

な
い

位
置

に
保

管
し

て

い
る

。
 

地
震

に
よ

る
危

険
物

の
流

失
 

・
 

危
険

物
の

容
器

の
転

倒
防

止
の

た
め

床
や

壁
に

金
具

で
固

定
し

て
い

る
。

 

地
震

、
津

波
に

よ
る

、
生

態
系

へ
の

影
響

や
人

間
に

対
す

る
健

康
被

害
を

生
じ

さ

せ
る

可
能

性
の

あ
る

遺
伝

子
組

み
換

え

生
物

、
生

体
試

料
等

の
流

失
 

・
 

遺
伝

子
組

み
換

え
生

物
、

生
体

試
料

等
に

つ
い

て
、

組
換

え
Ｄ

Ｎ
Ａ

実
験

安

全
委

員
会

に
て

内
容

を
精

査
し

、
流

失
、

飛
散

の
防

止
を

行
う

と
と

も
に

、
万

が
一

の
流

失
に

お
い

て
も

外
界

生
存

不
可

能
な

生
体

試
料

を
用

い
る

等
、

委
員

会
で

確
認

の
上

実
施

し
て

い
る

。
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

実
験

室
内

に

お
け

る
試

薬
等

の
飛

散
、

実
験

器
具

の
破

損
等

に
よ

る
人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

使
用

研
究

室
に

て
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
用

い
て

点
検

を
行

う
な

ど
、

試
薬

管

理
等

の
日

常
的

な
管

理
意

識
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
る

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

て
い

る
。

 

精
華

町
地

域
に

お
け

る
災

害
全

般
に

つ

い
て

 

・
 

精
華

町
と

の
間

で
、

防
災

活
動

を
実

施
す

る
上

で
の

協
力

事
項

に
つ

い
て

、

覚
書

を
締

結
し

た
。

 

統
計

セ
ン

タ

ー
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

を
備

蓄
。

 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

災
害

時
に

お
け

る
避

難
手

順
（

マ
ニ

ュ
ア

ル
）

を
イ

ン
ト

ラ
ネ

ッ
ト

に
掲

載

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
旨

を
メ

ー
ル

で
全

職
員

に
周

知
。

 

・
 

政
府

統
計

共
同

利
用

シ
ス

テ
ム

業
務

継
続

計
画

に
基

づ
き

、
災

害
等

の
緊

急

事
態

に
備

え
た

訓
練

を
平

成
2
4

年
３

月
に

行
っ

た
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
業

務
継

続
困

難
化

 

・
 

大
規

模
停

電
や

計
画

停
電

に
備

え
、

サ
ー

バ
等

の
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

及
び

再

起
動

を
速

や
か

に
行

え
る

よ
う

作
業

手
順

を
再

確
認

し
、

平
成

2
3

年
７

月
に

実
施

訓
練

を
行

っ
た

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
に

つ
い

て
、

職
員

が
感

染
し

た
場

合
に

お
い

て

も
感

染
を

拡
大

し
な

い
よ

う
に

し
て

業
務

運
営

を
行

え
る

よ
う

対
策

備
蓄

品

（
マ

ス
ク

、
手

指
消

毒
用

ア
ル

コ
ー

ル
、

消
毒

用
手

袋
）

を
配

備
す

る
と

と
も

に
、

状
況

把
握

及
び

対
策

を
実

行
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

に
よ

る
保

有
シ

ス

テ
ム

等
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

集
計

用
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
災

害
時

等
の

業
務

継
続

、
安

定
的

な
運

用
を

考

慮
し

、
地

震
対

策
設

備
、

電
力

供
給

設
備

や
強

固
な

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

が
施

さ
れ

て
い

る
、

遠
隔

地
の

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
に

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
行

っ
て

い

る
。

 

平
和

祈
念

事

業
特

別
基

金
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
デ

ー
タ

等
が

失
わ

れ
業

務
継

続
に

支
障

を
来

す

場
合

に
備

え
、

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
の

移
設

及
び

法
人

の
情

報
シ

ス
テ

ム
を

全
面

的
に

ク
ラ

ウ
ド

化
に

よ
り

管
理

す
る

方
式

に
変

更
し

た
。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

郵
便

貯
金

・
簡

易
生

命
保

険

管
理

機
構

 
緊

急
事

態
の

発
生

に
伴

う
体

制
の

不
備

 

・
 

緊
急

事
態

の
発

生
に

よ
り

機
構

の
業

務
に

重
大

な
支

障
が

生
じ

、
又

は
生

じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

当
該

緊
急

事
態

に
係

る
緊

急
事

態
対

応
業

務
を

円
滑

に
推

進
す

る
た

め
特

別
の

必
要

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
と

き
は

、
 

臨
時

に
緊

急
事

態
対

策
本

部
を

設
置

す
る

。
 

大
規

模
な

地
震

災
害

が
発

生
し

た
場

合

の
非

常
用

品
の

確
保

の
困

難
 

・
 

非
常

用
の

飲
料

水
及

び
食

糧
、

医
薬

品
等

、
ラ

ジ
オ

等
機

材
を

備
蓄

し
て

い

る
。

 

緊
急

事
態

の
発

生
に

よ
る

シ
ス

テ
ム

障

害
の

発
生

に
伴

う
情

報
シ

ス
テ

ム
の

デ

ー
タ

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
の

困
難

 

・
 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
デ

ー
タ

が
記

録
さ

れ
た

媒
体

は
、

障
害

発

生
時

に
速

や
か

に
デ

ー
タ

復
元

に
使

用
で

き
る

よ
う

、
施

錠
可

能
な

安
全

な
場

所
に

保
管

す
る

。
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

緊
急

事
態

対
応

計
画

の
全

面
改

正
及

び
業

務
継

続
計

画
の

新
規

制
定

を
お

こ

な
っ

た
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
用

事
業

継
続

計
画

は
制

定
済

み
。

 

  
 

外
務

省
所

管
法

人
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

国
際

協
力

機

構
 

組
織

と
し

て
災

害
時

に
果

た
す

べ
き

業

務
の

遂
行

が
困

難
に

な
る

 

・
 

当
機

構
は

、
「

首
都

直
下

地
震

対
策

大
綱

」
で

定
め

る
首

都
中

枢
機

関
で

は

な
い

も
の

の
、

東
日

本
大

震
災

の
際

、
途

上
国

か
ら

来
日

中
の

研
修

員
の

安
否

確
認

や
国

連
の

緊
急

援
助

チ
ー

ム
の

活
動

支
援

を
行

う
等

、
中

央
省

庁
や

駐
日

外
国

公
館

（
自

国
民

保
護

の
義

務
有

）
等

の
首

都
中

枢
機

関
を

支
え

る
重

要
な

役
割

を
担

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

経
験

を
踏

ま
え

、
「

首
都

直
下

地
震

対
策

大
綱

」

に
基

づ
き

、
別

表
１

の
２

の
内

容
の

事
業

継
続

管
理

規
程

及
び

事
業

継
続

計
画

（
Ｂ

Ｃ
Ｐ

）
を

策
定

中
。

 

地
震

等
に

よ
り

本
部

ビ
ル

が
利

用
不

能

（
入

館
規

制
や

電
気

・
通

信
の

不
通

）
に

な
る

 

・
 

災
害

時
の

優
先

業
務

（
別

表
１

の
２

）
を

実
施

す
る

施
設

を
複

数
定

め
た

。

同
施

設
に

お
い

て
は

、
停

電
時

に
お

い
て

も
、

既
存

の
非

常
用

発
電

機
で

最
低

限
の

Ｐ
Ｃ

、
通

信
機

機
器

等
が

動
作

す
る

よ
う

停
電

対
策

を
行

う
予

定
。

一
部

施
設

で
は

整
備

済
み

。
 

・
 

災
害

時
の

優
先

業
務

の
内

、
支

払
・

金
融

関
係

の
業

務
を

実
施

す
る

施
設

で

は
、

銀
行

伝
送

シ
ス

テ
ム

の
ミ

ラ
ー

サ
ー

バ
を

設
置

す
る

等
、

執
務

環
境

の
整

備
を

行
っ

た
。

 

公
共

交
通

機
関

が
麻

痺
し

、
職

員
等

の
帰

宅
が

困
難

に
な

る
 

・
 

非
常

用
食

糧
、

水
、

毛
布

、
ヘ

ル
メ

ッ
ト

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

た
。
 

災
害

時
の

通
信

イ
ン

フ
ラ

機
能

不
全

に

よ
り

、
職

員
等

の
安

否
確

認
が

困
難

に
な

る
 

・
 

職
員

等
の

安
否

確
認

を
迅

速
か

つ
よ

り
確

実
に

行
う

た
め

、
民

間
が

運
営

す

る
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
を

導
入

し
た

。
導

入
後

、
訓

練
を

複
数

回
行

っ
て

い
る

。
 

災
害

時
の

通
信

イ
ン

フ
ラ

機
能

不
全

に

よ
り

、
機

構
内

の
情

報
連

絡
・

通
信

が
困

難
に

な
る

 

・
 

通
常

使
用

し
て

い
る

電
話

（
固

定
・

携
帯

）
や

通
信

シ
ス

テ
ム

の
い

ず
れ

か
、

あ
る

い
は

、
全

て
が

利
用

で
き

な
く

な
る

こ
と

を
想

定
し

、
新

規
通

信
手

段
の

整
備

（
衛

星
電

話
、

停
電

対
応

電
話

）
と

既
存

通
信

手
段

の
強

化
（

メ
ー

ル
サ

ー
バ

等
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

化
）

を
図

る
予

定
。

 

地
震

等
災

害
発

生
時

に
健

康
管

理
セ

ン

タ
ー

で
の

医
療

廃
棄

物
保

管
容

器
の

横

転
に

よ
る

液
体

等
の

漏
れ

 

・
 

当
該

容
器

の
横

転
防

止
措

置
、

施
錠

で
き

る
個

室
で

の
保

管
に

よ
り

液
体

等

の
漏

れ
に

対
応

。
 

そ
の

他
 

・
 

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

実
行

性
を

継
続

的
に

検
証

・
向

上
さ

せ
る

た
め

、
役

員
を

委
員

長

と
す

る
事

業
継

続
管

理
委

員
会

を
設

置
す

る
予

定
。

 

国
際

交
流

基

金
 

国
内

外
で

の
治

安
の

悪
化

や
自

然
災

害

等
に

よ
る

緊
急

事
態

 

・
 

迅
速

な
意

思
決

定
を

可
能

と
す

る
体

制
の

確
保

、
緊

急
連

絡
網

の
整

備
、

海

外
戦

略
会

議
等

（
注

：
基

金
海

外
事

務
所

長
が

参
集

す
る

会
議

）
に

お
け

る
海

外
拠

点
の

認
識

や
経

験
の

組
織

的
共

有
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ

及
び

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

つ
い

て
、

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

化
の

危

険
性

の
高

い
国

へ
の

派
遣

職
員

と
長

期
派

遣
専

門
家

に
対

し
て

、
マ

ス
ク

・
ゴ

ー
グ

ル
等

の
予

防
対

策
備

品
を

配
布

。
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財
務

省
所

管
法

人
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

酒
類

総
合

研

究
所

 

 
 

 
 

 
 

 
 

災
害

全
般

に
つ

い
て

 
・

 
緊

急
連

絡
網

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

震
災

時
の

避
難

先
を

指
定

し
た

。
 

地
震

に
伴

う
法

人
の

所
有

す
る

パ
ソ

コ

ン
の

故
障

等
に

よ
る

業
務

の
困

難
化

 

・
 

パ
ソ

コ
ン

に
よ

り
作

成
し

た
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
、

定
期

的
及

び
必

要
に

応

じ
て

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
行

う
よ

う
周

知
徹

底
を

図
り

、
災

害
に

備
え

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
業

務
の

運
営

に
係

る
デ

ー
タ

は
サ

ー
バ

へ
の

保
存

を
徹

底
し

て
い

る
。

 

地
震

に
伴

う
危

険
物

の
流

出
 

・
 

震
災

等
に

伴
う

災
害

発
生

予
防

の
た

め
、

日
常

的
に

危
険

物
等

の
転

倒
、

落

下
等

の
点

検
を

実
施

し
て

い
る

。
 

地
震

に
伴

う
人

的
・

物
的

被
害

 
・

 
建

物
の

劣
化

診
断

、
耐

震
診

断
を

実
施

し
、

安
全

性
を

確
認

し
た

。
 

地
震

に
伴

う
人

的
・

物
的

被
害

 
・

 
東

日
本

大
震

災
を

契
機

に
、

緊
急

地
震

速
報

を
受

信
し

、
館

内
に

避
難

放
送

を
行

う
シ

ス
テ

ム
等

を
導

入
し

た
。

 

造
幣

局
 

 
 

大
規

模
災

害
発

生
時

の
施

設
損

傷
等

 

・
 

危
機

発
生

時
の

初
動

か
ら

収
束

ま
で

に
お

け
る

一
連

の
情

報
の

流
れ

を
マ

ニ

ュ
ア

ル
化

し
、

危
機

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し
て

整
備

し
、

各
課

室
に

備
え

た
。

・
 

地
震

等
の

災
害

発
生

時
の

役
職

員
の

基
本

的
行

動
に

つ
い

て
定

め
た

災
害

対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整

備
し

、
各

局
に

備
え

た
。

 

・
 

大
規

模
災

害
発

生
時

の
重

要
物

品
の

保
全

等
、

設
備

の
損

傷
に

伴
う

環
境

汚

染
の

最
小

化
等

の
た

め
の

保
全

要
員

や
復

旧
対

応
、

代
替

生
産

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
る

。
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

飲
料

水
、

プ
ラ

ン
ケ

ッ
ト

、
簡

易
ト

イ
レ

等
を

備
蓄

し
て

い
る

。

ま
た

、
発

災
時

の
近

隣
住

民
へ

の
支

援
や

自
治

体
と

の
連

携
等

に
つ

い
て

は
、

現
在

検
討

中
。

な
お

、
東

日
本

大
震

災
発

生
時

に
は

、
東

京
支

局
に

お
い

て
、

来
局

し
て

い
た

帰
宅

困
難

者
1
1

名
に

対
し

、
宿

泊
用

に
庁

舎
の

部
屋

を
提

供

し
、

飲
食

等
の

支
給

を
行

っ
た

。
 

自
然

災
害

等
に

伴
う

停
電

 

・
 

東
日

本
大

震
災

を
契

機
と

し
た

電
力

需
給

逼
迫

に
よ

る
突

発
停

電
の

可
能

性

が
増

大
し

、
大

規
模

停
電

に
よ

る
混

乱
を

想
定

し
、

突
発

停
電

に
対

す
る

自
家

発
電

設
備

の
稼

働
等

（
実

際
に

停
電

・
復

電
さ

せ
、

変
電

設
備

の
操

作
及

び
状

態
の

確
認

、
自

家
発

電
機

に
よ

る
給

排
水

設
備

の
稼

働
試

験
等

）
に

つ
い

て
実

地
訓

練
を

実
施

し
た

他
、

老
朽

化
し

た
空

調
の

コ
ジ

ェ
ネ

タ
イ

プ
へ

の
更

新
及

び
太

陽
光

発
電

設
備

（
1
2
0
ｋ

Ｗ
）

の
導

入
等

の
取

組
み

を
行

っ
た

。
 

国
立

印
刷

局
 

 
 

 
 

津
波

に
伴

う
人

的
被

害
 

・
 

大
津

波
警

報
の

発
令

を
想

定
し

、
高

所
へ

の
避

難
訓

練
を

実
施

し
た

（
津

波

被
害

が
想

定
さ

れ
る

２
機

関
）

。
 

震
災

等
の

大
規

模
災

害
時

の
官

報
発

行

の
機

能
低

下
 

・
 

さ
い

た
ま

市
に

虎
の

門
工

場
の

編
集

分
室

を
設

置
し

、
こ

れ
ら

の
官

報
編

集

シ
ス

テ
ム

の
２

拠
点

間
に

お
い

て
、

災
害

時
を

想
定

し
た

緊
急

官
報

製
造

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
。

 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
災

害
時

の
事

業
中

断
 

・
 

既
存

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
対

し
、

具
体

的
な

震
度

を
想

定
し

た
リ

ス
ク

診
断

結

果
を

踏
ま

え
た

再
整

備
を

図
る

予
定

で
あ

る
。

 

日
本

万
国

博

覧
会

記
念

機

構
 

火
災

・
大

規
模

地
震

・
そ

の
他

の
災

害
に

け
る

人
命

の
危

険
、

被
害

の
拡

大
、

二
次

的
災

害
の

発
生

 

・
 

消
防

法
で

定
め

ら
れ

た
「

自
衛

消
防

組
織

」
の

編
成

に
加

え
、

機
構

が
管

理

す
る

万
博

記
念

公
園

内
の

諸
施

設
と

の
連

携
を

強
化

す
る

た
め

、
緊

急
連

絡
網

を
整

備
し

た
。

 

  
 

文
部

科
学

省
所

管
法

人
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

国
立

特
別

支

援
教

育
総

合

研
究

所
 

地
震

、
津

波
等

の
大

規
模

災
害

に
よ

る
人

的
被

害
 

・
 

施
設

利
用

者
（

宿
泊

者
）

へ
の

対
応

と
し

て
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

際
、

災
害

発
生

時
の

避
難

経
路

、
避

難
後

の
行

動
等

に
つ

い
て

記
載

し
て

い
る

書
面

を
配

布
の

上
、

周
知

を
行

っ
た

。
ま

た
、

宿
泊

棟
全

居
室

に
懐

中
電

灯
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
、
ラ

ン
タ

ン
を

備
え

る
と

と
も

に
、
聴

覚
障

害
を

持
つ

施
設

利
用

者
（

宿

泊
者

）
に

光
で

知
ら

せ
る

火
災

報
知

器
を

増
設

し
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
事

務

職
員

に
つ

い
て

は
、

携
帯

メ
ー

ル
を

利
用

す
る

こ
と

と
し

携
帯

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
を

収
集

し
た

。
ま

た
、

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

る
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

量
を

増
加

さ
せ

た
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
（

研
修

参
加

者
の

派
遣

元
へ

の
安

否
情

報
の

発
信

）
の

低
下

 

・
 

必
要

最
低

限
度

の
情

報
発

信
機

能
（

研
修

参
加

者
の

派
遣

元
へ

の
安

否
情

報

の
発

信
）

の
確

保
を

図
る

た
め

の
方

策
を

検
討

し
て

い
る

。
 

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

参
集

要

員
の

確
保

 

・
 

研
究

所
近

隣
居

住
の

職
員

を
緊

急
時

参
集

要
員

と
し

、
震

度
５

弱
以

上
の

地

震
が

発
生

し
た

場
合

は
、

直
ち

に
参

集
す

る
こ

と
、

連
絡

に
は

携
帯

電
話

及
び

携
帯

メ
ー

ル
を

使
用

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

る
。

 

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

状

況
の

把
握

 

・
 

大
規

模
災

害
時

の
イ

ン
フ

ラ
の

確
保

見
通

し
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

停
電

時

に
は

非
常

用
自

家
発

電
機

に
よ

り
一

部
の

Ｔ
Ｖ

、
Ｐ

Ｃ
に

電
気

を
供

給
で

き
る

よ
う

改
修

し
た

。
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

次
期

電
子

計
算

機
シ

ス
テ

ム
の

更
新

に
あ

た
り

ク
ラ

ウ
ド

等
を

検
討

す
る

こ

と
と

し
た

。
 

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

近
隣

住
民

の

避
難

に
よ

る
混

乱
 

・
 

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

お
い

て
避

難
住

民
へ

の
対

応
を

定
め

て
い

る
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
時

に
お

い
て

、
発

症
し

た
職

員
を

就
業

禁

止
と

し
、

そ
の

た
め

の
手

続
き

を
明

確
に

し
た

。
 

大
学

入
試

セ

ン
タ

ー
 

 
 

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
る

試
験

場

の
使

用
困

難
 

・
 

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
り

、
震

災
前

の
試

験
場

で
の

試
験

実
施

が
困

難

な
場

合
又

は
公

共
交

通
機

関
が

復
旧

し
て

い
な

い
地

域
に

つ
い

て
臨

時
の

試

験
場

を
設

定
し

て
い

る
。

 

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
る

志
願

者

の
受

験
困

難
 

・
 

高
等

学
校

の
卒

業
見

込
者

が
受

験
す

る
試

験
場

に
つ

い
て

は
、

在
席

し
て

い

る
学

校
の

住
所

に
基

づ
き

指
定

し
て

い
る

が
、

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
り

元
の

学
校

に
在

席
し

た
ま

ま
避

難
先

か
ら

他
の

学
校

に
通

学
し

て
い

る
場

合

は
、

志
願

者
か

ら
の

希
望

に
よ

り
実

際
に

居
住

し
て

い
る

住
所

に
基

づ
き

試
験

場
を

指
定

し
て

い
る

。
 

・
 

東
日

本
大

震
災

の
影

響
に

よ
り

、
自

宅
家

屋
が

全
壊

す
る

な
ど

一
定

の
免

除

要
件

を
満

た
し

た
志

願
者

の
検

定
料

を
免

除
し

て
い

る
。

 

国
立

青
少

年

教
育

振
興

機

構
 

 
 

自
然

災
害

等
に

よ
る

体
験

活
動

中
の

人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

国
公

立
青

少
年

教
育

施
設

職
員

、
教

育
委

員
会

担
当

者
、

民
間

事
業

者
等

を

対
象

と
し

た
安

全
管

理
講

習
（

山
系

活
動

編
、

水
辺

系
活

動
編

）
や

、
各

教
育

施
設

の
安

全
管

理
に

関
す

る
職

員
研

修
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
各

教
育

施
設

で
作

成
し

て
い

る
危

険
度

の
高

い
活

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
安

全
対

策
マ

ニ
ュ

ア

ル
を

随
時

見
直

し
て

、
職

員
へ

周
知

徹
底

を
図

っ
て

い
る

。
 

自
然

災
害

等
に

よ
る

人
的

被
害

等
の

発

生
 

・
 

一
部

の
教

育
施

設
に

お
い

て
は

、
地

方
自

治
体

等
が

災
害

時
に

お
い

て
避

難

所
等

と
し

て
施

設
を

利
用

す
る

た
め

の
協

定
を

締
結

す
る

と
と

も
に

、
情

報
の

共
有

化
等

に
つ

い
て

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
連

携
を

強
化

し
て

い
る

。
 

国
立

女
性

教

育
会

館
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

災
害

対
応

・
連

携
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

。
 

国
立

科
学

博

物
館

 

 
 

 
 

地
震

に
よ

る
標

本
資

料
の

被
害

（
転

倒
等

に
よ

る
破

損
）

 

・
 

貴
重

な
標

本
資

料
を

長
期

・
安

定
的

に
保

管
す

る
た

め
、

筑
波

地
区

へ
の

移

転
事

業
に

よ
り

整
備

し
た

収
蔵

施
設

で
は

、
耐

震
性

能
が

優
れ

て
い

る
基

礎
免

震
構

造
を

採
用

し
た

建
物

を
建

設
し

た
。

（
平

成
2
3

年
３

月
建

物
完

成
、

東

日
本

大
震

災
時

は
被

害
無

し
）
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
に

よ
る

法
人

の
所

有
す

る
サ

ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
業

務
デ

ー
タ

等
が

失
わ

れ
る

場
合

に
備

え
、

物

理
的

に
離

れ
た

複
数

の
拠

点
に

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
と

る
方

法
を

採
用

し
た

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

て
い

る
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
Ｄ

Ｎ
Ａ

保
存

設
備

の

停
止

に
よ

る
研

究
・

保
存

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

停
電

が
発

生
し

た
場

合
に

，
冷

凍
管

理
が

必
要

な
標

本
の

保
存

設
備

の
機

能

を
維

持
す

る
た

め
、

自
動

的
に

非
常

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

装
置

に
切

り
替

え
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

本
館

・
地

区
と

の
通

信
連

絡
を

改
善

 

・
 

筑
波

地
区

に
お

い
て

、
災

害
時

の
植

物
園

来
園

者
の

所
在

・
安

全
確

認
の

た

め
通

信
に

有
効

で
あ

る
Ｐ

Ｈ
Ｓ

を
設

置
し

た
。

 

地
震

、
暴

風
雨

等
に

伴
う

施
設

等
の

被

害
、

及
び

樹
木

の
枝

折
れ

、
倒

木
等

物
的

被
害

 

・
 

大
き

な
地

震
、

台
風

、
大

雨
の

後
は

、
職

員
に

よ
る

建
物

・
敷

地
内

外
の

巡

回
を

実
施

し
、

施
設

の
被

害
や

倒
木

等
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

立
入

禁
止

措
置

や
注

意
書

き
の

掲
示

を
し

、
職

員
処

置
可

能
な

物
に

つ
い

て
は

、
速

や
か

に
撤

去
作

業
を

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

・
 

ま
た

、
職

員
及

び
来

館
（

園
）

者
の

危
険

を
回

避
す

る
た

め
当

該
地

区
内

に

対
す

る
大

雨
・

強
風

等
の

警
報

、
注

意
報

の
発

表
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

で
監

視
し

、
掲

示
板

等
に

よ
り

来
館

（
園

）
者

に
注

意
喚

起
し

た
り

、
臨

時
閉

館
（

園
）

を
検

討
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
感

染
拡

大
に

備
え

て
、

出
入

口
に

お
け

る
消

毒

用
ア

ル
コ

ー
ル

の
設

置
及

び
マ

ス
ク

の
販

売
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
感

染
拡

大
を

防
ぐ

た
め

業
務

継
続

・
業

務
縮

小
に

関
す

る
方

針
や

手
順

を
整

備
し

、
館

内
に

周
知

を
図

っ
た

。
 

ス
ズ

メ
バ

チ
等

危
険

動
物

の
発

生
 

・
 

屋
外

施
設

に
お

い
て

ス
ズ

メ
バ

チ
等

危
険

動
物

が
発

生
し

た
場

合
に

，
来

館

（
園

）
者

へ
掲

示
等

に
よ

り
注

意
喚

起
す

る
こ

と
や

発
生

エ
リ

ア
を

立
入

禁
止

と
し

、
専

門
家

に
よ

る
除

去
作

業
を

速
や

か
に

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

・
 

ま
た

、
万

が
一

、
ハ

チ
等

に
刺

さ
れ

た
者

が
出

た
場

合
に

は
、

病
院

の
照

会

や
救

急
車

の
要

請
な

ど
を

速
や

か
に

行
う

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

物
質

・
材

料
研

究
機

構
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

実
験

室
内

に

お
け

る
試

薬
等

の
飛

散
、

ボ
ン

ベ
転

倒
、

物
品

の
落

下
等

に
よ

る
人

的
被

害
の

発

生
 

・
 

試
薬

棚
等

の
各

種
の

物
品

棚
及

び
ボ

ン
ベ

等
の

転
倒

防
止

、
実

験
装

置
や

書

棚
等

の
金

具
に

よ
る

固
定

、
物

品
の

落
下

防
止

の
対

策
等

の
実

施
に

つ
い

て
、

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
等

で
指

導
し

、
徹

底
を

行
っ

て
い

る
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
や

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

飲
料

水
、

寝
袋

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

し
て

い
る

。
 

法
人

の
業

務
継

続
の

困
難

化
 

・
 

地
震

や
落

雷
等

の
影

響
に

よ
る

停
電

時
に

備
え

て
、

自
家

用
発

電
機

の
増

設

を
検

討
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
自

衛
消

防
隊

活

動
中

の
隊

内
連

絡
手

段
の

喪
失

 

・
 

自
衛

消
防

隊
活

動
に

お
け

る
構

内
電

話
等

の
不

通
に

よ
る

活
動

連
絡

手
段

を

確
保

す
る

た
め

無
線

機
を

準
備

し
た

。
 

原
子

力
発

電
所

停
止

に
伴

う
電

気
料

金

の
大

幅
な

引
き

上
げ

に
よ

る
経

費
の

増

大
 

・
 

自
家

用
発

電
機

の
導

入
、

電
気

式
か

ら
ガ

ス
式

空
調

機
へ

の
更

新
等

、
買

電

に
よ

る
電

力
の

消
費

を
極

力
抑

え
る

。
 

大
規

模
災

害
発

生
時

に
お

け
る

通
信

機

能
の

麻
痺

 

・
 

構
内

専
用

Ｐ
Ｈ

Ｓ
（

外
線

通
話

可
能

）
を

、
ほ

ぼ
１

人
１

台
導

入
し

運
用

し

て
お

り
、

震
災

時
も

通
話

不
可

と
な

る
こ

と
な

く
良

好
に

運
用

で
き

た
。

 

大
規

模
災

害
発

生
時

に
お

け
る

上
水

の

停
止

 

・
 

井
水

装
置

を
設

置
し

、
市

水
供

給
停

止
時

で
も

自
前

で
上

水
を

確
保

し
て

い

る
。

し
か

し
、

電
力

が
な

い
と

運
転

で
き

な
い

た
め

、
自

家
発

電
機

の
導

入
が

実
現

す
れ

ば
、

停
電

時
で

も
運

転
は

可
能

。
 

防
災

科
学

技

術
研

究
所

 

 
 

 
 

 
 

地
震

、
津

波
、

原
子

力
事

故
等

の
大

規
模

災
害

に
伴

う
事

業
所

の
損

壊
等

に
よ

る

機
能

不
全

 

・
 

非
常

時
に

お
け

る
つ

く
ば

本
所

の
機

能
を

、
兵

庫
耐

震
工

学
研

究
セ

ン
タ

ー
・

雪
氷

防
災

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

代
替

で
き

る
よ

う
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

検
討

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

つ
く

ば
本

所
が

被
災

し
、

本
所

か
ら

地
震

デ
ー

タ
の

解
析

情
報

が
発

出
で

き

な
い

場
合

に
備

え
、

兵
庫

耐
震

工
学

研
究

セ
ン

タ
ー

等
を

通
じ

て
解

析
情

報
を

発
出

で
き

る
よ

う
に

検
討

を
行

っ
た

。
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
実

験
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

温
度

管
理

が
必

要
な

観
測

・
サ

ー
バ

設

備
が

停
止

し
な

い
よ

う
、

電
力

供
給

設
備

の
二

系
統

化
や

自
動

的
に

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
に

切
り

替
え

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

。
 

放
射

線
医

学

総
合

研
究

所
 

研
究

所
の

活
動

に
関

連
す

る
潜

在
リ

ス

ク
に

お
い

て
、

高
い

と
判

断
し

た
リ

ス
ク

・
 

「
施

設
老

朽
化

・
耐

震
対

策
不

足
」

に
つ

い
て

は
、

所
内

の
全

て
の

建
築

を

対
象

と
し

た
施

設
・

設
備

の
老

朽
化

対
策

と
し

て
、

今
後

６
年

間
（

平
成

2
4

年
度

～
2
9

年
度

）
の

設
備

機
器

改
修

年
次

計
画

を
策

定
。

 

国
立

美
術

館
 

 
 

 
 

 
 

地
震

に
伴

う
来

場
者

等
の

安
全

 
・

 
消

防
訓

練
の

一
環

と
し

て
、

避
難

誘
導

の
訓

練
の

実
施

。
 

台
風

等
自

然
災

害
時

に
お

け
る

臨
時

閉

館
 

・
 

台
風

等
自

然
災

害
時

に
お

い
て

、
臨

時
閉

館
を

判
断

す
る

た
め

の
基

準
等

の

整
備

。
 

彫
刻

等
立

体
作

品
へ

の
免

震
台

の
導

入

に
つ

い
て

 

・
 

地
震

発
生

に
よ

る
転

倒
防

止
の

た
め

、
彫

刻
等

立
体

作
品

へ
の

免
震

台
の

導

入
。

 

建
物

の
耐

震
化

、
免

震
化

等
 

・
 

地
震

発
生

に
よ

る
被

害
軽

減
の

た
め

、
施

設
の

耐
震

化
、

免
震

化
等

の
実

施
。 

国
立

文
化

財

機
構

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
大

規
模

災
害

全
般

に
つ

い
て

 
・

 
大

規
模

災
害

対
応

・
連

携
の

手
引

き
（

マ
ニ

ュ
ア

ル
）

を
作

成
し

、
各

施
設

に
備

え
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

に
よ

る
人

的

被
害

 

・
 

来
館

者
の

避
難

誘
導

や
避

難
経

路
に

つ
い

て
、

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

明
記

し

職
員

に
周

知
し

て
い

る
ほ

か
、

毎
年

自
治

体
等

と
連

携
し

た
防

災
訓

練
を

各
施

設
で

行
っ

て
い

る
。

ま
た

職
員

用
の

ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

購
入

し
、

各
部

署
に

備
蓄

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
に

お
け

る

職
員

及
び

来
館

者
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

職
員

用
の

非
常

食
等

、
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

っ
て

い
る

ほ
か

、
京

都
国

立

博
物

館
で

は
地

震
発

生
時

の
広

域
避

難
所

と
し

て
施

設
を

開
放

す
る

旨
を

マ

ニ
ュ

ア
ル

に
明

記
し

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

に
よ

る
法

人
の

所

有
す

る
収

蔵
品

等
の

破
損

 

・
 

地
震

等
に

よ
る

収
蔵

庫
棚

の
転

倒
・

倒
壊

防
止

措
置

を
講

じ
て

い
る

ほ
か

、

作
品

の
展

示
ケ

ー
ス

に
免

震
装

置
を

導
入

し
て

い
る

。
ま

た
展

示
施

設
の

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し

た
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

に
よ

る
法

人
の

所

有
す

る
サ

ー
バ

の
機

能
不

全
等

に
伴

う

業
務

継
続

の
困

難
化

 

・
 

主
要

な
サ

ー
バ

は
免

震
台

に
乗

せ
て

い
る

ほ
か

、
停

電
時

に
は

バ
ッ

テ
リ

ー

容
量

内
の

電
源

で
短

時
間

で
あ

れ
ば

稼
動

で
き

る
よ

う
に

し
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

デ
ー

タ
は

磁
気

テ
ー

プ
に

保
存

し
て

耐
火

金
庫

に
保

管
し

て
い

る
。

ま
た

、
法

人
内

共
通

グ
ル

ー
プ

ウ
エ

ア
に

つ
い

て
は

、
東

京
地

区
の

電
源

喪
失

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
遮

断
等

の
際

に
も

関
西

・
九

州
地

区
の

拠
点

で
は

業
務

を
継

続
で

き
る

よ
う

、
関

西
地

区
の

拠
点

に
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
サ

ー
バ

を
設

置
す

る
予

定
で

あ

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

に
よ

る
有

毒
ガ

ス

等
危

険
物

の
流

出
 

・
 

九
州

国
立

博
物

館
で

は
ア

ン
モ

ニ
ア

ガ
ス

の
漏

え
い

を
想

定
し

た
防

災
訓

練

を
実

施
し

て
い

る
。

 

教
員

研
修

セ

ン
タ

ー
 

 
 

 
 

大
規

模
災

害
に

つ
い

て
 

・
 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

備
え

た
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
を

検
討

中
。

 

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

停

止
に

よ
る

研
修

受
講

者
等

へ
の

対
応

 

・
 

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、

簡
易

ト
イ

レ
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

っ
て

い
る

。
 

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

イ
ン

フ
ラ

停

止
に

よ
る

職
員

の
帰

宅
困

難
 

・
 

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、

簡
易

ト
イ

レ
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

っ
て

い
る

。
 

科
学

技
術

振

興
機

構
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

に
よ

る
什

器
等

の
転

倒
 

・
 

各
執

務
室

に
お

い
て

、
壁

に
接

面
し

て
い

る
書

類
収

納
庫

等
は

転
倒

防
止

対

策
を

既
に

講
じ

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
に

お
け

る

職
員

の
安

否
確

認
困

難
 

・
 

各
課

を
通

じ
て

全
て

の
職

員
の

安
否

確
認

が
行

え
る

体
制

を
構

築
す

る
。

 

・
 

各
課

に
お

い
て

は
、

非
常

時
に

連
絡

の
つ

か
な

い
職

員
が

発
生

し
な

い
よ

う
、

人
事

異
動

期
等

に
お

い
て

も
常

に
職

員
の

連
絡

網
を

最
新

の
状

態
に

保
つ

。
 

・
 

ま
た

、
新

た
に

社
内

Ｓ
Ｎ

Ｓ
を

導
入

し
、

安
否

状
況

の
確

認
訓

練
等

を
行

い
、

安
否

確
認

体
制

を
整

備
す

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
に

お
け

る

公
共

交
通

機
能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰

宅
困

難
化

 

・
 

勤
務

時
間

内
に

震
災

が
発

生
し

た
場

合
に

は
、

機
構

の
全

勤
務

者
に

対
し

、

原
則

、
施

設
内

の
待

機
を

要
請

す
る

。
 

・
 

機
構

の
勤

務
者

以
外

の
帰

宅
困

難
者

に
対

し
て

は
、

可
能

な
限

り
、

施
設

等

の
提

供
を

行
う

。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
に

お
け

る

役
職

員
の

差
し

あ
た

り
の

生
命

維
持

困

難
 

・
 

勤
務

時
間

内
の

震
災

発
生

に
備

え
、

機
構

の
全

勤
務

者
に

非
常

用
持

ち
出

し

品
を

配
布

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

全
般

 

・
 

東
日

本
大

震
災

時
の

対
応

に
つ

い
て

、
関

係
部

署
が

集
ま

り
総

括
を

行
い

、

災
害

全
般

に
つ

い
て

の
対

応
に

つ
い

て
見

直
し

を
行

う
と

と
も

に
、

役
職

員
に

あ
ら

た
め

て
周

知
を

行
っ

た
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

全
般

 
・

 
機

構
で

定
め

て
い

る
業

務
継

続
計

画
に

基
づ

き
、

緊
急

参
集

要
員

に
よ

る
緊

急
参

集
訓

練
を

実
施

し
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

全
般

 
・

 
地

震
等

大
規

模
災

害
全

般
に

対
応

し
た

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

制
定

す
る

予
定

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
に

伴
う

事

業
所

の
損

壊
等

に
よ

る
機

能
不

全
 

・
 

非
常

時
に

お
い

て
、

川
口

本
部

及
び

都
内

事
務

所
の

機
能

を
代

替
で

き
る

代

替
先

の
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

が
発

生
し

た
場

合
に

備
え

、
機

構
の

機
能

を
維

持
し

必
要

な

業
務

を
継

続
す

る
た

め
の

方
法

や
手

順
を

示
し

た
事

業
継

続
計

画
を

策
定

し

た
。

 

地
震

発
生

に
よ

る
、

機
構

施
設

（
日

本
科

学
未

来
館

）
利

用
者

へ
の

、
天

井
落

下
に

よ
る

被
害

 

・
 

「
落

ち
な

い
」

天
井

を
追

求
す

る
の

で
は

な
く

、
「

仮
に

落
ち

て
も

大
事

に

至
ら

な
い

」
軽

く
て

柔
ら

か
い

「
膜

天
井

」
を

研
究

者
と

の
共

同
研

究
に

よ
り

、

採
用

し
た

。
 

余
震

等
に

よ
る

機
構

施
設

（
日

本
科

学
未

来
館

）
の

二
次

災
害

 

・
 

建
物

躯
体

の
安

全
確

認
と

施
設

お
よ

び
展

示
の

復
旧

確
認

が
行

え
る

ま
で

、

自
発

的
に

休
館

期
間

を
設

定
し

た
。

 

不
祥

事
・

犯
罪

・
事

故
・

訴
訟

・
天

災
等

の
不

測
の

事
態

に
対

す
る

適
切

な
対

応

が
と

ら
れ

な
い

こ
と

の
被

害
拡

大
（

日
本

科
学

未
来

館
）

 

・
 

既
存

の
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

直
し

た
。

 

地
震

等
発

生
に

よ
る

、
機

構
施

設
（

日
本

科
学

未
来

館
）

利
用

者
へ

の
、

災
害

に
よ

る
被

害
 

・
 

地
震

発
生

等
を

想
定

し
た

、
機

構
施

設
（

日
本

科
学

未
来

館
）

の
防

災
訓

練

を
強

化
し

て
い

る
（

展
示

フ
ロ

ア
で

の
訓

練
を

毎
月

１
回

実
施

）
。

 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
機

構
施

設
（

日
本

科
学

未
来

館
）

の
所

有
す

る
デ

ー
タ

の
機

能
不

全
に

よ
る

業
務

継
続

の
困

難
化

 

・
 

デ
ー

タ
等

が
失

わ
れ

業
務

継
続

に
支

障
を

来
す

場
合

に
備

え
、

緊
急

時
の

情

報
共

有
を

サ
イ

ボ
ウ

ズ
ラ

イ
ブ

で
行

う
方

式
を

整
備

し
研

修
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

火
災

や
津

波
、

水
害

に
備

え
、

耐
火

・
耐

水
金

庫
に

デ
ー

タ
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
格

納
す

る
こ

と
と

し
た

。
長

期
間

自
宅

待
機

時
に

お
い

て
も

業
務

が
継

続
で

き
る

よ
う

リ
モ

ー
ト

接
続

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

た
。

 

日
本

学
術

振

興
会

 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

研
究

継
続

の

困
難

化
 

・
 

被
災

に
伴

う
研

究
中

断
・

延
長

制
度

を
導

入
。

ま
た

、
報

告
書

等
提

出
書

類

の
期

限
を

延
長

。
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

研
究

費
執

行

の
困

難
化

 

・
 

研
究

費
を

翌
年

度
に

繰
り

越
す

た
め

の
申

請
の

特
別

受
付

、
ま

た
そ

の
手

続

き
の

簡
便

化
。

 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

事
業

へ
の

申

請
の

困
難

化
 

・
 

申
請

受
付

期
間

を
延

長
、

延
期

。
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム
等

の
開

催
の

困
難

化
 

・
 

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

を
延

期
。

 

理
化

学
研

究

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

に
よ

る
バ

イ

オ
リ

ソ
ー

ス
の

損
失

 

・
 

貴
重

な
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

を
安

全
に

保
管

す
る

た
め

、
自

家
給

水
設

備
、

非

常
用

電
源

用
燃

料
タ

ン
ク

、
液

体
窒

素
製

造
装

置
の

整
備

に
着

手
し

た
。

 

・
 

リ
ソ

ー
ス

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

整
備

を
加

速
し

、
細

胞
、

微
生

物
に

つ
い

て
は

ほ

ぼ
全

て
、

動
物

リ
ソ

ー
ス

に
つ

い
て

は
約

9
0
％

に
つ

い
て

、
播

磨
研

究
所

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
施

設
へ

移
管

し
た

。
他

の
リ

ソ
ー

ス
に

つ
い

て
も

、
技

術
開

発
を

行
い

つ
つ

、
検

討
を

重
ね

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

に
よ

る
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

の
機

能
不

全
 

・
 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

（
外

部
）

接
続

と
電

子
メ

ー
ル

サ
ー

バ

を
和

光
研

究
所

と
神

戸
研

究
所

で
二

重
化

し
、

災
害

や
障

害
へ

の
対

策
強

化
を

図
っ

た
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
帰

宅
困

難
職

員
の

発
生

、
電

気
、

ガ
ス

、
水

道
等

の
イ

ン
フ

ラ
停

止
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

等
の

防
災

用
品

の
拡

充
を

行
っ

た
。

 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

に
よ

る
混

乱
 

・
 

職
員

の
防

災
意

識
の

啓
発

と
危

機
管

理
能

力
の

醸
成

を
図

る
た

め
、

定
期

的

な
消

防
訓

練
や

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

 

法
人

の
役

職
員

や
法

人
施

設
の

利
用

者

等
の

人
命

・
身

体
、

施
設

・
設

備
等

の
資

産
の

損
失

・
被

害
 

・
 

独
立

行
政

法
人

理
化

学
研

究
所

危
機

管
理

規
程

の
改

正
。

 

法
人

の
業

務
継

続
の

困
難

化
 

・
 

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

内
容

強
化

。
 

宇
宙

航
空

研

究
開

発
機

構
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
規

模
地

震
の

発
生

 
・

 
大

規
模

地
震

に
対

応
し

た
事

業
継

続
計

画
を

各
事

業
所

毎
に

策
定

し
た

。
 

大
規

模
地

震
発

生
時

に
お

け
る

公
共

交

通
機

能
麻

痺
に

よ
る

帰
宅

困
難

者
の

発

生
 

・
 

帰
宅

困
難

者
の

発
生

、
電

気
・

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用

食
、

飲
用

水
、

ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト

、
防

災
ラ

ジ
オ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

実
施

。
 

大
規

模
地

震
発

生
時

の
役

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

各
部

署
に

お
い

て
、

災
害

発
生

時
に

お
け

る
安

否
確

認
の

実
施

に
つ

い
て

訓

練
を

通
じ

て
手

順
・

方
法

の
確

認
を

実
施

。
 

・
 

現
在

、
企

業
が

提
供

し
て

い
る

安
否

確
認

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
を

検
討

中
。

 

大
規

模
地

震
発

生
時

の
事

業
所

間
の

通

信
困

難
化

 

・
 

公
衆

回
線

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ダ

ウ
ン

に
備

え
、

主
要

な
事

業
所

に
お

い
て

衛

星
携

帯
電

話
の

調
達

を
実

施
し

た
。

 

災
害

に
よ

る
停

電
の

発
生

 

・
 

停
電

に
備

え
、

人
員

の
安

全
確

保
、

宇
宙

機
及

び
重

要
な

資
産

の
保

全
に

必

要
と

な
る

電
源

確
保

の
た

め
に

、
自

家
発

電
装

置
を

設
置

。
（

一
部

事
業

所
を

除
く

）
 

大
規

模
地

震
発

生
後

の
大

規
模

停
電

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
設

備
損

壊
等

に
よ

る
デ

ー

タ
通

信
の

不
全

化
 

・
 

重
要

デ
ー

タ
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

媒
体

の
遠

隔
地

輸
送

を
実

施
。

業
務

シ
ス

テ

ム
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
冗

長
化

、
被

災
時

の
運

用
体

制
等

を
は

じ
め

と
し

た
対

策
等

に
つ

い
て

検
討

中
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

流
行

に
伴

い
、

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

応
の

事

業
継

続
計

画
を

策
定

し
、

実
行

し
た

。
 

大
規

模
震

災
に

伴
う

環
境

事
故

の
発

生

に
よ

る
周

辺
環

境
の

汚
染

 

・
 

環
境

事
故

に
繋

が
る

環
境

リ
ス

ク
を

視
覚

化
し

、
環

境
事

故
防

止
対

策
を

立

て
た

。
 

日
本

ス
ポ

ー

ツ
振

興
セ

ン

タ
ー

 

 
 

 
 

 
 

大
震

災
に

お
け

る
人

的
被

害
 

・
 

職
員

の
安

全
及

び
事

業
の

継
続

性
を

確
保

す
る

た
め

、
全

役
職

員
へ

防
災

用

品
、

保
存

食
等

を
配

備
し

た
。

 

大
震

災
に

お
け

る
人

的
被

害
 

・
 

営
業

施
設

利
用

者
に

対
す

る
非

常
時

の
避

難
誘

導
訓

練
実

施
。

 

海
外

で
の

テ
ロ

、
疾

病
、

大
規

模
災

害
な

ど
 

・
 

海
外

渡
航

危
機

管
理

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

た
。

 

大
規

模
自

然
災

害
、

テ
ロ

、
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
な

ど
 

・
 

緊
急

事
態

に
お

け
る

役
職

員
の

行
動

体
制

・
対

応
手

順
を

明
確

化
し

た
「

緊

急
事

態
対

応
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」

を
制

定
し

た
。

 

日
本

芸
術

文

化
振

興
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

に
伴

う
来

場
者

等
の

安
全

 
・

 
消

防
訓

練
の

一
環

と
し

て
、

避
難

誘
導

の
訓

練
を

行
っ

て
い

る
。

 

地
震

に
伴

う
人

的
・

物
的

被
害

 
・

 
ロ

ッ
カ

ー
の

転
倒

防
止

策
を

実
施

し
た

。
 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

事
業

所

の
損

壊
等

に
よ

る
機

能
不

全
 

・
 

耐
震

調
査

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

耐
震

補
強

工
事

を
行

っ
た

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
来

場
者

及
び

職
員

等
の

帰

宅
困

難
化

 

・
 

帰
宅

困
難

来
場

者
及

び
職

員
の

発
生

、
電

気
、

ガ
ス

、
水

道
等

の
イ

ン
フ

ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

サ
バ

イ
バ

ル
シ

ー
ト

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

て
い

る
。

 

地
震

に
伴

う
容

器
の

破
損

等
に

よ
る

潤

滑
油

等
の

混
触

危
険

（
発

火
）

 

・
 

混
合

す
る

こ
と

に
よ

り
発

火
し

な
い

よ
う

、
危

険
物

の
転

倒
及

び
混

触
を

防

止
す

る
措

置
を

行
っ

た
。

 

日
本

学
生

支

援
機

構
 

 
 

 
 

職
員

の
防

災
へ

の
意

識
 

・
 

管
理

職
以

上
の

職
員

に
対

し
、

神
戸

市
に

て
阪

神
・

淡
路

大
震

災
を

経
験

し

た
機

構
理

事
長

よ
り

防
災

に
係

る
講

演
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

防
災

へ
の

意
識

高
揚

を
図

っ
た

。
 

災
害

時
の

安
否

確
認

困
難

 
・

 
災

害
時

の
安

否
確

認
の

た
め

緊
急

連
絡

網
の

整
備

を
行

っ
た

。
 

災
害

発
生

時
の

全
役

職
員

の
身

体
及

び

生
命

の
危

険
 

・
 

全
役

職
員

に
対

し
防

災
用

ヘ
ル

メ
ッ

ト
の

貸
与

の
準

備
を

行
っ

た
。

 

海
洋

研
究

開

発
機

構
 

 
 

勤
務

時
間

内
外

に
地

震
・

津
波

等
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
際

の
役

職
員

の
安

否

確
認

や
連

絡
の

困
難

 

・
 

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
定

期
的

に
職

員
へ

の
周

知
・

訓
練

を
実

施

し
て

い
る

。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

・
津

波
に

伴
う

人
的

・
物

的
被

害
 

・
 

津
波

を
伴

う
大

規
模

地
震

を
想

定
し

た
防

災
対

策
の

見
直

し
や

避
難

マ
ニ

ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

防
災

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
。

 

・
 

拠
点

毎
に

最
大

規
模

災
害

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

う
る

人
的

・
物

的
被

害

状
況

を
想

定
し

た
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
実

施
し

、
防

災
対

策
の

改
善

検
討

に
活

用
し

て
い

る
。

 

・
 

ま
た

、
横

浜
研

究
所

に
お

い
て

は
、

津
波

発
生

時
に

お
け

る
施

設
等

の
提

供

協
力

に
関

す
る

協
定

を
地

元
自

治
体

と
締

結
し

て
い

る
。

 

大
規

模
災

害
発

生
時

、
通

信
イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

伴
う

拠
点

間
の

連
絡

困
難

 
・

 
Ｍ

Ｃ
Ａ

無
線

を
各

拠
点

に
備

え
て

い
る

。
 

停
電

発
生

に
伴

う
実

験
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

消
火

栓
ポ

ン
プ

及
び

温
度

管
理

が
必

要

な
実

験
設

備
が

停
止

し
な

い
よ

う
、

自
動

的
に

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
に

切
り

替
え

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 
・

 
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

対
策

行
動

計
画

を
策

定
し

た
。

 

地
震

・
津

波
発

生
時

に
お

け
る

公
共

交
通

機
能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

者
の

発
生

、
イ

ン
フ

ラ
停

止
に

備
え

、
非

常
用

食
糧

や
そ

の
他

防

災
用

品
を

構
内

に
分

散
し

て
備

蓄
し

て
い

る
。

 

国
立

高
等

専

門
学

校
機

構
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

実
験

室
内

に

お
け

る
試

薬
等

の
飛

散
、

実
験

器
具

の
破

損
等

に
よ

る
人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

耐
震

性
能

に
劣

る
建

物
の

耐
震

化
を

推
進

し
て

い
る

。
ま

た
、

定
期

的
に

実

施
す

る
監

事
監

査
・

内
部

監
査

に
お

い
て

、
内

規
と

実
施

要
領

等
を

確
認

し
、

保
管

状
況

を
実

査
し

て
い

る
。

 

原
子

力
事

故
の

発
生

に
伴

う
人

的
被

害
 

・
 

福
島

の
事

故
を

契
機

に
、

原
子

力
異

常
の

発
生

を
想

定
し

た
防

災
マ

ニ
ュ

ア

ル
を

作
成

し
学

生
・

教
職

員
に

周
知

し
た

。
（

福
島

高
専

）
 

津
波

に
伴

う
人

的
被

害
 

・
 

津
波

に
よ

る
被

害
が

想
定

さ
れ

る
学

校
に

お
い

て
、

高
い

場
所

へ
の

避
難

を

想
定

し
、

人
的

被
害

を
防

ぐ
た

め
、

屋
上

へ
手

す
り

を
設

置
し

た
。

（
阿

南
高

専
、

高
知

高
専

）
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
学

生
・

教
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

者
の

発
生

に
備

え
、

非
常

用
毛

布
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

う

こ
と

と
し

、
食

料
品

等
に

つ
い

て
は

、
大

震
災

が
想

定
さ

れ
る

地
域

を
優

先
的

に
、

備
蓄

を
始

め
て

い
る

。
ま

た
、

学
生

食
堂

委
託

業
者

と
、

災
害

時
の

食
料

品
・

生
活

用
品

の
提

供
及

び
施

設
・

厨
房

内
什

器
の

使
用

に
関

す
る

協
定

の
締

結
を

進
め

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

学
生

・
教

職
員

の
安

否
確

認
困

難
 

・
 

学
生

及
び

教
職

員
を

対
象

と
し

た
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
を

、
本

部
事

務
局

に

導
入

し
、

各
学

校
へ

の
導

入
を

推
進

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

通
信

イ
ン

フ
ラ

機
能

不
全

と
な

っ
た

学
校

に
代

わ
り

、
機

構
本

部
等

に
て

、

代
行

し
て

情
報

発
信

を
行

う
体

制
を

整
備

し
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

支
部

・
支

所
と

の
連

絡
困

難
 

・
 

震
災

時
に

通
信

が
比

較
的

有
効

だ
っ

た
Ｐ

Ｈ
Ｓ

を
、

本
部

事
務

局
及

び
各

キ

ャ
ン

パ
ス

に
４

台
（

固
定

式
２

台
、

携
帯

式
２

台
）

配
布

し
、

Ｐ
Ｈ

Ｓ
に

よ
る

機
構

本
部

及
び

各
学

校
間

、
緊

急
連

絡
網

を
構

築
し

た
。

ま
た

、
災

害
時

優
先

電
話

の
登

録
を

行
っ

た
。

 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

大
規

模
災

害
対

応
・

連
携

の
手

引
き

を
作

成
し

、
各

学
校

に
周

知
し

た
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
等

継
続

の

困
難

化
 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

に
罹

患
し

た
学

生
に

つ
い

て
は

、
新

型
イ

ン
フ

ル

エ
ン

ザ
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基

づ
き

、
出

校
停

止
を

命
じ

、
ま

た
教

職
員

に
つ

い
て

は
、

出
勤

停
止

（
特

別
休

暇
）

を
要

請
す

る
こ

と
に

し
て

い
る

。
 

停
電

発
生

に
伴

う
業

務
等

継
続

へ
の

影

響
 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

対
策

本
部

等
の

業
務

等
継

続
の

た
め

に
、

小
型

発
電

機
の

配
置

の
拡

充
及

び
既

設
太

陽
光

発
電

の
活

用
に

つ
い

て
検

討
。

大
学

評
価

・
学

位
授

与
機

構
 

 
 

地
震

等
大

規
模

災
害

に
よ

る
、

組
織

と
し

て
の

指
揮

系
統

の
混

乱
 

・
 

地
震

等
大

規
模

災
害

が
発

生
し

、
機

構
一

体
と

な
っ

て
対

処
す

る
こ

と
が

必

要
と

機
構

長
が

判
断

し
た

場
合

に
、

危
機

対
策

本
部

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
、

そ
の

配
下

に
は

、
総

務
班

、
情

報
収

集
班

等
の

各
班

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

。

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

、
公

共
交

通
機

能
麻

痺
に

よ
る

職
員

の
帰

宅
困

難

化
 

・
 

非
常

用
自

家
発

電
機

へ
の

切
替

の
試

運
転

計
画

を
作

成
し

、
定

期
的

に
実

施
。

・
 

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
防

災
頭

巾
等

の
非

常
用

物
品

を
備

蓄
。

 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

携
帯

電
話

会
社

が
運

営
す

る
災

害
伝

言
サ

ー
ビ

ス
の

使
用

方
法

等
に

つ
い

て

職
員

へ
周

知
。

 

・
 

地
震

等
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合
に

、
職

員
の

安
否

確
認

の
た

め
の

一

斉
自

動
送

信
メ

ー
ル

の
導

入
を

検
討

中
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

サ
ー

バ
が

機
能

不
全

と
な

っ
た

場
合

に
お

い
て

も
、

法
人

と
し

て
の

情
報

発

信
機

能
を

維
持

す
る

た
め

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

ク
ラ

ウ
ド

化
を

実
施

。
 

・
 

機
構

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

内
に

、
機

構
職

員
向

け
の

携
帯

電
話

用
モ

バ
イ

ル
サ

イ

ト
の

構
築

を
検

討
中

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

複
数

オ
フ

ィ

ス
間

の
連

絡
困

難
 

・
 

災
害

時
優

先
通

信
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

を
検

討
中

。
 

地
震

等
、

ま
た

は
地

震
等

に
起

因
す

る
停

電
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ

の
機

能
不

全
に

よ
る

業
務

継
続

の
困

難

化
 

・
 

非
常

用
自

家
発

電
機

に
よ

り
、

停
電

時
に

お
い

て
も

サ
ー

バ
へ

電
力

が
供

給

で
き

る
よ

う
電

源
系

統
の

改
修

を
実

施
。

 

・
 

無
停

電
電

源
装

置
を

各
フ

ロ
ア

に
整

備
。

 

・
 

保
有

す
る

各
種

デ
ー

タ
を

外
部

サ
ー

バ
へ

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

可
能

な
体

制
を

検

討
中

。
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

策
定

。
 

・
 

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

職
員

が
常

時
携

行
で

き
る

よ
う

、
そ

の
要

点
を

名
刺

サ

イ
ズ

に
ま

と
め

た
「

大
規

模
災

害
の

発
生

に
備

え
て

」
を

全
職

員
へ

配
付

。
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

災
害

発
生

時
に

職
員

等
が

迅
速

か
つ

的
確

に
所

定
の

行
動

が
で

き
る

よ
う

、

年
１

回
以

上
、

防
災

訓
練

を
実

施
。

 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

災
害

時
の

情
報

伝
達

体
制

の
整

備
の

た
め

、
緊

急
連

絡
網

を
作

成
。

 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

休
日

等
の

勤
務

時
間

外
に

大
規

模
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
備

え
、

非
常

時

参
集

要
員

を
あ

ら
か

じ
め

指
定

。
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

執
務

室
内

の
備

品
等

の
転

倒
、

落
下

防
止

の
措

置
。

 

国
立

大
学

財

務
・

経
営

セ
ン

タ
ー

 

災
害

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

等
に

よ
る

職
員

の
帰

宅
困

難
化

 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

日
本

原
子

力

研
究

開
発

機

構
 

 
 

地
震

等
大

規
模

災
害

全
般

に
つ

い
て

 

・
 

東
日

本
大

震
災

の
経

験
を

踏
ま

え
、

各
組

織
に

お
い

て
「

地
震

発
生

時
対

応

要
領

」
等

の
非

常
時

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

規
程

類
の

見
直

し
及

び
整

備
、

耐
震

対
策

及
び

転
倒

防
止

策
の

強
化

、
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル

の
実

施
、

非
常

時
対

応
訓

練
の

実
施

、
非

常
時

の
防

護
機

材
や

非
常

用
食

料
品

・
飲

料
水

の
整

備
等

を
行

っ
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
不

全
 

・
 

震
災

時
の

広
域

停
電

を
考

慮
し

、
茨

城
地

区
に

集
中

し
て

い
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
の

主
要

機
能

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
シ

ス
テ

ム
を

茨
城

地
区

と
は

別
の

電

力
会

社
管

内
に

あ
る

関
西

光
科

学
研

究
所

に
予

備
系

メ
ー

ル
シ

ス
テ

ム
を

設

置
し

、
平

成
2
3

年
1
2

月
よ

り
運

用
を

開
始

し
た

。
 

日
本

私
立

学

校
振

興
・

共
済

事
業

団
 

地
震

・
台

風
等

自
然

災
害

発
生

時
の

対
応

・
 

個
々

の
職

員
が

災
害

発
生

時
に

的
確

か
つ

迅
速

に
対

処
す

る
た

め
、

①
職

場

内
外

で
災

害
が

発
生

し
た

時
の

初
期

行
動

②
帰

宅
又

は
事

務
所

内
残

留
（

待

機
）

の
判

断
③

事
業

の
継

続
に

関
す

る
活

動
に

つ
い

て
加

筆
・

整
理

し
、

そ
の

具
体

的
内

容
を

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し
て

ま
と

め
た

。
 

・
 

ま
た

、
災

害
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
東

日
本

大
震

災
後

に
改

訂
し

、
平

成
2
4

年
７

月
に

役
職

員
に

周
知

し
た

。
 

・
 

館
内

放
送

設
備

に
、

気
象

庁
の

「
緊

急
地

震
速

報
」

を
全

館
放

送
す

る
シ

ス

テ
ム

を
導

入
し

た
。

 

・
 

ま
た

、
館

内
放

送
設

備
に

、
無

線
機

か
ら

全
館

放
送

が
可

能
な

「
緊

急
放

送

つ
き

無
線

放
送

シ
ス

テ
ム

」
を

導
入

し
た

。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
機

関
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

可
能

か
ど

う
か

を
総

合
的

に
判

断
す

る
た

め
に

、
災

害
対

策
マ

ニ
ュ

ア

ル
に

確
認

す
べ

き
災

害
状

況
等

の
項

目
を

列
挙

し
た

。
 

・
 

確
認

す
べ

き
事

項
と

は
、

①
内

閣
府

や
東

京
都

な
ど

か
ら

の
待

機
要

請
、

②

発
生

時
刻

（
日

没
ま

で
に

帰
宅

で
き

る
か

）
、

③
天

候
（

今
後

の
予

報
を

含
む

）
、

④
余

震
発

生
状

況
、

⑤
停

電
の

有
無

、
⑥

交
通

機
関

の
運

行
状

況
、

⑦
道

路
状

況
（

被
害

・
混

雑
状

況
・

火
災

発
生

の
有

無
）

、
⑧

本
人

の
希

望
や

特
殊

事
情

（
自

宅
ま

で
の

距
離

、
家

族
・

自
宅

の
安

否
確

認
）

、
⑨

帰
宅

す
る

場
合

、
同

一
方

向
に

向
か

う
人

は
集

団
で

行
動

す
る

等
で

あ
る

。
 

・
 

ま
た

、
各

部
署

に
お

い
て

、
帰

宅
職

員
と

残
留

職
員

の
名

簿
を

作
成

し
、

帰

宅
し

た
職

員
は

、
無

事
に

帰
宅

し
た

旨
を

所
属

長
へ

報
告

す
る

こ
と

と
し

た
。

・
 

非
常

用
持

出
袋

、
保

存
水

、
非

常
食

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

に
つ

い

て
1
8
0

人
×

３
日

分
を

備
蓄

し
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

「
職

場
外

で
災

害
が

発
生

し
た

と
き

の
初

期
行

動
」

及
び

安
否

の
連

絡
の

方
法

に
つ

い
て

掲
載

し
た

。
 

・
 

な
お

、
通

常
の

電
話

回
線

が
通

じ
な

い
場

合
は

、
「

災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
」

等
を

利
用

し
、

家
族

等
の

安
否

を
確

認
す

る
（

予
め

家
族

の
集

合
場

所
を

決
め

て
お

く
）

こ
と

を
周

知
し

た
。

 

地
震

等
に

よ
る

法
人

の
所

有
す

る
サ

ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
デ

ー
タ

等
が

失
わ

れ
業

務
継

続
に

支
障

を
来

す

場
合

に
備

え
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
遠

隔
地

に
保

存
し

て
い

る
が

、
ク

ラ
ウ

ド
を

併
用

す
る

方
式

を
検

討
中

。
 

停
電

発
生

に
よ

る
業

務
へ

の
影

響
 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

サ
ー

バ
が

安
全

に
シ

ャ
ッ

ト
ダ

ウ
ン

で

き
る

よ
う

、
非

常
用

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

電
源

（
Ｕ

Ｐ
Ｓ

）
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

。
 

・
 

ま
た

、
非

常
用

に
ラ

ジ
オ

、
懐

中
電

灯
、

ろ
う

そ
く

、
簡

易
型

自
家

発
電

装

置
を

備
え

た
。

 

地
震

、
風

水
害

に
伴

う
設

備
の

落
下

 
・

 
屋

上
に

設
置

し
て

い
る

エ
ア

コ
ン

室
外

機
の

転
倒

防
止

対
策

工
事

を
実

施
し

た
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
自

己
、

同
居

人
等

が
感

染
症

に

か
か

り
又

は
そ

の
疑

い
が

あ
る

場
合

は
、

所
属

長
に

状
況

を
報

告
し

、
所

属
長

は
、

対
象

と
な

る
職

員
に

対
し

、
出

勤
停

止
等

の
命

令
を

行
い

職
場

内
感

染
を

防
止

し
、

出
勤

す
る

職
員

を
減

ら
し

つ
つ

重
要

業
務

を
継

続
す

る
よ

う
努

め
る

こ
と

と
し

た
。

 

  
 

厚
生

労
働

省
所

管
法

人
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

国
立

健
康

・
栄

養
研

究
所

 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
に

よ
る

危
険

物
の

転
倒

の
際

の

二
次

被
害

 

・
 

危
険

物
の

容
器

の
転

倒
防

止
の

た
め

、
棚

等
を

床
や

壁
に

金
具

で
固

定
し

職

員
の

安
全

確
保

に
努

め
た

。
 

地
震

等
災

害
発

生
時

に
お

け
る

公
共

交

通
機

能
麻

痺
に

よ
る

職
員

の
帰

宅
困

難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

っ
て

い
る

。
 

・
 

ま
た

、
台

風
等

の
災

害
が

予
測

さ
れ

る
場

合
は

、
早

期
帰

宅
を

促
し

、
職

員

の
安

全
確

保
に

努
め

て
い

る
。

（
特

別
休

暇
で

対
応

）
 

停
電

発
生

に
伴

う
実

験
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

温
度

管
理

が
必

要
な

実
験

設
備

が
停

止

し
な

い
よ

う
、

電
力

供
給

設
備

の
二

系
統

化
や

自
動

的
に

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
に

切
り

替
え

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

。
 

地
震

等
に

よ
る

生
態

系
へ

の
影

響
や

人

間
に

対
す

る
健

康
被

害
を

生
じ

さ
せ

る

可
能

性
の

あ
る

実
験

動
物

、
遺

伝
子

組
み

換
え

生
物

等
の

逃
避

 

・
 

実
験

動
物

、
遺

伝
子

組
み

換
え

生
物

等
を

耐
震

性
能

が
最

も
高

い
研

究
棟

に

配
置

し
て

い
る

。
 

労
働

安
全

衛

生
総

合
研

究

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
に

伴
う

容
器

の
破

損
等

に
よ

る

化
学

品
の

混
触

危
険

（
発

火
、

有
毒

ガ
ス

発
生

）
 

実
験

室
内

に
お

け
る

試
薬

等
の

飛
散

、
実

験
器

具
の

破
損

等
に

よ
る

人
的

被
害

の

発
生

 

・
 

容
器

の
破

損
等

防
止

対
策

は
、

倒
れ

な
い

よ
う

に
薬

品
庫

や
薬

品
箱

に
入

れ

る
他

、
実

験
台

に
置

く
時

も
薬

品
箱

に
置

く
よ

う
に

指
導

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
、

安
全

衛
生

委
員

会
に

よ
る

職
場

巡
視

、
上

司
に

よ
る

チ
ェ

ッ
ク

等
に

よ
り

管
理

を
行

っ
て

い
る

。
 

地
震

等
に

伴
う

高
圧

ガ
ス

容
器

等
の

破

損
、

爆
発

等
の

危
険

 
・

 
全

て
の

ガ
ス

容
器

を
ス

タ
ン

ド
に

置
き

、
鎖

で
固

定
し

て
い

る
。

 

地
震

等
に

よ
る

施
設

破
損

等
に

よ
る

実

験
動

物
の

脱
走

 

・
 

実
験

動
物

は
、

生
態

系
へ

の
影

響
や

人
間

に
対

す
る

健
康

被
害

を
生

じ
さ

せ

る
可

能
性

の
あ

る
も

の
で

は
な

い
が

、
動

物
逃

亡
の

予
防

を
中

心
と

し
た

次
の

対
策

を
取

っ
て

い
る

。
①

棚
置

き
型

の
飼

育
ケ

ー
ジ

、
自

動
給

水
ケ

ー
ジ

は
蓋

が
し

っ
か

り
施

さ
れ

て
い

る
か

の
点

検
。

②
飼

育
室

の
入

口
に

ネ
ズ

ミ
返

し

（
ガ

ー
ド

）
の

設
置

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

に
伴

う
本

部
機

能

の
損

壊
等

に
よ

る
機

能
不

全
。

通
信

イ
ン

フ
ラ

機
能

不
全

に
よ

る
職

員
の

安
否

確

認
困

難
化

 

・
 

従
前

か
ら

本
部

機
能

は
清

瀬
地

区
に

有
す

る
と

と
も

に
、

登
戸

地
区

に
於

い

て
も

役
員

用
等

の
部

屋
、

機
器

等
を

設
け

て
あ

り
代

替
が

一
部

可
能

で
あ

る
。

対
策

方
針

等
を

明
確

化
し

て
取

組
の

改
善

を
図

る
。

 

地
震

等
に

よ
る

法
人

の
所

有
す

る
サ

ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

地
震

に
よ

る
サ

ー
バ

の
機

能
不

全
を

防
止

す
る

た
め

、
業

務
上

特
に

重
要

な

サ
ー

バ
は

耐
震

床
の

上
に

設
置

し
て

い
る

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
及

び
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
停

止
に

備
え

、
非

常

用
食

糧
等

の
防

災
用

品
を

備
蓄

し
て

い
る

。
 

停
電

発
生

に
伴

う
実

験
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

研
究

業
務

へ
の

影
響

度
が

高
い

も
の

に
つ

い
て

は
、

自
動

的
に

非
常

用
バ

ッ

ク
ア

ッ
プ

電
源

に
切

り
替

え
る

シ
ス

テ
ム

を
備

え
て

い
る

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
外

務
省

の
渡

航
規

制
の

対
象

と

な
る

国
が

発
表

さ
れ

、
当

該
対

象
国

に
出

張
中

の
職

員
が

帰
国

し
た

と
き

は
、

当
該

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
潜

伏
期

間
と

さ
れ

る
日

数
に

つ
い

て
、

出
勤

停
止

（
特

別
休

暇
）

を
要

請
す

る
こ

と
に

し
て

い
る

。
 

勤
労

者
退

職

金
共

済
機

構
 

 
 

 
 

地
震

発
生

に
よ

る
人

的
被

害
 

・
 

自
社

ビ
ル

で
あ

る
本

部
事

務
所

の
耐

震
診

断
の

結
果

、
大

規
模

地
震

等
へ

の

対
応

及
び

合
理

性
を

考
慮

し
、

制
振

又
は

免
震

構
造

の
ビ

ル
に

移
転

す
る

こ
と

を
決

定
し

、
公

募
に

よ
り

2
4

年
５

月
に

移
転

し
た

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

人
的

被
害

及
び

帰

宅
困

難
化

 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

防
災

用
ヘ

ル
メ

ッ
ト

を
職

員
に

配
付

し
た

。
 

地
震

等
に

よ
る

法
人

の
所

有
す

る
業

務

用
デ

ー
タ

の
損

失
に

よ
る

業
務

継
続

の

困
難

化
 

・
 

関
東

圏
で

の
局

所
的

な
地

震
等

の
自

然
災

害
に

よ
る

長
期

的
な

ラ
イ

フ
ラ

イ

ン
供

給
の

停
止

や
シ

ス
テ

ム
機

能
停

止
等

に
備

え
、

必
要

な
デ

ー
タ

を
西

日
本

に
転

送
・

保
管

す
る

こ
と

を
検

討
中

。
 

高
齢

・
障

害
・

求
職

者
雇

用

支
援

機
構

 

 
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
に

つ
い

て
見

直
す

こ
と

と
し

た
。

 

・
 

ま
た

、
消

防
計

画
に

基
づ

く
帰

宅
困

難
者

対
策

に
つ

い
て

、
取

扱
い

を
整

備

す
る

予
定

と
し

て
い

る
。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

 
 

 
 

自
然

災
害

全
般

に
つ

い
て

 
・

 
外

出
し

て
い

る
職

員
や

在
宅

時
に

発
生

し
た

際
の

安
否

確
認

の
た

め
、

改
め

て
緊

急
連

絡
網

の
整

備
を

行
っ

た
。

 

自
然

災
害

全
般

に
つ

い
て

 

・
 

職
業

能
力

開
発

施
設

等
に

お
い

て
は

、
災

害
時

に
お

け
る

利
用

者
及

び
職

員

の
安

全
確

保
、

連
絡

体
制

等
に

つ
い

て
措

置
が

と
れ

て
い

る
の

か
、

現
状

を
把

握
す

る
た

め
、

防
災

の
取

組
状

況
に

係
る

点
検

表
を

作
成

し
、

各
施

設
に

お
い

て
緊

急
点

検
を

行
っ

た
。

 

自
然

災
害

全
般

に
つ

い
て

 

・
 

災
害

発
生

時
に

職
員

が
迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

す
る

た
め

の
行

動
指

針
や

役

割
分

担
を

あ
ら

か
じ

め
定

め
た

「
施

設
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
標

準
版

）
」

を
本

部
に

お
い

て
作

成
し

、
こ

れ
に

基
づ

き
利

用
者

が
多

い
職

業
能

力
開

発
施

設
等

に
お

い
て

、
地

域
の

状
況

を
踏

ま
え

た
施

設
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
よ

う
指

示
し

た
。

ま
た

、
作

成
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
活

用
し

、
よ

り
一

層
効

果
的

な
避

難
訓

練
を

実
施

す
る

こ
と

を
併

せ
て

指
示

し
た

。
 

福
祉

医
療

機

構
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

震
災

に
よ

る
人

的
・

物
的

被
害

 

・
 

消
防

計
画

及
び

事
業

継
続

計
画

等
に

基
づ

く
避

難
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

。

・
 

職
員

の
安

全
確

保
及

び
被

災
時

の
非

常
用

出
口

へ
の

安
全

確
保

の
観

点
か

ら
、

事
務

所
内

に
あ

る
書

棚
等

の
転

倒
防

止
措

置
を

講
じ

て
い

る
。

 

地
震

、
津

波
、

原
子

力
事

故
等

の
大

規
模

災
害

に
伴

う
事

業
所

の
損

壊
等

に
よ

る

機
能

不
全

 

・
 

事
務

所
が

機
能

不
全

と
な

っ
た

場
合

は
事

業
継

続
計

画
に

定
め

ら
れ

た
と

お

り
、

緊
急

時
対

策
チ

ー
ム

に
よ

る
施

設
・

設
備

の
破

損
調

査
や

重
要

書
類

の
持

ち
出

し
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

業
務

へ
の

影
響

度
分

析
結

果
を

踏
ま

え
た

優
先

継
続

業
務

を
参

集
要

員
が

実
施

す
る

。
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

業
務

を
安

定
的

に
運

営
す

る
観

点
か

ら
、

サ
ー

バ
の

転
倒

防
止

措
置

及
び

デ

ー
タ

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

実
施

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

緊
急

時
に

お
け

る
連

絡
体

制
と

し
て

連
絡

網
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
連

絡

を
取

る
手

段
等

に
お

け
る

伝
言

ダ
イ

ヤ
ル

の
活

用
を

周
知

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

衛
星

電
話

の
導

入
を

検
討

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

支
部

・
支

所
と

の
連

絡
困

難
 

・
 

衛
星

電
話

の
導

入
を

検
討

し
て

い
る

。
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

本
部

災
害

防
止

細
則

及
び

消
防

計
画

を
策

定
し

、
被

災
時

の
影

響
を

最
小

限

に
す

る
よ

う
に

努
め

て
い

る
。

 

・
 

ま
た

、
災

害
発

生
後

に
つ

い
て

は
、

リ
ス

ク
・

危
機

管
理

基
本

方
針

に
基

づ

き
策

定
し

た
事

業
継

続
計

画
に

基
づ

き
行

動
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

事
業

継
続

計
画

に
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

が
発

生
し

た
場

合
の

行
動

を
示

し

て
い

る
。

 

国
立

重
度

知

的
障

害
者

総

合
施

設
の

ぞ

み
の

園
 

 
 

 
東

日
本

大
震

災
に

よ
る

福
島

第
１

原

子
力

発
電

所
事

故
に

よ
り

、
1
0
ｋ

ｍ
圏

内

に
所

在
す

る
避

難
施

設
の

社
会

福
祉

法

人
友

愛
会

を
受

入
 

・
 

独
立

行
政

法
人

国
立

重
度

知
的

障
害

者
総

合
施

設
の

ぞ
み

の
園

（
以

下
「

の

ぞ
み

の
園

」
と

い
う

。
）

は
、

東
日

本
大

震
災

に
よ

る
被

災
障

害
者

等
の

受
入

を
厚

生
労

働
省

に
申

し
出

て
い

た
と

こ
ろ

、
福

島
第

１
原

子
力

発
電

所
か

ら
1
0

ｋ
ｍ

圏
内

に
所

在
す

る
た

め
避

難
し

て
い

た
、

社
会

福
祉

法
人

友
愛

会
（

知
的

障
害

者
入

所
更

生
施

設
「

光
洋

愛
成

園
」

等
を

運
営

）
が

、
法

人
全

体
で

避
難

で
き

る
避

難
場

所
へ

の
移

動
を

要
望

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、
厚

生
労

働
省

に
お

い
て

福
島

県
及

び
群

馬
県

と
調

整
し

た
結

果
、

平
成

2
3

年
４

月
1
5

日
に

、
の

ぞ
み

の
園

に
同

法
人

全
体

の
利

用
者

及
び

職
員

等
を

受
け

入
れ

た
。
（

平
成

2
4

年
７

月
2
7

日
現

在
：

利
用

者
7
0

名
、

職
員

3
4

名
を

受
入

）
 

・
 

そ
の

後
、

現
在

に
至

る
ま

で
、

約
１

年
４

か
月

間
の

長
き

に
亘

り
同

法
人

を

受
け

入
れ

、
支

援
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

 

 
東

日
本

大
震

災
に

よ
る

福
島

第
１

原

子
力

発
電

所
事

故
に

よ
り

、
福

島
県

内
外

の
他

施
設

等
へ

避
難

し
て

い
た

障
害

者

施
設

へ
職

員
を

派
遣

し
支

援
 

・
 

の
ぞ

み
の

園
は

、
東

日
本

大
震

災
に

よ
る

被
災

障
害

者
施

設
へ

の
職

員
派

遣

を
厚

生
労

働
省

に
申

し
出

て
い

た
と

こ
ろ

、
福

島
第

１
原

子
力

発
電

所
事

故
に

よ
り

、
福

島
県

田
村

町
や

千
葉

県
鴨

川
市

に
避

難
し

て
い

た
社

会
福

祉
法

人
福

島
県

福
祉

事
業

協
会

（
知

的
障

害
者

・
知

的
障

害
児

施
設

等
を

運
営

）
か

ら
の

要
望

に
基

づ
き

、
そ

れ
ぞ

れ
職

員
を

派
遣

（
平

成
2
3

年
３

月
2
4

日
～

1
1

月

2
2

日
：

1
6

組
3
2

名
）

し
、

利
用

者
の

支
援

を
行

っ
た

。
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

労
働

政
策

研

究
・

研
修

機
構

 
 

 
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

既
定

の
「

消
防

計
画

」
及

び
「

緊
急

行
動

指
針

」
に

つ
い

て
、

東
日

本
大

震

災
の

教
訓

を
踏

ま
え

、
想

定
す

る
リ

ス
ク

を
よ

り
明

確
に

定
義

す
る

と
と

も

に
、

そ
の

対
応

に
つ

い
て

も
具

体
的

・
実

効
性

の
あ

る
も

の
に

見
直

す
こ

と
と

し
て

お
り

、
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
仮

称
）

の
策

定
も

含
め

、
現

在
機

構
内

で
内

容
の

検
討

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

電
話

連
絡

を
基

本
と

し
つ

つ
、

不
通

の
場

合
の

備
え

と
し

て
、

メ
ー

ル
や

イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

、
専

門
業

者
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

の
導

入
等

に
つ

い
て

検
討

中
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
等

の
帰

宅
困

難
化

 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

見
直

す
と

と
も

に
、

一
般

の
帰

宅
難

民
へ

の
支

援
の

あ
り

方
に

つ
い

て
も

今
後

検
討

を
行

う
予

定
。

 

労
働

者
健

康

福
祉

機
構

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
然

災
害

等
発

生
に

よ
り

病
院

機
能

に

及
ぼ

す
被

害
 

・
 

各
労

災
病

院
に

お
い

て
、

自
院

が
自

然
災

害
等

に
よ

り
被

災
し

た
場

合
に

お

け
る

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

津
波

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

を
策

定
し

、
病

院
機

能
の

維
持

を
図

る
。

 

自
然

災
害

等
発

生
に

伴
う

通
信

イ
ン

フ

ラ
の

回
線

制
限

に
よ

る
各

労
災

病
院

と

の
連

絡
困

難
 

・
 

本
部

及
び

各
病

院
に

お
い

て
、

災
害

時
優

先
電

話
を

設
置

し
て

い
る

。
 

・
 

災
害

発
生

時
に

お
け

る
通

信
用

機
材

と
し

て
、

携
帯

電
話

、
衛

星
電

話
、

ト

ラ
ン

シ
ー

バ
ー

、
ト

ラ
ン

シ
ー

バ
ー

用
充

電
器

、
公

衆
電

話
用

小
銭

、
移

動
通

信
機

能
付

き
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

、
移

動
通

信
機

能
付

き
プ

リ
ン

タ
等

を
設

置
。

 

自
然

災
害

等
発

生
に

伴
う

公
共

交
通

機

能
麻

痺
に

よ
る

職
員

の
帰

宅
困

難
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
に

備
え

、
非

常
用

食
糧

の
備

蓄
を

行
う

こ
と

と
し

た
。
 

自
然

災
害

等
発

生
に

伴
う

ラ
イ

フ
ラ

イ

ン
機

能
不

全
に

よ
る

病
院

機
能

の
低

下
 

・
 

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

停
止

に
備

え
、

携
帯

ラ
ジ

オ
、

乾

電
池

、
懐

中
電

灯
の

備
品

を
準

備
す

る
と

と
も

に
、

非
常

用
食

糧
の

備
蓄

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

被
災

に
よ

る
負

傷
者

受
入

等
に

伴
う

被

災
労

災
病

院
に

お
け

る
人

的
不

足
、

医
薬

品
・

食
糧

品
等

の
物

的
不

足
 

・
 

全
国

を
小

ブ
ロ

ッ
ク

に
分

け
、

被
災

労
災

病
院

が
所

在
す

る
小

ブ
ロ

ッ
ク

内

の
労

災
病

院
が

、
被

災
労

災
病

院
に

対
し

て
必

要
な

人
的

・
物

的
支

援
を

行
う

こ
と

と
し

て
お

り
、

ブ
ロ

ッ
ク

内
の

支
援

で
は

十
分

な
対

応
が

で
き

な
い

場
合

は
、

機
構

本
部

か
ら

全
国

の
労

災
病

院
に

対
し

て
必

要
な

指
示

を
す

る
。

 

・
 

機
構

本
部

か
ら

の
支

援
に

当
た

っ
て

は
、

被
災

地
等

の
情

報
を

的
確

に
分

析

し
情

報
を

発
信

す
る

と
と

も
に

、
医

薬
品

供
給

支
援

に
当

た
っ

て
は

、
全

国
規

模
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
有

す
る

業
者

と
連

携
体

制
の

構
築

に
努

め
る

。
 

地
震

に
伴

う
医

薬
品

容
器

・
棚

等
の

転

倒
・

落
下

破
損

等
に

よ
る

被
害

 

・
 

医
薬

品
容

器
・

棚
等

の
転

倒
、

落
下

防
止

対
策

を
実

施
。

（
医

薬
品

容
器

の

転
倒

・
落

下
防

止
と

し
て

、
保

管
棚

が
転

倒
し

て
も

引
き

出
し

が
開

か
な

い
仕

様
の

も
の

を
使

用
し

た
り

、
棚

の
医

薬
品

を
取

り
出

す
側

に
ワ

イ
ヤ

ー
等

を
張

っ
た

り
し

て
い

る
。

ま
た

、
重

量
の

あ
る

医
薬

品
に

つ
い

て
は

棚
の

下
段

に
保

管
し

て
い

る
。

医
薬

品
の

棚
は

、
天

井
や

壁
に

固
定

し
た

り
、

棚
同

士
を

器
材

で
連

結
し

た
り

し
て

、
転

倒
を

防
止

し
て

い
る

。
）

 

停
電

発
生

に
伴

う
医

療
機

器
設

備
等

の

停
止

に
よ

る
診

療
業

務
へ

の
影

響
 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

診
療

業
務

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
押

さ

え
ら

れ
る

よ
う

、
各

病
院

等
に

お
い

て
非

常
用

自
家

発
電

設
備

を
設

置
し

て
い

る
ほ

か
、

Ｃ
Ｖ

Ｃ
Ｆ

回
路

（
バ

ッ
テ

リ
ー

に
よ

る
無

停
電

コ
ン

セ
ン

ト
回

路
）

を
部

分
的

に
設

置
し

、
人

工
呼

吸
器

等
生

命
維

持
の

た
め

の
装

置
に

影
響

が
出

な
い

よ
う

対
策

を
講

じ
て

い
る

。
 

停
電

発
生

に
伴

う
サ

ー
バ

停
止

に
よ

る

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

業
務

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
抑

え
ら

れ

る
よ

う
、

各
施

設
に

お
い

て
自

動
的

に
非

常
用

電
源

や
無

停
電

電
源

装
置

に
切

り
替

え
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
い

る
。

 

自
然

災
害

等
発

生
に

よ
る

ｗ
ｅ

ｂ
サ

ー

バ
と

メ
ー

ル
サ

ー
バ

に
及

ぼ
す

被
害

 

・
 

ｗ
ｅ

ｂ
サ

ー
バ

と
メ

ー
ル

サ
ー

バ
を

外
部

委
託

し
て

、
震

度
６

強
の

耐
震

構

造
を

有
し

浸
水

・
急

傾
斜

・
崩

落
・

津
波

・
高

潮
・

液
状

化
発

生
の

危
険

区
域

外
の

立
地

で
あ

る
こ

と
な

ど
、

自
然

災
害

に
よ

る
影

響
を

最
小

限
に

抑
え

る
た

め
の

条
件

を
仕

様
に

明
確

に
記

載
し

、
そ

れ
を

満
た

す
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

の
ホ

ス
テ

ィ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

国
立

病
院

機

構
 

 
 

 
 

 
 

大
規

模
災

害
発

生
時

の
対

応
 

・
 

本
部

主
催

の
研

修
と

し
て

従
来

の
「

災
害

医
療

従
事

者
研

修
」

に
加

え
「

初

動
医

療
班

研
修

」
の

開
催

に
向

け
た

準
備

を
実

施
。

 

 
 

具
体

的
に

は
、

災
害

時
の

医
療

救
護

活
動

と
し

て
、

被
災

地
に

派
遣

す
る

初

動
医

療
班

の
研

修
を

実
施

し
、

災
害

対
応

能
力

の
充

実
を

図
る

た
め

、
研

修
内

容
を

検
討

。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

各
病

院
と

の
通

信
手

段
の

確
保

（
東

日
本

大
震

災
で

電
話

通
信

が
制

限
さ

れ
、

病
院

と
の

連
絡

が
困

難
と

な
っ

た
）

 

・
 

災
害

時
優

先
電

話
等

の
設

置
。

 

 
具

体
的

に
は

、
・

災
害

時
優

先
電

話
を

全
施

設
に

設
置

す
る

と
と

も
に

、
情

報
集

約
や

医
療

班
の

活
動

を
円

滑
に

す
る

必
要

性
か

ら
、

本
部

、
災

害
拠

点
病

院
及

び
D
M

A
T

を
有

す
る

病
院

を
中

心
に

衛
星

携
帯

電
話

を
設

置
。

ま
た

、
防

災
訓

練
時

に
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

間
で

衛
星

携
帯

電
話

を
用

い
た

通
信

訓
練

を
実

施
。

 

災
害

備
蓄

品
の

確
保

 

・
 

災
害

時
に

着
用

す
る

法
人

名
称

入
り

の
ジ

ャ
ン

パ
ー

を
新

た
に

保
有

す
る

と

と
も

に
、

5
0
0

食
分

の
食

料
品

等
を

購
入

し
、

3
0

人
規

模
の

医
療

班
の

一
週

間

分
の

食
料

品
を

常
時

備
蓄

。
ま

た
、

毛
布

、
寝

袋
等

に
つ

い
て

も
備

蓄
。

 

災
害

時
に

お
け

る
職

員
の

安
否

確
認

方

法
に

つ
い

て
 

・
 

災
害

時
に

電
話

等
が

通
信

制
限

さ
れ

た
場

合
に

お
け

る
職

員
の

安
否

確
認

方

法
の

導
入

。
 

 
具

体
的

に
は

、
携

帯
電

話
会

社
が

提
供

す
る

「
災

害
用

伝
言

板
」

と
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ

（
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
）

を
連

携
。

 

東
日

本
大

震
災

時
の

対
応

に
つ

い
て

 

・
 

発
災

直
後

よ
り

、
Ｄ

Ｍ
Ａ

Ｔ
に

よ
る

災
害

急
性

期
の

医
療

活
動

を
展

開
す

る

と
と

も
に

、
切

れ
目

の
な

い
医

療
支

援
活

動
の

た
め

医
療

班
を

継
続

的
に

派
遣

し
、

被
災

地
に

お
け

る
診

療
を

行
う

等
、

本
部

及
び

各
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

と
病

院
が

連
携

し
て

延
べ

約
１

万
人

日
の

職
員

を
被

災
地

、
被

災
地

域
外

の
避

難
所

等
に

派
遣

。
 

医
薬

品
医

療

機
器

総
合

機

構
 

 
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
水

道
等

の
イ

ン
フ

ラ
停

止
に

備
え

、
非

常

用
食

糧
、

毛
布

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

の
、

緊

急
連

絡
網

の
構

築
。

 

医
薬

基
盤

研

究
所

 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

所
内

に
お

け

る
窓

ガ
ラ

ス
の

飛
散

、
書

類
保

存
棚

等
の

転
倒

に
よ

る
人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

窓
ガ

ラ
ス

に
飛

散
防

止
フ

ィ
ル

ム
を

貼
る

と
と

も
に

、
書

類
保

存
棚

等
は

床

や
壁

に
金

具
で

固
定

し
た

。
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

実
験

室
内

に

お
け

る
試

薬
等

の
飛

散
、

実
験

器
具

の
破

損
等

に
よ

る
人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

試
薬

保
管

棚
等

の
転

倒
防

止
の

た
め

床
や

壁
に

金
具

で
固

定
し

た
。

ま
た

、

研
究

部
門

に
お

け
る

日
常

的
な

試
薬

・
実

験
機

器
の

安
全

対
策

意
識

を
向

す
る

の
た

め
、

年
度

当
初

の
総

合
教

育
訓

練
に

お
い

て
周

知
し

て
い

る
。

 

地
震

に
伴

う
容

器
の

破
損

等
に

よ
る

化

学
品

の
混

触
危

険
（

発
火

、
有

毒
ガ

ス
発

生
）

 

・
 

混
合

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

発
火

し
た

り
有

毒
ガ

ス
を

発
生

さ
せ

た
り

す
る

薬

品
同

士
に

つ
い

て
は

、
漏

洩
時

に
も

混
じ

り
合

う
こ

と
が

な
い

位
置

に
保

管
す

る
よ

う
周

知
し

て
い

る
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
実

験
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

温
度

管
理

が
必

要
な

実
験

設
備

が
停

止

し
な

い
よ

う
、

電
力

供
給

設
備

の
二

系
統

化
や

自
動

的
に

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
に

切
り

替
え

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

年
金

・
健

康
保

険
福

祉
施

設

整
理

機
構

 

地
震

等
に

よ
る

重
要

文
書

の
毀

損
・

散
逸

 
・

 
重

要
文

書
に

つ
い

て
は

、
地

震
等

に
よ

る
毀

損
・

散
逸

が
生

じ
な

い
よ

う
、

専
門

の
外

部
倉

庫
へ

保
管

を
委

託
し

て
い

る
。

 

年
金

積
立

金

管
理

運
用

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

地
震

発
生

に
備

え
、

最
小

限
の

業
務

継
続

の
た

め
の

「
業

務
継

続
計

画
」

を

策
定

し
、

役
職

員
へ

の
周

知
を

図
っ

た
。

 

地
震

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ

の
機

能
不

全
に

よ
る

業
務

継
続

困
難

化
 

・
 

従
来

か
ら

、
年

金
積

立
金

デ
ー

タ
管

理
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
バ

ッ
ク

ア

ッ
プ

機
能

を
有

し
て

い
た

が
、

法
人

Ｌ
Ａ

Ｎ
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
を

手
当

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
を

構
築

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
役

職
員

の
帰

宅
困

難
化

 

・
 

帰
宅

困
難

役
職

員
の

発
生

、
電

気
、

ガ
ス

、
水

道
等

の
イ

ン
フ

ラ
停

止
に

備

え
、

非
常

用
食

料
、

水
、

簡
易

ト
イ

レ
の

備
蓄

を
従

来
か

ら
実

施
。

 

地
震

発
生

時
の

通
信

イ
ン

フ
ラ

機
能

不

全
に

よ
る

役
職

員
の

安
否

確
認

困
難

 

・
 

携
帯

メ
ー

ル
を

活
用

し
た

「
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
」

を
導

入
す

る
こ

と
と

し

た
。

 

地
震

発
生

後
の

通
信

イ
ン

フ
ラ

機
能

不

全
に

よ
る

連
絡

困
難

 

・
 

停
電

時
直

通
外

線
電

話
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
衛

星
携

帯
電

話
の

配
備

に

向
け

た
準

備
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

地
震

時
に

お
け

る
負

傷
者

発
生

 
・

 
執

務
室

の
什

器
、

Ｏ
Ａ

機
器

等
の

転
倒

防
止

策
を

実
施

し
た

。
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

国
立

が
ん

研

究
セ

ン
タ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

津
波

に
伴

う
人

的
・

物
的

被
害

 

・
 

セ
ン

タ
ー

内
で

津
波

警
報

が
出

た
時

点
で

、
地

下
階

の
患

者
誘

導
班

を
設

置

し
、

今
後

、
津

波
避

難
訓

練
を

新
た

に
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

。
ま

た
、

地
下

階
か

ら
患

者
を

搬
送

す
る

担
架

な
ど

の
準

備
を

行
っ

た
。

 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

現
在

地
下

階
に

あ
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
実

験
デ

ー
タ

等
が

失
わ

れ

業
務

継
続

に
支

障
を

来
す

場
合

に
備

え
、

今
後

、
シ

ス
テ

ム
切

り
替

え
に

伴
い

上
層

階
に

移
動

さ
せ

る
た

め
の

計
画

を
進

め
て

い
る

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

・
 

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
内

運
営

業
者

と
協

定
を

締
結

し
、

災
害

時
・

緊
急

時
の

食

料
・

水
の

確
保

を
図

っ
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

携
帯

電
話

用
サ

イ
ト

及
び

メ
ー

リ
ン

グ
リ

ス
ト

を
整

備
し

た
。

 

・
 

災
害

時
等

に
お

け
る

診
療

体
制

の
確

保
を

図
る

た
め

、
医

師
等

に
Ｐ

Ｈ
Ｓ

を

常
時

携
帯

さ
せ

、
院

外
連

絡
体

制
の

整
備

を
図

っ
た

。
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

大
規

模
災

害
対

応
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

見
直

し
中

で
あ

る
。

 

停
電

発
生

へ
の

対
応

 

・
 

安
定

し
た

電
力

確
保

を
行

う
た

め
、

ガ
ス

に
よ

る
常

用
発

電
機

の
増

設
に

よ

り
、

安
定

供
給

の
確

保
を

図
る

。
 

・
 

病
院

機
能

及
び

温
度

管
理

が
必

要
な

実
験

設
備

が
停

止
し

な
い

よ
う

、
電

力

供
給

の
二

重
化

や
自

動
的

に
非

常
用

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

電
源

に
切

り
替

わ
る

シ

ス
テ

ム
を

導
入

予
定

。
 

患
者

情
報

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
に

つ
い

て
 

・
 

電
子

カ
ル

テ
更

新
に

よ
り

、
患

者
情

報
（

電
子

カ
ル

テ
情

報
）

の
バ

ッ
ク

ア

ッ
プ

の
外

部
委

託
化

を
予

定
。

 

地
震

に
伴

う
医

薬
品

容
器

・
棚

等
の

転

倒
・

落
下

破
損

等
に

よ
る

被
害

 
・

 
医

薬
品

容
器

・
棚

等
の

転
倒

、
落

下
防

止
対

策
を

実
施

。
 

国
立

循
環

器

病
研

究
セ

ン

タ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

に
伴

う
容

器
の

破
損

等
に

よ
る

化

学
品

の
混

触
危

険
（

発
火

、
有

毒
ガ

ス
発

生
）

 

・
 

有
機

溶
剤

や
特

定
化

学
物

質
な

ど
を

使
用

す
る

部
屋

と
し

て
、

壁
が

厚
く

耐

震
性

の
高

い
部

屋
に

共
通

薬
品

使
用

室
を

設
置

し
、

一
元

的
に

廃
液

保
管

を
行

う
こ

と
で

リ
ス

ク
が

分
散

化
す

る
の

を
防

い
で

い
る

。
 

地
震

に
よ

る
、

生
態

系
へ

の
影

響
や

人
間

に
対

す
る

健
康

被
害

を
生

じ
さ

せ
る

可

能
性

の
あ

る
実

験
動

物
、

遺
伝

子
組

み
換

え
生

物
、

生
体

資
料

等
の

流
失

 

・
 

実
験

動
物

及
び

遺
伝

子
組

み
換

え
生

物
の

飼
育

施
設

を
そ

れ
ぞ

れ
建

物
の

最

上
階

及
び

最
上

階
と

直
近

下
階

に
設

け
、

出
入

り
に

つ
い

て
は

使
用

者
を

特
定

し
た

カ
ー

ド
キ

ー
に

よ
る

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

シ
ス

テ
ム

と
し

て
お

り
、

容
易

に
外

部
に

実
験

動
物

等
が

逃
げ

出
せ

な
い

仕
組

み
と

し
て

い
る

。
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

実
験

室
内

に

お
け

る
試

薬
等

の
飛

散
、

実
験

器
具

の
破

損
等

に
よ

る
人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

労
働

安
全

衛
生

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

よ
る

施
設

内
の

ラ
ウ

ン
ド

調
査

を
実

施

し
、

地
震

等
の

際
に

転
倒

等
の

恐
れ

が
あ

る
と

指
摘

さ
れ

た
薬

品
棚

や
キ

ャ
ビ

ネ
ッ

ト
等

に
つ

い
て

、
金

具
固

定
等

の
地

震
等

対
策

整
備

を
行

っ
た

。
そ

の
後

は
、

毎
月

、
安

全
衛

生
委

員
に

よ
る

安
全

パ
ト

ロ
ー

ル
に

お
い

て
必

ず
落

下
・

転
倒

の
危

険
性

が
あ

る
も

の
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、

必
要

の
都

度
対

策
を

講
じ

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

施
設

内
の

部

署
間

連
絡

困
難

 

・
 

電
話

交
換

機
が

故
障

し
、

施
設

内
の

Ｐ
Ｈ

Ｓ
が

使
用

で
き

な
く

な
っ

た
場

合

に
、

無
線

機
に

よ
る

連
絡

を
可

能
と

し
て

い
る

。
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

災
害

対
応

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
各

部
署

に
備

え
て

い
る

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
外

務
省

の
渡

航
規

制
の

対
象

と

な
る

国
が

発
表

さ
れ

、
当

該
対

象
国

に
出

張
中

の
職

員
が

帰
国

し
た

と
き

は
、

当
該

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
潜

伏
期

間
と

さ
れ

る
日

数
に

つ
い

て
、

出
勤

停
止

（
特

別
休

暇
）

を
要

請
す

る
こ

と
に

し
て

い
る

。
 

地
震

等
災

害
発

生
時

の
非

常
用

自
家

発

電
装

置
に

か
か

る
燃

料
確

保
困

難
 

・
 

セ
ン

タ
ー

の
運

営
機

能
を

最
低

限
維

持
す

る
た

め
、

非
常

時
に

自
家

発
電

装

置
を

稼
働

さ
せ

る
装

置
を

設
置

し
て

い
る

。
こ

の
装

置
を

稼
働

さ
せ

る
た

め
の

燃
料

を
３

日
間

程
度

備
蓄

し
て

い
た

が
、
1
1

日
間

程
度

の
燃

料
を

保
管

す
る

こ

と
と

し
た

。
 

地
震

等
災

害
発

生
時

の
設

備
破

壊
に

よ

る
機

能
不

全
 

・
 

地
震

等
に

よ
り

イ
ン

フ
ラ

が
破

壊
さ

れ
た

場
合

を
想

定
し

、
セ

ン
タ

ー
の

設

備
が

賄
え

る
機

能
を

調
査

し
、

予
想

さ
れ

る
状

況
を

職
員

へ
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
セ

ン
タ

ー
が

設
置

す
る

設
備

の
再

点
検

を
行

い
、

老
朽

化
し

た
部

品
等

の
交

換
を

行
い

、
稼

働
の

信
頼

性
を

高
め

た
。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

停
電

発
生

に
伴

う
診

療
業

務
及

び
研

究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

生
命

維
持

装
置

や
温

度
管

理
が

必
要

な

実
験

設
備

な
ど

が
停

止
し

な
い

よ
う

、
電

力
供

給
の

二
系

統
化

や
非

常
用

自
家

発
電

装
置

に
切

り
替

え
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
い

る
。

ま
た

、
そ

の
時

の
優

先
度

に
よ

り
、

選
択

的
な

電
力

供
給

を
実

施
す

る
。

な
お

、
電

子
カ

ル
テ

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
非

常
用

自
家

発
電

装
置

に
よ

る
電

力
供

給
が

で
き

な
い

た

め
、

伝
票

に
よ

る
運

用
と

し
て

い
る

。
 

国
立

精
神

・
神

経
医

療
研

究

セ
ン

タ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

停
電

発
生

に
伴

う
設

備
の

停
止

に
よ

る

セ
ン

タ
ー

業
務

（
診

療
・

研
究

）
及

び
患

者
様

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

病
院

機
能

及
び

温
度

管
理

が
必

要
な

実

験
設

備
が

停
止

し
な

い
よ

う
、

電
力

供
給

の
二

系
統

化
（

非
常

用
発

電
機

、
ガ

ス
コ

ー
ジ

ェ
ネ

レ
ー

シ
ョ

ン
設

備
）

や
自

動
的

に
非

常
用

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

電
源

に
切

り
替

わ
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
い

る
。

 

地
震

に
伴

う
容

器
の

転
倒

、
破

損
等

に
よ

る
有

機
溶

媒
、

消
毒

用
ア

ル
コ

ー
ル

、
化

学
品

、
毒

劇
物

薬
品

等
の

漏
出

危
険

（
発

火
、

有
毒

ガ
ス

、
揮

発
性

ガ
ス

発
生

）
 

・
 

漏
出

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
発

火
し

た
り

有
毒

ガ
ス

を
発

生
さ

せ
た

り
す

る

薬
品

が
薬

品
棚

か
ら

落
下

・
転

倒
し

な
い

よ
う

に
す

る
、

必
要

最
小

限
の

備
蓄

を
す

る
対

策
を

実
施

し
た

。
 

・
 

混
合

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

発
火

し
た

り
有

毒
ガ

ス
を

発
生

さ
せ

た
り

す
る

薬

品
の

破
損

に
よ

る
漏

え
い

が
な

い
よ

う
に

、
転

倒
防

止
柵

及
び

薬
品

ビ
ン

保
護

カ
バ

ー
の

装
着

を
行

っ
て

い
る

。
種

別
に

危
険

物
貯

蔵
庫

の
個

別
の

部
屋

で
保

管
を

行
っ

て
い

る
。

毒
劇

物
は

カ
ギ

の
か

か
る

金
属

製
保

管
庫

に
保

管
し

て
い

る
。

 

・
 

沸
点

の
低

い
有

機
溶

剤
の

流
出

に
よ

る
発

火
や

、
ホ

ル
ム

ア
ル

デ
ヒ

ド
有

毒

ガ
ス

を
発

生
さ

せ
た

り
す

る
化

学
薬

品
が

保
管

庫
か

ら
飛

び
だ

し
て

破
損

す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
カ

ギ
付

き
の

専
用

薬
品

庫
で

保
管

し
て

い
る

。
 

地
震

等
に

よ
り

法
人

の
所

有
す

る
サ

ー

バ
が

機
能

不
全

と
な

る
こ

と
に

よ
る

業

務
継

続
の

困
難

化
 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
シ

ス
テ

ム
停

止
や

デ
ー

タ
欠

損
等

の
事

象
発

生

に
備

え
、

日
次

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
取

得
し

て
い

る
。

 

・
 

主
要

な
サ

ー
バ

の
電

源
を

保
安

電
源

に
接

続
す

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

イ
ン

フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機
能

の

低
下

 

・
 

通
信

イ
ン

フ
ラ

に
は

、
国

立
情

報
学

研
究

所
（

Ｎ
Ｉ

Ｉ
）

が
構

築
、

運
用

し

て
い

る
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

あ
る

学
術

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
Ｓ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｔ

）
を

選
択

し
接

続
し

て
い

る
。

 

風
水

害
に

伴
う

危
険

物
の

流
出

、
実

験
動

物
の

逸
走

等
 

・
 

飼
育

室
毎

に
部

屋
を

密
閉

す
る

扉
が

設
置

さ
れ

て
い

る
他

に
廊

下
や

エ
リ

ア

へ
の

入
退

室
口

に
も

密
閉

扉
が

設
置

さ
れ

て
お

り
、

動
物

の
逸

走
防

止
の

た
め

に
複

数
の

バ
リ

ア
構

造
に

な
っ

て
い

る
。

 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

実
験

室
内

に

お
け

る
試

薬
等

の
飛

散
、

実
験

器
具

の
破

損
等

に
よ

る
人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

研
究

部
門

に
お

け
る

試
薬

管
理

等
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
徹

底
に

努
め

て

い
る

。
ま

た
、

研
究

部
門

に
お

け
る

試
薬

管
理

等
の

日
常

的
な

管
理

意
識

向
上

の
た

め
、

研
究

室
内

及
び

入
口

に
啓

発
用

の
貼

り
紙

等
を

行
っ

て
い

る
。

危
険

物
等

の
在

庫
記

録
を

保
管

し
、

管
理

を
行

っ
て

い
る

。
 

地
震

、
津

波
に

よ
る

、
生

態
系

へ
の

影
響

や
人

間
に

対
す

る
健

康
被

害
を

生
じ

さ

せ
る

可
能

性
の

あ
る

実
験

動
物

、
遺

伝
子

組
み

換
え

生
物

、
生

体
資

料
等

の
流

失
 

・
 

実
験

動
物

お
よ

び
遺

伝
子

組
み

換
え

生
物

を
飼

育
し

て
い

る
飼

育
ラ

ッ
ク

が

転
倒

し
て

飼
育

動
物

が
ケ

ー
ジ

か
ら

外
へ

出
な

い
よ

う
に

、
飼

育
ラ

ッ
ク

へ
耐

震
金

具
を

設
置

し
て

い
る

。
ま

た
、

飼
育

室
の

出
入

り
口

に
は

動
物

逸
走

防
止

の
た

め
に

ネ
ズ

ミ
返

し
を

設
置

し
て

い
る

が
、

設
置

状
態

の
点

検
を

入
退

室
毎

に
実

施
す

る
こ

と
を

作
業

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

明
記

し
研

究
員

、
飼

育
員

に
徹

底
し

て
い

る
。

飼
育

室
毎

に
部

屋
を

密
閉

す
る

扉
が

設
置

さ
れ

て
い

る
他

に
廊

下
や

エ
リ

ア
へ

の
入

退
室

口
に

も
密

閉
扉

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
動

物
の

逸
走

防
止

の
た

め
に

複
数

の
バ

リ
ア

構
造

に
な

っ
て

い
る

。
 

・
 

遺
伝

子
組

換
え

生
物

を
含

む
モ

デ
ル

動
物

に
つ

い
て

は
、

全
て

耐
震

性
が

高

い
動

物
実

験
施

設
で

飼
育

し
て

い
る

。
そ

れ
以

外
の

大
腸

菌
な

ど
の

遺
伝

子
組

換
え

生
物

に
つ

い
て

は
、

耐
震

性
の

高
い

建
造

物
に

あ
る

各
研

究
室

で
保

管
リ

ス
ト

を
作

成
し

、
厳

重
に

管
理

し
て

い
る

。
 

国
立

国
際

医

療
研

究
セ

ン

タ
ー

 

強
震

度
地

震
に

よ
る

大
型

医
療

機
器

（
Ｃ

Ｔ
／

Ｍ
Ｒ

Ｉ
／

Ｐ
Ｅ

Ｔ
／

Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｃ

Ｔ

／
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ａ
Ｃ

等
々

）
の

損
傷

に
伴

う
放

射
線

診
断

・
治

療
業

務
の

遂
行

不
能

 

・
 

各
装

置
毎

に
災

害
時

の
機

器
点

検
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

直
し

、
予

想
さ

れ
る

損

傷
・

故
障

へ
の

対
応

策
の

再
検

討
、

及
び

画
像

配
信

方
法

に
付

い
て

も
対

応
策

を
再

検
討

し
た

。
 

災
害

時
、

ス
タ

ッ
フ

へ
の

緊
急

連
絡

が
携

帯
電

話
の

不
通

等
で

連
絡

手
段

が
な

く

連
絡

網
が

使
用

で
き

な
く

な
る

。
 

 

・
 

ス
タ

ッ
フ

全
員

へ
、

災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
利

用
の

周
知

徹
底

を
し

た
。

 

・
 

病
院

よ
り

住
居

が
徒

歩
一

時
間

以
内

の
者

は
、

緊
急

時
は

速
や

か
に

登
院

す

る
旨

を
提

言
。

 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

災
害

時
の

長
時

間
停

電
に

よ
る

放
射

線

診
療

業
務

の
停

止
 

・
 

長
時

間
停

電
に

よ
り

、
自

家
発

電
機

能
も

使
用

で
き

な
く

な
っ

た
場

合
、

オ

ー
ダ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
全

て
が

停
止

、
ま

た
は

、
全

て
の

装
置

が
使

用
で

き
な

く
な

っ
た

場
合

、
撮

影
か

ら
画

像
配

信
ま

で
、

す
べ

て
バ

ッ
テ

リ
ー

使
用

に
て

放
射

線
診

療
が

可
能

な
シ

ス
テ

ム
導

入
の

検
討

。
 

押
し

寄
せ

る
放

射
線

被
曝

疑
い

の
市

民

へ
の

サ
ー

ベ
イ

対
応

 

・
 

放
射

能
汚

染
が

発
生

し
た

場
合

、
多

数
の

被
曝

に
不

安
を

持
つ

市
民

が
殺

到

す
る

事
が

予
想

さ
れ

、
昨

年
３

/
1
4
～

一
週

間
程

度
の

間
、

実
際

に
福

島
地

方

よ
り

避
難

さ
れ

て
き

た
4
2

名
の

住
民

の
サ

ー
ベ

イ
を

放
射

線
技

師
が

行
っ

た
。 

大
事

故
災

害
発

生
時

の
対

応
に

つ
い

て
 

・
 

「
生

存
被

害
者

の
数

、
重

傷
度

、
種

類
ま

た
は

発
生

場
所

の
た

め
保

健
医

療

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
特

別
な

準
備

が
必

要
と

さ
れ

る
事

象
」

を
大

事
故

災
害

と
定

義
し

、
対

応
初

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
策

定
し

て
い

る
。

ま
た

、
年

一
回

の
災

害
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

。
 

地
震

に
伴

う
建

物
の

破
損

等
の

被
害

（
建

築
設

備
の

被
害

を
含

む
）

及
び

そ
れ

に
伴

う
人

的
被

害
（

ガ
ラ

ス
破

損
に

よ
る

負
傷

等
の

直
接

的
被

害
、

ま
た

は
、

家
具

（
医

療
機

器
含

む
）

の
転

倒
や

供
給

設
備

の
破

断
な

ど
に

よ
り

医
療

活
動

の
継

続
が

困

難
に

な
っ

た
た

め
入

院
患

者
の

症
状

が

悪
化

す
る

な
ど

の
間

接
的

被
害

）
 

・
 

新
中

央
棟

（
全

病
床

8
0
1

床
中

7
8
1

床
を

収
容

す
る

ほ
か

、
救

急
部

門
・

外
来

部
門

・
手

術
部

門
・

放
射

線
診

断
部

門
・

検
査

部
門

等
を

配
置

）
に

つ
い

て
、

免
震

構
造

と
す

る
こ

と
で

、
大

地
震

時
の

揺
れ

を
低

減
し

、
建

物
本

体
及

び
設

備
機

器
等

の
被

害
の

軽
減

を
図

り
、

ひ
い

て
は

人
的

被
害

の
生

じ
る

可
能

性
の

低
減

、
医

療
活

動
の

継
続

性
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
 

地
震

及
び

そ
の

他
自

然
災

害
等

が
研

究

所
で

発
生

し
た

場
合

の
対

応
に

つ
い

て
 

・
 

火
災

・
震

災
発

生
時

の
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
病

原
体

等
/
遺

伝
子

組
換

え
生

物
等

な
ど

に
よ

る
汚

染
の

拡
大

等
の

防
止

な
ど

に
取

り
組

ん
で

い

る
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

伴
う

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
の

潜
伏

期

間
と

さ
れ

て
い

る
日

数
に

つ
い

て
、

病
院

職
員

の
出

勤
停

止
等

を
要

請
し

て
い

る
。

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
感

染
の

恐
れ

が
あ

る
患

者
が

来

院
し

た
際

に
、

医
療

従
事

者
及

び
他

の
患

者
へ

の
感

染
を

防
止

す
る

た
め

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

各
部

門
へ

配
布

し
た

。
 

原
子

力
事

故
の

発
生

に
伴

う
人

的
被

害
 

・
 

福
島

第
一

原
発

の
事

故
を

契
機

に
、

放
射

線
障

害
予

防
規

程
に

基
づ

き
策

定

し
て

い
る

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

、
被

爆
者

の
搬

入
を

想
定

し
た

サ
ー

ベ
イ

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

追
加

し
た

。
 

地
震

等
に

よ
る

毒
劇

物
容

器
の

破
損

 

・
 

劇
毒

物
保

管
庫

は
容

器
が

ぶ
つ

か
っ

て
破

損
し

な
い

よ
う

に
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク

仕
切

り
が

あ
る

が
、

更
に

紙
の

仕
切

り
を

追
加

し
て

破
損

防
止

対
策

を
し

た
。

ま
た

、
混

じ
っ

て
有

毒
ガ

ス
が

発
生

す
る

も
の

は
位

置
を

離
し

て
保

管
し

た
。

 

地
震

に
伴

う
医

薬
品

容
器

の
落

下
破

損

等
に

よ
る

被
害

 
・

 
医

薬
品

容
器

の
転

倒
、

落
下

防
止

の
た

め
棚

に
落

下
防

止
柵

の
設

置
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
薬

剤
部

門
シ

ス
テ

ム

の
停

止
に

よ
る

業
務

へ
の

影
響

 
・

 
重

要
な

機
器

類
を

安
全

に
稼

働
す

る
た

め
に

保
安

電
源

の
利

用
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
診

療
業

務
の

停
止

に

よ
る

患
者

サ
ー

ビ
ス

へ
の

影
響

 

・
 

放
射

線
診

療
部

門
で

は
、

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

で
も

直
ぐ

に
電

源

が
落

ち
な

い
よ

う
に

装
置

保
護

の
た

め
の

無
停

電
装

置
の

増
設

及
び

点
検

項

目
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
医

療
機

器
設

備
等

の

停
止

に
よ

る
診

療
業

務
へ

の
影

響
 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

診
療

業
務

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
押

さ

え
ら

れ
る

よ
う

、
自

家
発

電
装

置
及

び
無

停
電

電
源

設
備

の
増

設
を

図
る

。
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
集

団
感

染
に

伴

う
業

務
継

続
の

困
難

化
 

・
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
患

者
食

を
提

供
す

る
部

門
の

職
員

が

出
勤

停
止

と
な

っ
た

場
合

の
対

応
に

つ
い

て
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
作

成
し

た
。

 

地
震

、
風

水
害

等
大

規
模

災
害

発
生

に
伴

う
事

業
所

（
建

物
・

医
療

機
器

・
備

品
等

）

の
損

壊
等

に
伴

う
機

能
不

全
 

・
 

教
室

、
講

堂
等

の
雨

漏
り

や
、

外
壁

の
修

繕
、

実
習

室
、

実
験

室
等

の
医

療

機
器

に
つ

い
て

、
今

後
早

急
に

対
応

が
見

込
ま

れ
る

も
の

の
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
を

行
っ

た
。

 

地
震

、
風

水
害

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能
麻

痺
に

よ
る

職
員

・
学

生
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

な
職

員
及

び
学

生
の

電
気

、
水

道
等

の
イ

ン
フ

ラ
停

止
に

備
え

、

非
常

用
の

自
家

発
電

機
の

整
備

、
水

、
食

料
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

た
。

 

国
立

成
育

医

療
研

究
セ

ン

タ
ー

 

 
 

 
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
に

お
け

る

学
籍

管
理

シ
ス

テ
ム

の
機

能
不

全
に

業

務
継

続
の

困
難

化
 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
学

生
の

学
籍

デ
ー

タ
等

が
失

わ
れ

業
務

継
続

に

支
障

を
来

す
場

合
に

備
え

、
シ

ス
テ

ム
の

ク
ラ

ウ
ド

化
等

に
管

理
す

る
方

式
に

変
更

す
る

等
の

検
討

を
行

っ
て

い
る

。
 

Ｄ
－

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

速
や

か
な

派
遣

が
行

え

る
か

ど
う

か
 

・
 

震
災

後
、

Ｄ
－

Ｍ
Ａ

Ｔ
隊

２
チ

ー
ム

を
災

害
対

策
拠

点
地

へ
派

遣
し

た
。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

 
 

 
 

Ｄ
－

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

速
や

か
な

派
遣

が
行

え

る
か

ど
う

か
 

・
 

Ｄ
－

Ｍ
Ａ

Ｔ
の

整
備

及
び

充
実

。
 

災
害

時
の

院
内

対
策

を
統

一
し

て
行

え

る
か

ど
う

か
 

・
 

災
害

マ
ニ

ュ
ア

ル
Ｗ

Ｇ
を

立
ち

上
げ

、
半

年
間

（
計

６
回

）
に

わ
た

り
検

討

し
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

完
成

さ
せ

た
。

 

災
害

時
に

、
迅

速
か

つ
適

切
な

対
応

が
行

え
る

か
ど

う
か

 

・
 

2
4

年
度

は
災

害
マ

ニ
ュ

ア
ル

Ｗ
Ｇ

を
災

害
対

策
Ｗ

Ｇ
に

切
り

替
え

、
災

害
時

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

て
い

る
。

今
秋

、
各

部
署

に
お

い
て

定
期

的
に

災
害

対
策

訓
練

を
予

定
。

 

災
害

時
の

医
療

活
動

の
継

続
に

関
す

る

困
難

 

・
 

情
報

管
理

及
び

診
療

業
務

補
助

の
対

策
と

し
て

コ
ー

ジ
ェ

ネ
（

非
常

用
電

源
）

を
整

備
し

た
。

 

災
害

時
の

医
療

活
動

の
継

続
に

関
す

る

困
難

 
・

 
無

停
電

電
源

装
置

の
稼

働
時

間
を

延
長

処
理

し
た

。
 

災
害

時
の

院
内

物
品

の
落

下
の

リ
ス

ク
 

・
 

病
棟

内
に

お
け

る
転

倒
防

止
対

策
と

し
て

キ
ャ

ビ
ネ

ッ
ト

類
の

耐
震

固
定

を

行
っ

た
。

 

ト
リ

ア
ー

ジ
を

迅
速

に
行

え
る

か
ど

う

か
 

・
 

電
子

カ
ル

テ
の

診
療

情
報

を
明

確
化

す
る

為
に

ト
リ

ア
ー

ジ
情

報
を

区
別

で

き
る

よ
う

し
た

。
 

患
者

情
報

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
に

つ
い

て
 

・
 

ｗ
ｅ

ｂ
サ

ー
バ

と
メ

ー
ル

サ
ー

バ
を

外
部

委
託

予
定

。
 

震
災

等
に

よ
る

法
人

の
所

有
す

る
サ

ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

震
災

以
前

よ
り

記
述

用
電

子
カ

ル
テ

情
報

と
参

照
用

電
子

カ
ル

テ
情

報
の

保

存
を

、
サ

ー
バ

を
２

つ
に

分
け

て
行

っ
て

い
る

。
 

地
震

に
伴

う
容

器
の

破
損

等
に

よ
る

化

学
品

の
混

触
危

険
 

・
 

薬
品

同
士

が
万

一
の

漏
洩

時
に

も
混

じ
り

合
う

こ
と

が
な

い
位

置
に

保
管

さ

れ
て

い
る

か
調

査
を

行
う

予
定

。
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
で

共
有

し
た

。
 

国
立

長
寿

医

療
研

究
セ

ン

タ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

に
伴

う
容

器
の

破
損

等
に

よ
る

化

学
品

の
混

触
危

険
（

発
火

、
有

毒
ガ

ス
発

生
）

 

・
 

地
震

に
よ

り
容

器
が

破
損

等
で

混
合

す
る

こ
と

に
よ

り
発

火
や

有
毒

ガ
ス

を

発
生

す
る

薬
品

の
保

管
方

法
を

検
討

。
 

地
震

に
よ

る
、

生
態

系
へ

の
影

響
や

人
間

に
対

す
る

健
康

被
害

を
生

じ
さ

せ
る

可

能
性

の
あ

る
実

験
動

物
、

遺
伝

子
組

み
換

え
生

物
、

生
体

資
料

等
の

紛
失

 

・
 

実
験

動
物

を
扱

う
実

験
室

は
一

個
所

に
集

中
し

て
い

る
た

め
、

新
動

物
実

験

棟
の

新
築

に
合

わ
せ

分
散

化
を

検
討

。
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

実
験

室
内

に

お
け

る
試

薬
等

の
飛

散
、

実
験

器
具

の
破

損
等

に
よ

る
人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

研
究

部
門

に
お

け
る

試
薬

管
理

等
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
。

 

３
連

動
地

震
大

規
模

災
害

に
伴

う
事

業

所
の

損
壊

等
に

よ
る

機
能

不
全

 

・
 

東
南

海
大

規
模

地
震

（
震

度
６

強
）

を
想

定
し

た
場

合
の

建
物

の
被

害
と

出

火
を

想
定

し
た

訓
練

を
実

施
。

地
震

発
生

時
の

被
災

状
況

の
把

握
、

入
院

患
者

の
人

命
救

助
、

初
期

消
火

を
に

つ
い

て
訓

練
を

実
施

し
た

。
 

停
電

発
生

に
伴

う
病

院
業

務
及

び
実

験

設
備

の
停

止
に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影

響
 

・
 

停
電

に
備

え
、

温
度

管
理

が
必

要
な

実
験

設
備

に
は

、
自

家
発

電
装

置
に

よ

る
電

源
確

保
を

し
て

い
る

。
病

院
用

の
自

家
発

電
装

置
は

５
台

設
置

し
て

お

り
、

外
来

棟
に

つ
い

て
は

、
ボ

イ
ラ

ー
の

燃
料

タ
ン

ク
と

連
結

す
る

こ
と

に
よ

り
、

最
大

３
日

の
燃

料
を

確
保

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

と
な

る
恐

れ
の

あ
る

職
員

に
対

す
る

情
報

の
提

供
、

各
職

場
長

へ

の
帰

宅
困

難
者

対
策

実
施

の
指

示
等

を
防

災
規

程
に

盛
り

込
ん

で
い

る
。

 

地
震

発
生

及
び

風
水

害
に

よ
る

患
者

用

備
蓄

品
に

つ
い

て
 

・
 

患
者

用
災

害
備

蓄
食

糧
と

し
て

、
乾

パ
ン

、
パ

ン
缶

、
フ

ル
ー

ツ
缶

、
お

か

ず
缶

（
３

種
類

）
、

ア
ル

フ
ァ

ー
米

を
５

食
分

備
蓄

。
 

  
 

農
林

水
産

省
所

管
法

人
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

農
林

水
産

消

費
安

全
技

術

セ
ン

タ
ー

 

 
 

 
 

 
 

 
 

災
害

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ

の
機

能
不

全
に

よ
る

業
務

継
続

の
困

難

化
 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
業

務
運

営
上

の
デ

ー
タ

等
が

失
わ

れ
る

こ
と

の

な
い

よ
う

、
無

停
電

電
源

装
置

（
Ｕ

Ｐ
Ｓ

）
を

設
置

。
 

災
害

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ

の
機

能
不

全
に

よ
る

業
務

継
続

の
困

難

化
 

・
 

本
部

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
、

通
信

デ
ー

タ
等

が
失

わ
れ

業
務

継
続

に

支
障

を
き

た
す

場
合

に
備

え
、

本
部

以
外

の
拠

点
で

デ
ー

タ
等

を
管

理
す

る
仕

組
み

を
検

討
中

。
 

地
震

等
に

よ
る

バ
イ

オ
施

設
の

被
害

（
病

原
体

等
の

流
出

）
 

・
 

検
査

室
等

及
び

管
理

区
域

内
の

吸
排

気
系

の
閉

鎖
。

可
能

な
範

囲
内

で
の

病

原
微

生
物

等
の

待
避

及
び

隔
離

。
 

地
震

等
に

伴
う

薬
品

類
、

高
圧

ガ
ス

ボ
ン

ベ
等

の
転

倒
等

に
よ

る
爆

発
等

 

・
 

薬
品

類
・

高
圧

ガ
ス

ボ
ン

ベ
等

の
固

定
の

徹
底

を
図

る
と

と
も

に
、

安
全

衛

生
委

員
会

の
委

員
及

び
産

業
医

が
職

場
巡

視
を

定
期

的
に

行
い

、
問

題
点

に
つ

い
て

の
改

善
指

示
と

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

実
施

。
 

原
子

力
発

電
所

事
故

に
伴

う
放

射
線

調

査
等

に
よ

る
人

的
被

害
 

・
 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

伴
う

飼
料

等
に

お
け

る
放

射

線
調

査
等

に
対

し
て

、
使

い
捨

て
作

業
服

、
防

塵
マ

ス
ク

、
ゴ

ー
グ

ル
、

手
袋

等
の

着
用

を
義

務
づ

け
る

と
と

も
に

、
作

業
の

前
後

で
Ｇ

Ｍ
サ

ー
ベ

イ
メ

ー
タ

ー
を

使
用

し
、

職
員

の
被

爆
線

量
の

測
定

等
を

行
う

等
、

職
員

の
安

全
と

健
康

管
理

に
留

意
。

 

種
苗

管
理

セ

ン
タ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

平
成

2
4

年
２

月
1
4

日
に

独
立

行
政

法
人

種
苗

管
理

セ
ン

タ
ー

リ
ス

ク
管

理

規
程

を
制

定
し

、
当

法
人

の
業

務
運

営
に

お
い

て
発

生
し

う
る

リ
ス

ク
の

評

価
、

防
止

策
等

に
つ

い
て

、
リ

ス
ク

管
理

委
員

会
に

お
い

て
審

議
等

を
行

う
。

 

・
 

ま
た

、
危

機
発

生
時

に
は

リ
ス

ク
管

理
委

員
会

を
対

策
本

部
と

し
て

設
置

し
、

情
報

収
集

及
び

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

地
震

発
生

時
の

対
応

に
つ

い
て

 

・
 

平
成

2
3

年
４

月
８

日
に

地
震

発
生

時
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
本

所
）

を
制

定

し
、

本
所

に
お

い
て

震
度

５
強

以
上

の
強

い
地

震
が

発
生

し
た

場
合

に
、

迅
速

か
つ

的
確

な
初

動
が

図
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

本
所

・
場

所
と

の
連

絡
の

困
難

化
 

・
 

固
定

電
話

回
線

に
加

え
、

業
務

用
携

帯
電

話
及

び
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

電
話

を

導
入

し
た

。
 

停
電

発
生

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ

ー
バ

の
機

能
不

全
に

よ
る

業
務

継
続

の

困
難

化
 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
業

務
運

営
上

の
デ

ー
タ

等
が

失
わ

れ
る

こ
と

の

な
い

よ
う

、
無

停
電

電
源

装
置

（
Ｕ

Ｐ
Ｓ

）
を

設
置

し
た

。
 

沖
縄

農
場

に
お

け
る

気
象

災
害

（
台

風
）

対
策

に
つ

い
て

 

・
 

さ
と

う
き

び
原

原
種

生
産

を
担

う
沖

縄
農

場
は

台
風

の
常

襲
地

帯
に

位
置

す

る
た

め
、

台
風

の
接

近
･通

過
は

役
職

員
等

の
人

命
・

身
体

、
施

設
・

設
備

等
の

資
産

の
損

失
・

被
害

、
さ

と
う

き
び

原
原

種
生

産
業

務
継

続
困

難
を

も
た

ら
す

。

特
に

平
成

2
2
、

2
3

年
度

に
お

け
る

台
風

被
害

が
甚

大
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

平
成

2
4

年
６

月
に

気
象

災
害

（
台

風
）

リ
ス

ク
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
制

定
し

、

迅
速

か
つ

適
切

な
初

動
対

応
が

図
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
。

 

病
害

虫
の

発
生

に
よ

る
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

ば
れ

い
し

ょ
原

原
種

生
産

に
甚

大
な

被
害

を
及

ぼ
す

ジ
ャ

ガ
イ

モ
シ

ス
ト

セ

ン
チ

ュ
ウ

の
発

生
は

、
当

法
人

の
業

務
継

続
に

重
大

な
脅

威
を

及
ぼ

す
こ

と
か

ら
、

ジ
ャ

ガ
イ

モ
シ

ス
ト

セ
ン

チ
ュ

ウ
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
制

定
し

、
発

生
又

は
そ

の
疑

い
が

生
じ

た
場

合
に

、
迅

速
か

つ
的

確
な

初
動

対
応

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

検
査

室
内

に

お
け

る
危

険
物

等
（

毒
･劇

物
）

容
器

破
損

等
に

よ
る

人
的

被
害

の
発

生
 

・
 

危
険

物
等

の
保

管
庫

の
転

倒
防

止
措

置
（

床
や

壁
に

金
具

で
固

定
す

る
。

又

は
転

倒
防

止
棒

の
設

置
）

の
他

、
容

器
が

保
管

庫
内

で
転

倒
し

な
い

よ
う

、
仕

切
り

板
の

あ
る

ト
レ

ー
に

収
納

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

業
務

上
の

必
要

性
か

ら
使

用
・

保
管

す
る

危
険

物
等

（
遺

伝
子

組
換

え
植

物
）

の
地

震
等

災
害

発
生

に
よ

る
紛

失
・

流
失

等
 

・
 

遺
伝

子
組

換
え

植
物

の
検

査
、

検
出

技
術

の
熟

練
度

試
験

で
供

試
し

た
植

物

体
や

操
作

に
用

い
た

チ
ッ

プ
・

チ
ュ

ー
ブ

等
の

廃
棄

に
つ

い
て

は
、

品
質

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

種
苗

法
に

基
づ

く
指

定
種

苗
及

び
依

頼
検

査
等

）
に

基
づ

き
、

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
に

よ
る

熱
処

理
を

行
い

不
活

化
さ

せ
た

上
で

廃
棄

を
行

う

こ
と

と
し

た
。

 

家
畜

改
良

セ

ン
タ

ー
 

 
 

 
 

 
 

地
震

発
生

時
の

毒
劇

物
の

取
扱

い
 

・
 

発
生

後
（

長
期

避
難

の
場

合
）

の
対

応
を

取
り

決
め

。
 

地
震

発
生

時
の

家
畜

の
取

扱
い

 
・

 
発

生
後

（
長

期
避

難
の

場
合

）
の

対
応

を
取

り
決

め
。

 

災
害

等
に

よ
り

牛
個

体
識

別
台

帳
電

算

シ
ス

テ
ム

が
停

止
 

・
 

本
所

及
び

都
内

に
デ

ー
タ

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
機

能
を

持
た

せ
て

い
る

が
通

信

経
路

が
複

雑
化

し
て

お
り

整
理

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

 
 

 
 

 
 

災
害

等
に

よ
る

停
電

時
の

水
の

確
保

 
・

 
自

家
発

電
装

置
の

設
置

ま
た

は
レ

ン
タ

ル
等

借
入

先
の

確
保

を
検

討
。

 

大
雨

に
よ

る
近

隣
住

宅
等

へ
の

浸
水

 
・

 
危

険
箇

所
の

事
前

調
査

、
定

期
的

巡
視

、
補

修
等

の
対

応
の

実
施

。
 

暴
風

に
よ

る
公

道
等

へ
の

倒
木

 
・

 
防

風
林

の
専

門
家

に
よ

る
診

断
、

危
険

木
伐

採
、

定
期

的
な

点
検

実
施

。
 

地
震

等
に

よ
る

電
気

の
停

止
に

よ
る

、
給

水
、

給
餌

、
換

気
、

汚
水

処
理

の
停

止
等

 

・
 

自
家

発
電

に
よ

る
優

先
順

位
を

決
め

、
電

気
を

使
わ

な
い

部
分

の
対

応
を

決

定
、

そ
の

他
の

対
応

を
検

討
。

 

水
産

大
学

校
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
然

災
害

等
を

含
め

た
緊

急
事

態
に

お

け
る

毒
物

・
劇

物
の

紛
失

並
び

誤
使

用
 

・
 

毒
物

・
劇

物
の

容
器

及
び

被
包

に
「

医
薬

用
外

」
及

び
「

毒
物

」
、

「
劇

物
」

の
表

示
を

行
い

、
誤

っ
て

使
用

さ
れ

る
こ

と
を

防
止

す
る

た
め

の
措

置
を

施
し

て
お

り
、

保
管

場
所

に
つ

い
て

も
同

様
の

表
示

を
施

し
て

い
る

。
 

地
震

等
に

伴
う

薬
品

類
の

転
倒

に
よ

る

容
器

破
損

か
ら

発
生

す
る

発
火

・
ガ

ス
発

生
・

爆
発

等
 

・
 

多
量

の
薬

品
類

を
実

験
・

研
究

室
に

保
管

し
な

い
よ

う
、

専
用

の
薬

品
庫

を

建
設

し
、

管
理

者
の

監
督

下
、

消
防

法
に

基
づ

き
類

別
に

保
管

し
て

い
る

。
 

・
 

ま
た

、
実

験
・

研
究

室
の

薬
品

棚
を

転
倒

防
止

用
の

器
具

が
付

い
た

も
の

に

整
備

し
、

薬
品

容
器

の
転

倒
破

損
を

防
ぐ

こ
と

と
し

た
。

ま
た

、
保

管
に

当
た

り
薬

品
の

種
類

を
整

理
保

管
す

る
こ

と
に

よ
り

、
混

触
を

防
ぐ

こ
と

と
し

た
。

大
規

模
地

震
に

よ
る

建
物

損
壊

 
・

 
昭

和
5
6

年
以

前
に

建
設

し
た

建
物

の
耐

震
診

断
を

行
い

、
３

棟
の

耐
震

強

化
工

事
を

行
っ

た
。

 

津
波

の
発

生
に

伴
う

人
的

被
害

 
・

 
地

元
自

治
会

・
消

防
団

と
連

携
・

協
議

し
、

大
規

模
津

波
発

生
を

想
定

し
た

避
難

場
所

の
設

定
と

訓
練

を
実

施
す

る
予

定
。

 

原
子

力
事

故
の

発
生

に
伴

う
人

的
被

害
 

・
 

福
島

の
原

発
事

故
に

伴
う

放
射

性
物

質
の

影
響

が
あ

る
可

能
性

の
あ

る
海

域

を
航

行
す

る
際

に
、

取
水

海
水

の
放

射
線

量
を

測
定

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
と

し
て

、
職

員
・

学
生

へ
の

予
防

対
策

の
周

知

徹
底

、
マ

ス
ク

及
び

ア
ル

コ
ー

ル
消

毒
剤

の
配

布
・

設
置

な
ど

を
行

っ
た

。
 

停
電

発
生

に
伴

う
実

験
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

温
度

管
理

が
必

要
な

実
験

設
備

、
そ

の
他

停
止

で
き

な
い

設
備

・
機

器
を

有

す
る

施
設

に
突

然
の

停
電

の
発

生
に

備
え

て
、

非
常

用
自

家
発

電
設

備
や

自
動

的
に

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
に

切
り

替
え

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い

る
。

 

台
風

接
近

時
の

船
舶

・
桟

橋
渡

橋
の

被
害

防
止

 

・
 

台
風

接
近

時
の

被
害

防
止

と
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

、
船

舶
の

沖
止

め
や

避

難
停

泊
、

宿
直

人
員

の
配

置
に

よ
り

対
応

し
て

い
る

。
 

・
 

ウ
ィ

ン
チ

に
よ

り
渡

橋
を

揚
げ

、
桟

橋
と

の
接

触
に

よ
る

破
損

を
予

防
し

て

い
る

。
 

農
業

・
食

品
産

業
技

術
総

合

研
究

機
構

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
国

内
発

生
時

の
業

務
継

続
計

画
及

び
新

型
イ

ン
フ

ル

エ
ン

ザ
対

策
行

動
計

画
を

策
定

。
 

地
震

、
津

波
等

に
伴

う
実

験
室

内
に

お
け

る
毒

・
劇

物
、

試
薬

等
の

飛
散

、
実

験
器

具
の

破
損

等
に

よ
る

人
的

被
害

の
発

生
 

・
 

毒
物

・
劇

物
等

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

配
付

及
び

関
連

情
報

の
周

知
。

 

地
震

、
津

波
等

に
伴

う
実

験
動

物
、

遺
伝

子
組

換
え

生
物

等
の

逃
亡

、
流

失
等

 

・
 

規
程

・
要

領
等

に
お

い
て

逸
失

、
漏

出
等

が
生

じ
な

い
よ

う
定

め
て

い
る

ほ

か
、

教
育

訓
練

等
に

よ
る

指
導

。
 

災
害

一
般

の
発

生
時

に
お

け
る

自
治

体

と
の

連
携

の
逸

失
や

困
難

化
 

・
 

つ
く

ば
市

と
相

互
協

力
の

促
進

に
関

す
る

基
本

協
定

を
締

結
。

 

災
害

一
般

の
発

生
時

の
業

務
全

般
に

お

け
る

リ
ス

ク
 

・
 

業
務

全
般

に
係

る
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

向
け

て
現

在

検
討

を
行

っ
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

内
部

研
究

所

と
の

連
絡

困
難

 

・
 

内
部

研
究

所
と

の
緊

急
連

絡
体

制
を

整
備

。
固

定
電

話
番

号
の

他
、

携
帯

電

話
番

号
、

携
帯

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
を

登
録

す
る

こ
と

に
よ

り
複

数
の

連
絡

ル
ー

ト
を

確
保

す
る

と
共

に
、

各
内

部
研

究
所

に
災

害
時

優
先

電
話

を
設

置
。

 

農
業

生
物

資

源
研

究
所

 

 
 

 

地
震

に
伴

う
試

薬
瓶

等
の

破
損

 

・
 

毒
・

劇
物

、
危

険
物

等
の

試
薬

瓶
の

転
倒

防
止

の
呼

び
か

け
（

扉
を

閉
め

る
、

棚
の

下
段

に
収

納
、

転
倒

防
止

器
具

等
を

使
用

等
）

、
試

薬
棚

等
の

転
倒

防
止

（
床

や
壁

に
金

具
で

固
定

）
措

置
の

実
施

。
 

地
震

に
伴

う
高

圧
ガ

ス
ボ

ン
ベ

の
転

倒
 

・
 

全
て

の
保

有
高

圧
ガ

ス
ボ

ン
ベ

の
登

録
と

確
認

、
ボ

ン
ベ

の
ス

タ
ン

ド
の

固

定
、

ボ
ン

ベ
の

ス
タ

ン
ド

へ
の

２
ヶ

所
固

定
の

指
導

。
 

災
害

発
生

に
よ

る
施

設
の

破
損

や
化

学

物
質

・
遺

伝
子

組
換

え
生

物
等

の
漏

洩
、

流
失

 

・
 

緊
急

時
の

初
期

点
検

を
行

う
た

め
の

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
の

整
備

。
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

災
害

発
生

に
よ

る
化

学
物

質
の

飛
散

等

で
の

人
的

被
害

の
発

生
 

・
 

緊
急

時
の

初
期

点
検

を
行

う
た

め
の

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
の

整
備

。
化

学
物

質

に
関

す
る

説
明

会
を

随
時

開
催

し
化

学
物

質
管

理
の

徹
底

と
事

故
時

の
対

応

に
つ

い
て

指
導

。
安

全
管

理
室

を
中

心
と

し
た

緊
急

連
絡

体
制

の
整

備
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

職
員

の

安
否

確
認

、
情

報
提

供
困

難
 

・
 

震
度

５
強

以
上

の
場

合
、

地
震

避
難

・
点

検
要

領
に

基
づ

き
避

難
、

所
内

グ

ル
ー

プ
ウ

エ
ア

に
専

用
ポ

ー
タ

ル
を

開
設

し
、

安
否

報
告

の
連

絡
先

・
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
示

す
と

と
も

に
、

関
連

情
報

を
随

時
提

供
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
業

務
運

営
へ

の
影

響
 

・
 

防
災

対
策

と
し

て
拠

点
間

の
情

報
共

有
を

図
る

た
め

の
無

線
機

、
機

動
性

の

高
い

小
型

発
電

機
の

導
入

。
 

災
害

発
生

に
伴

う
停

電
・

施
設

の
破

損
等

に
よ

る
遺

伝
資

源
や

ゲ
ノ

ム
デ

ー
タ

の

滅
失

 

・
 

ジ
ー

ン
バ

ン
ク

事
業

で
の

遺
伝

資
源

、
農

水
委

託
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
で

の

ゲ
ノ

ム
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
は

、
施

設
を

異
に

し
た

二
重

保
存

に
よ

る
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
を

構
築

。
ま

た
、

自
家

発
電

機
や

Ｕ
Ｐ

Ｓ
（

無
停

電
電

源
装

置
）

に
よ

る
停

電
対

策
等

を
整

備
。

 

災
害

発
生

に
よ

る
遺

伝
子

組
換

え
生

物

等
の

逃
亡

、
漏

出
等

 

・
 

「
遺

伝
子

組
換

え
生

物
等

の
使

用
等

の
規

制
に

よ
る

生
物

の
多

様
性

の
確

保

に
関

す
る

法
律

（
カ

ル
タ

ヘ
ナ

法
）

」
、

そ
の

他
関

連
法

令
等

の
遵

守
、

安
全

か
つ

適
切

な
使

用
等

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
「

農
業

生
物

資
源

研
究

所
遺

伝
子

組
換

え
生

物
等

の
使

用
等

に
係

る
安

全
規

程
」

を
制

定
。

 

地
震

等
の

災
害

発
生

に
伴

う
容

器
の

破

損
等

に
よ

る
化

学
物

質
の

漏
出

混
合

等
 

・
 

「
毒

物
及

び
劇

物
取

締
法

」
、

「
薬

事
法

」
等

の
各

種
法

令
の

遵
守

、
災

害

発
生

防
止

、
環

境
保

全
確

保
等

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
「

農
業

生
物

資
源

研
究

所
化

学
物

質
取

扱
規

程
」

を
制

定
。

 

農
業

環
境

技

術
研

究
所

 

 
 

 
 

 

放
射

能
（

放
射

線
）

事
故

に
よ

る
農

地
・

農
作

物
の

汚
染

の
発

生
 

・
 

農
地

・
農

産
物

の
放

射
性

物
質

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

1
9
5
0

年
代

か
ら

継
続

し
て

い
る

我
が

国
唯

一
の

研
究

機
関

の
責

務
と

し
て

、
Ｊ

Ｃ
Ｏ

事
故

等
を

契
機

に
、

我
が

国
で

放
射

能
（

放
射

線
）

事
故

が
発

生
し

た
場

合
を

想
定

し
、

こ
れ

に
対

処
す

る
た

め
の

農
地

・
農

作
物

放
射

能
汚

染
の

緊
急

測
定

手
順

書
を

平
成

1
8

年
に

整
備

。
こ

の
手

順
書

に
基

づ
き

、
東

京
電

力
福

島
第

一
原

発
事

故
に

よ

る
農

地
・

農
作

物
の

緊
急

放
射

能
調

査
を

事
故

直
後

か
ら

速
や

か
に

実
施

。
測

定
結

果
に

つ
い

て
逐

次
、

政
府

に
報

告
し

、
事

後
対

策
に

貢
献

。
 

化
学

薬
品

等
の

容
器

破
損

等
に

よ
る

人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

化
学

薬
品

類
等

の
混

合
に

よ
る

容
器

破
損

や
漏

洩
に

よ
る

人
体

へ
の

付
着

洗

浄
に

伴
う

緊
急

対
応

用
品

の
備

蓄
。

 

地
震

、
台

風
等

に
お

け
る

公
共

交
通

機
能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
へ

の
対

応
と

し
て

、
寝

具
類

等
の

整
備

。
 

地
震

等
の

影
響

に
よ

る
節

電
に

伴
う

熱

中
症

等
に

よ
る

職
員

の
健

康
被

害
 

・
 

熱
中

症
等

の
予

防
対

策
に

よ
る

健
康

維
持

の
た

め
、

扇
風

機
及

び
保

冷
剤

等

の
整

備
。

 

大
規

模
地

震
等

災
害

発
生

が
も

た
ら

す

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
寸

断
に

よ
る

役
職

員

の
所

在
確

認
困

難
 

・
 

研
究

所
か

ら
役

職
員

へ
の

緊
急

連
絡

先
登

録
に

比
較

的
強

靱
な

情
報

手
段

で

あ
る

携
帯

電
話

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
追

加
（

希
望

者
の

み
）

。
 

地
震

に
伴

う
化

学
物

質
、

高
圧

ガ
ス

ボ
ン

ベ
等

の
混

触
・

転
倒

に
よ

る
火

災
や

人
的

被
害

、
物

品
・

施
設

等
の

転
倒

・
破

損
に

よ
る

人
的

被
害

の
発

生
 

・
 

保
管

庫
・

物
品

等
の

固
定

の
徹

底
を

図
る

と
と

も
に

、
安

全
衛

生
委

員
会

の

委
員

及
び

産
業

医
が

職
場

巡
視

を
行

い
、

問
題

点
に

つ
い

て
の

改
善

指
示

と
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
実

施
。

 

地
震

等
災

害
発

生
に

と
も

な
う

研
究

試

料
の

損
壊

・
喪

失
 

・
 

不
慮

の
災

害
か

ら
守

る
た

め
、

特
に

貴
重

な
研

究
試

料
（

イ
ン

ベ
ン

ト
リ

ー

セ
ン

タ
ー

管
理

の
タ

イ
プ

標
本

等
）

に
つ

い
て

は
病

理
昆

虫
標

本
館

内
の

耐

火
・

耐
震

構
造

を
も

つ
タ

イ
プ

標
本

室
で

保
管

し
て

い
る

ほ
か

、
標

本
棚

の
転

倒
防

止
、

標
本

棚
上

の
資

料
等

撤
去

等
を

徹
底

。
 

地
震

、
火

災
そ

の
他

の
災

害
発

生
に

と
も

な
う

研
究

資
材

の
漏

出
、

逃
亡

、
飛

散
に

よ
る

地
域

社
会

ま
た

は
地

域
生

態
系

へ

の
影

響
の

発
生

 

・
 

化
学

薬
品

、
液

化
炭

酸
ガ

ス
（

Ｆ
Ａ

Ｃ
Ｅ

実
験

施
設

）
、

放
射

性
同

位
体

元

素
、

核
燃

料
物

質
、

遺
伝

子
組

換
え

生
物

等
に

つ
い

て
は

、
各

管
理

規
程

等
に

お
い

て
緊

急
時

の
措

置
を

規
定

。
 

国
際

農
林

水

産
業

研
究

セ

ン
タ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

停
電

発
生

に
伴

う
法

人
の

所
有

す
る

サ

ー
バ

の
機

能
不

全
に

よ
る

業
務

継
続

の

困
難

化
 

・
 

各
種

サ
ー

バ
を

極
力

一
つ

の
室

に
集

約
し

、
無

停
電

電
源

装
置

を
導

入
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

感
染

症
対

策
は

海
外

出
張

が
多

い
こ

と
か

ら
注

意
喚

起
を

行
っ

て
い

る
。

職

員
に

罹
患

の
恐

れ
が

あ
る

と
き

は
、

緊
急

時
対

策
委

員
会

で
情

報
収

集
を

行
う

と
と

も
に

強
制

帰
国

や
入

国
制

限
、

出
勤

停
止

の
指

示
を

行
い

ま
ん

延
防

止
に

努
め

る
。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

 
 

 
 

 
 

 
 

台
風

等
に

よ
る

停
電

発
生

に
伴

う
実

験

設
備

の
停

止
に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影

響
 

・
 

電
柱

・
電

線
を

地
中

埋
設

に
改

修
、

自
家

発
電

設
備

及
び

太
陽

光
発

電
設

備

を
整

備
。（

拠
点

：
沖

縄
県

石
垣

市
）

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

に
伴

う
書

庫

等
の

転
倒

に
よ

る
人

的
被

害
 

・
 

転
倒

防
止

が
必

要
な

書
庫

等
を

調
査

し
、

壁
等

へ
の

固
定

を
実

施
。

（
4
8
0

台
）

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

に
伴

う
実

験

室
内

の
ガ

ス
ボ

ン
ベ

の
転

倒
に

よ
る

人

的
被

害
（

有
毒

ガ
ス

発
生

等
）

 

・
 

ボ
ン

ベ
専

用
台

又
は

壁
等

へ
の

固
定

の
徹

底
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

災
害

時
優

先
電

話
の

設
置

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
災

害
が

発
生

し
た

際
の

安
否

確
認

の
た

め
、

携
帯

メ
ー

ル
を

主
と

し
た

安
否

報
告

を
受

信
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

ま
た

、

携
帯

電
話

会
社

が
運

営
す

る
災

害
伝

言
サ

ー
ビ

ス
の

使
用

も
併

用
す

る
こ

と

と
し

、
職

員
へ

周
知

を
実

施
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

化
学

薬

品
等

の
流

出
等

 

・
 

責
任

者
が

、
毒

物
劇

物
の

保
管

庫
の

転
倒

防
止

及
び

容
器

同
士

の
接

触
破

損

防
止

の
措

置
を

実
施

。
 

外
国

出
張

時
の

テ
ロ

等
の

発
生

 
・

 
「

海
外

に
お

け
る

緊
急

時
の

対
応

及
び

情
報

伝
達

フ
ロ

ー
」

を
作

成
し

対
応

。

森
林

総
合

研

究
所

 

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

緊
急

時
に

職
員

か
ら

職
場

へ
の

連
絡

先
を

記
載

し
た

緊
急

時
連

絡
カ

ー
ド

を

作
製

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

・
 

緊
急

時
連

絡
カ

ー
ド

に
は

電
話

輻
輳

時
を

想
定

し
た

緊
急

用
メ

ー
ル

ア
ド

レ

ス
と

携
帯

者
本

人
が

負
傷

し
た

際
の

情
報

（
①

氏
名

②
生

年
月

日
③

血
液

型
④

持
病

⑤
ア

レ
ル

ギ
ー

⑥
身

内
へ

の
連

絡
先

⑦
保

険
証

番
号

）
を

記
載

す
る

。
 

・
 

災
害

情
報

の
入

手
手

段
と

し
て

、
テ

レ
ビ

以
外

に
ラ

ジ
オ

（
乾

電
池

式
及

び

手
回

し
発

電
対

応
型

）
を

配
備

し
た

こ
と

で
、

停
電

時
に

お
け

る
災

害
情

報
の

入
手

手
段

を
確

保
し

た
。

 

・
 

現
有

の
電

話
に

よ
る

緊
急

時
連

絡
網

に
グ

ル
ー

プ
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
設

定

し
、

電
話

以
外

の
連

絡
方

法
を

整
備

し
た

。
 

・
 

迅
速

に
安

否
状

況
を

確
認

す
る

た
め

、
「

安
否

確
認

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
」

を

設
置

し
た

。
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

発
生

に
伴

う

人
的

被
害

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
と

し
て

、
保

安
要

員
用

の
感

染
予

防
用

品
（

マ

ス
ク

、
ゴ

ー
グ

ル
、

ゴ
ム

手
袋

、
保

護
衣

等
）

を
備

蓄
し

て
い

る
。

ま
た

、
出

入
り

口
で

の
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

を
継

続
し

て
励

行
し

て
い

る
。

 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

研
究

室
・

実
験

室
内

に
お

け
る

棚
の

転
倒

、
試

薬
等

の
飛

散
、

実
験

器
具

の
破

損
等

に
よ

る
人

的
・

物
的

被
害

 

・
 

転
倒

の
危

険
性

が
あ

る
物

品
棚

等
を

床
や

壁
に

金
具

で
固

定
す

る
と

と
も

に
、

試
薬

品
類

を
ケ

ー
ス

に
仕

訳
す

る
等

の
対

策
を

行
っ

た
。

 

地
震

、
津

波
等

に
伴

う
遺

伝
子

組
換

え
生

物
等

の
流

出
等

 
・

 
規

程
・

規
則

等
に

お
い

て
逸

失
、

漏
出

等
が

生
じ

な
い

よ
う

定
め

て
い

る
。

原
子

力
発

電
所

事
故

に
伴

う
放

射
線

調

査
等

に
よ

る
人

的
被

害
 

・
 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

伴
う

森
林

等
に

お
け

る
放

射

線
調

査
等

に
対

し
て

、
研

究
所

と
し

て
の

安
全

管
理

等
に

つ
い

て
基

本
的

な
考

え
方

を
示

し
、

職
員

の
安

全
性

の
確

保
に

努
め

た
。

 

・
 

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

へ
の

緊
急

対
応

と
し

て
、

放
射

性

物
質

影
響

評
価

監
等

の
新

設
を

は
じ

め
と

す
る

放
射

能
汚

染
事

故
対

応
の

体

制
を

と
っ

た
。

 

震
災

発
生

後
の

非
常

参
集

要
員

、
震

災
発

生
時

に
お

け
る

職
員

及
び

来
所

者
の

帰

宅
困

難
化

の
対

策
 

・
 

電
気

、
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
停

止
に

備
え

、
食

料
、

飲
料

水
、

携
帯

ト

イ
レ

等
に

必
要

な
物

品
の

調
達

及
び

備
蓄

を
計

画
的

に
行

う
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
研

究
機

器
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

研
究

機
器

が
停

止
し

な
い

よ
う

、
防

災

用
自

家
発

電
機

に
接

続
さ

れ
た

非
常

用
コ

ン
セ

ン
ト

を
一

部
の

研
究

室
に

設

置
し

て
い

る
。

 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

・
 

林
木

育
種

セ
ン

タ
ー

で
は

、
研

究
施

設
及

び
保

存
施

設
に

電
気

が
供

給
さ

れ

な
い

場
合

、
日

本
の

林
木

育
種

に
壊

滅
的

な
影

響
等

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

今
回

の
震

災
を

契
機

に
非

常
用

発
電

設
備

を
整

備
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
、

法
人

の
使

用
す

る
サ

ー
バ

の
機

能
不

全
に

よ
る

業
務

継

続
の

困
難

化
 

・
 

当
所

は
メ

ー
ル

お
よ

び
機

関
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
ー

バ
に

つ
い

て
、

農
林

水
産

情

報
総

合
セ

ン
タ

ー
の

シ
ス

テ
ム

を
利

用
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
農

林
水

産
情

報
総

合
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

業
務

継
続

を
は

か
る

た
め

の
遠

隔
地

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
の

整
備

を
お

こ
な

う
予

定
で

あ
り

、
当

所
も

そ
れ

を
利

用
で

き
る

見
込

み
で

あ
る

。
ま

た
、

イ
ン

ト
ラ

ネ
ッ

ト
サ

ー
バ

等
、

当
所

が
所

有
・

管
理

す
る

サ
ー

バ
で

重
要

な
も

の
に

つ
い

て
は

、
別

の
棟

に
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

保
存

し
て

い
る

。
 

・
 

森
林

農
地

整
備

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

は
、

所
有

・
管

理
す

る
サ

ー
バ

で
重

要

な
も

の
に

つ
い

て
は

、
本

部
以

外
の

整
備

局
に

お
い

て
デ

ー
タ

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

毎
日

行
い

、
保

存
し

て
い

る
。

 

水
産

総
合

研

究
セ

ン
タ

ー
 

 

自
然

災
害

等
の

発
生

等
に

伴
う

人
的

・
物

的
被

害
 

・
 

各
施

設
毎

に
避

難
場

所
、

避
難

経
路

を
職

員
に

提
示

し
て

周
知

し
て

い
る

。
 

・
 

各
施

設
毎

に
自

然
災

害
等

発
生

時
の

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

や
改

訂
を

進

め
て

い
る

。
 

・
 

各
施

設
に

お
い

て
、

防
災

訓
練

を
計

画
し

て
い

る
。

 

大
地

震
・

大
津

波
対

策
（

避
難

）
 

・
 

一
部

の
施

設
に

お
い

て
、

地
区

の
交

番
か

ら
の

要
請

に
よ

り
、

津
波

警
報

発

令
等

の
緊

急
時

に
お

い
て

、
地

域
住

民
の

一
時

避
難

施
設

と
し

て
受

け
入

れ
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

大
地

震
・

大
津

波
対

策
（

避
難

）
 

・
 

一
部

の
施

設
に

お
い

て
、

緊
急

の
避

難
経

路
を

確
保

す
る

た
め

、
新

た
な

通

用
門

を
設

置
し

た
。

 

地
震

に
よ

る
建

物
の

倒
壊

 
・

 
計

画
的

に
施

設
の

耐
震

診
断

を
実

施
し

、
必

要
に

応
じ

て
、

順
次

、
補

強
工

事
を

実
施

し
て

い
る

。
 

自
然

災
害

等
に

よ
る

研
究

所
の

所
有

す

る
サ

ー
バ

の
機

能
不

全
に

よ
る

業
務

継

続
の

困
難

化
 

・
 

一
部

の
施

設
に

お
い

て
、

デ
ー

タ
等

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

用
と

し
て

サ
ー

バ
を

設

置
し

、
業

務
継

続
に

支
障

が
出

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

サ
ー

バ
は

各
階

に
設

置
し

、
災

害
発

生
時

の
破

損
被

害
の

軽
減

に
備

え
て

い
る

。
 

自
然

災
害

等
発

生
時

に
お

け
る

公
共

交

通
機

能
麻

痺
に

よ
る

職
員

の
帰

宅
困

難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

停
止

に

備
え

、
非

常
用

食
糧

、
水

、
防

寒
具

、
簡

易
ト

イ
レ

、
非

常
用

ラ
イ

ト
、

ラ
ジ

オ
、

小
型

発
電

機
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
進

め
て

い
る

。
 

自
然

災
害

等
に

よ
る

遺
伝

子
組

換
え

体

の
施

設
外

へ
の

漏
出

 

・
 

一
部

の
施

設
に

お
い

て
、

遺
伝

子
組

換
え

実
験

等
に

関
す

る
規

則
を

作
成

し
、

緊
急

事
態

発
生

時
の

処
置

を
定

め
て

い
る

。
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

実
験

室
内

に

お
け

る
試

薬
等

の
飛

散
、

実
験

器
具

の
破

損
等

に
よ

る
人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

毒
物

・
劇

物
の

保
管

は
施

錠
可

能
な

頑
丈

な
も

の
と

す
る

こ
と

や
薬

品
保

管

庫
の

固
定

な
ど

に
よ

り
被

災
時

の
飛

散
防

止
を

図
っ

て
い

る
。

 

・
 

一
部

の
施

設
に

お
い

て
、

そ
れ

ま
で

各
実

験
室

等
に

分
散

し
て

保
管

し
て

い

た
薬

品
を

各
階

毎
に

設
置

し
た

耐
震

性
と

耐
薬

品
性

を
備

え
た

薬
品

保
管

庫

に
よ

る
集

約
保

管
に

改
め

て
、

リ
ス

ク
の

軽
減

を
図

っ
て

い
る

。
 

・
 

化
学

物
質

、
試

薬
の

管
理

や
取

扱
に

係
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

を
作

成
し

、
定

期

的
な

検
査

・
報

告
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
災

害
発

生
時

の
被

害
防

止
等

を
図

っ
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

安
否

確
認

困

難
 

・
 

職
員

の
安

否
確

認
の

た
め

、
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
（

民
間

会
社

の
安

否
確

認

サ
ー

ビ
ス

）
の

導
入

を
行

い
、

地
震

発
生

時
の

安
否

確
認

を
行

う
と

と
も

に
安

否
確

認
の

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
。

 

・
 

一
部

の
施

設
に

お
い

て
は

、
職

員
の

携
帯

電
話

番
号

、
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

の

登
録

や
連

絡
網

の
整

備
な

ど
に

よ
り

、
非

常
時

の
安

否
確

認
に

備
え

て
い

る
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
外

務
省

の
渡

航
規

制
の

対
象

と

な
る

国
が

発
表

さ
れ

た
場

合
、

当
該

地
域

へ
の

出
張

の
可

否
に

関
す

る
判

断
基

準
を

設
け

て
対

応
し

て
い

る
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
実

験
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

温
度

管
理

が
必

要
な

実
験

設
備

、
そ

の
他

停
止

で
き

な
い

設
備

・
機

器
を

有

す
る

施
設

に
突

然
の

停
電

の
発

生
に

備
え

て
、

非
常

用
自

家
発

電
設

備
や

自
動

的
に

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
に

切
り

替
え

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い

る
。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

台
風

接
近

時
の

船
舶

・
浮

き
桟

橋
渡

橋
の

被
害

防
止

 

・
 

台
風

接
近

時
の

被
害

防
止

と
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

、
船

舶
の

沖
止

め
や

避

難
停

泊
、

宿
直

人
員

の
配

置
に

よ
り

対
応

し
て

い
る

。
 

・
 

ウ
ィ

ン
チ

に
よ

り
渡

橋
を

揚
げ

、
浮

き
桟

橋
と

の
接

触
に

よ
る

破
損

を
予

防

し
て

い
る

。
 

農
畜

産
業

振

興
機

構
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
災

害
時

の
職

員
の

安
全

確
保

 
・

 
ヘ

ル
メ

ッ
ト

、
ナ

ッ
プ

ザ
ッ

ク
、

笛
、

軍
手

、
タ

オ
ル

、
マ

ス
ク

を
全

役
職

員
・

臨
時

職
員

に
配

布
。

 

地
震

等
災

害
発

生
時

の
通

信
イ

ン
フ

ラ

機
能

不
全

に
よ

る
職

員
の

安
否

確
認

困

難
 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
を

確
認

す
る

シ
ス

テ

ム
の

導
入

。
 

地
震

に
よ

る
法

人
の

業
務

継
続

の
困

難

化
 

・
 

業
務

継
続

計
画

を
作

成
し

、
非

常
時

優
先

業
務

の
特

定
と

非
常

時
優

先
業

務

従
事

者
の

対
応

を
明

記
。

ま
た

、
従

事
者

の
食

料
、

簡
易

ト
イ

レ
、

電
源

の
確

保
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

東
京

都
帰

宅
困

難
者

対
策

条
例

に
沿

っ
て

、
施

設
の

安
全

を
確

認
し

た
上

で

職
員

等
を

事
務

所
内

に
留

ま
ら

せ
る

こ
と

と
し

、
３

日
分

の
非

常
用

食
糧

、
毛

布
、

簡
易

ト
イ

レ
等

の
防

災
用

品
を

備
蓄

。
 

農
業

者
年

金

基
金

 

 
 

 
 

 
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
実

験
デ

ー
タ

等
が

失
わ

れ
業

務
継

続
に

支
障

を

来
す

場
合

に
備

え
、

法
人

の
情

報
デ

ー
タ

を
遠

隔
地

に
保

管
し

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

職
員

の
携

帯
電

話
番

号
の

登
録

や
緊

急
連

絡
網

の
整

備
な

ど
に

よ
り

、
非

常

時
の

安
否

確
認

に
備

え
て

い
る

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

水
及

び
ヘ

ル
メ

ッ
ト

の
防

災
用

品
を

備
蓄

し
て

い
る

。
そ

の
他

の
防

災
用

品
の

備
蓄

に
つ

い
て

は
今

後
整

備
す

る
予

定
。

 

地
震

等
の

影
響

に
よ

る
節

電
に

伴
う

熱

中
症

等
に

よ
る

職
員

の
健

康
被

害
 

・
 

熱
中

症
等

の
予

防
対

策
に

よ
る

健
康

維
持

の
た

め
、

扇
風

機
の

整
備

。
 

農
林

漁
業

信

用
基

金
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

に
よ

る
法

人
全

般
の

業
務

継
続

の

困
難

化
 

・
 

大
地

震
災

害
発

生
時

対
応

計
画

に
基

づ
き

、
最

小
要

員
を

も
っ

て
農

漁
業

信

用
基

金
協

会
そ

の
他

関
係

機
関

に
影

響
を

及
ぼ

す
重

要
業

務
の

継
続

を
優

先

す
る

こ
と

を
定

め
て

い
る

。
 

地
震

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

情
報

シ

ス
テ

ム
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続
の

困
難

化
 

・
 

大
地

震
災

害
発

生
時

対
応

計
画

に
お

い
て

、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

復
旧

手
順

を

定
め

て
お

り
、

復
旧

活
動

に
不

可
欠

な
保

守
業

者
等

外
部

事
業

者
と

の
連

絡
・

確
認

を
行

い
、

早
期

復
旧

に
努

め
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

・
 

ま
た

、
情

報
資

源
（

電
磁

情
報

及
び

書
面

情
報

）
が

失
わ

れ
業

務
継

続
に

支

障
を

来
す

場
合

に
備

え
、

原
本

又
は

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

情
報

を
耐

火
性

の
保

管
庫

に
保

管
又

は
外

部
保

管
し

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

大
地

震
災

害
発

生
時

対
応

計
画

に
基

づ
き

、
外

出
し

て
い

る
職

員
や

在
宅

時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
災

害
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
サ

ー
ビ

ス
（

1
7
1
）

を
活

用
す

る
こ

と
と

し
、

職
員

へ
周

知
し

て
い

る
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
事

務
所

の
防

犯

対
策

 

・
 

大
地

震
災

害
発

生
時

対
応

計
画

に
基

づ
き

、
事

務
所

出
入

口
ド

ア
等

の
破

損

状
況

を
確

認
し

、
事

務
室

の
防

犯
対

策
を

講
ず

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

水
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
等

の
備

蓄
を

行
っ

て
い

る
。

 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

発
生

に
伴

う

業
務

継
続

の
困

難
化

 

・
 

職
員

又
は

そ
の

家
族

が
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
感

染
し

た
疑

い
が

あ
る

場

合
に

は
、

当
該

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

潜
伏

期
間

と
さ

れ
る

日
数

に
つ

い

て
、

自
宅

待
機

を
命

令
す

る
ほ

か
、

重
要

業
務

の
事

業
継

続
の

た
め

の
対

策
を

講
ず

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

  
 

経
済

産
業

省
所

管
法

人
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

経
済

産
業

研

究
所

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
に

よ
る

法
人

の
所

有
す

る
サ

ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

Ｐ
Ｃ

－
Ｌ

Ａ
Ｎ

シ
ス

テ
ム

の
サ

ー
バ

の
機

能
不

全
に

よ
り

デ
ー

タ
等

が
失

わ

れ
業

務
継

続
に

支
障

を
来

す
場

合
に

備
え

、
法

人
の

情
報

シ
ス

テ
ム

を
全

面
的

に
ク

ラ
ウ

ド
に

よ
り

管
理

す
る

方
式

に
変

更
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
携

帯

電
話

会
社

が
運

営
す

る
災

害
伝

言
サ

ー
ビ

ス
の

使
用

を
導

入
す

る
こ

と
と

し
、

職
員

へ
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
同

サ
ー

ビ
ス

を
実

際
に

使
用

す
る

訓
練

を
実

施
し

た
。

 

・
 

安
否

確
認

の
体

制
を

構
築

し
、

定
期

的
に

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
。

 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

大
規

模
災

害
対

応
規

則
を

作
成

し
、

職
員

に
周

知
を

図
っ

た
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

消
毒

用
ア

ル
コ

ー
ル

、
マ

ス
ク

の
在

庫
量

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

対
策

本

部
を

設
置

し
、

伝
染

病
罹

患
防

止
策

の
確

認
・

所
内

周
知

を
徹

底
し

、
研

究
会

・

コ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

を
含

む
業

務
の

継
続

あ
る

い
は

中
止

に
つ

い
て

検
討

す

る
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
所

内
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

各
種

デ
ー

タ
が

喪
失

し
な

い
よ

う
に

バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

。
 

工
業

所
有

権

情
報

・
研

修
館

 
 

 
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
、

利
用

者
、

研
修

生
等

の
帰

宅
困

難
化

 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

、
利

用
者

、
研

修
生

の
発

生
に

備
え

、
非

常
用

食
糧

、
飲

料

水
、

毛
布

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

て
い

る
。

 

首
都

直
下

型
地

震
発

生
に

伴
う

業
務

継

続
の

困
難

化
 

・
 

首
都

直
下

型
地

震
が

発
生

し
た

際
、

非
常

時
優

先
業

務
に

従
事

す
る

た
め

の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

策
定

す
る

予
定

。
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
ユ

ー
ザ

ー
へ

の
情

報
提

供
が

困
難

と
な

る
場

合

に
備

え
、

提
供

デ
ー

タ
の

複
製

を
作

製
・

保
存

し
、

デ
ー

タ
の

消
失

に
備

え
て

い
る

。
 

日
本

貿
易

保

険
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

全
職

員
に

係
る

緊
急

時
連

絡
網

を
整

備
。

 

・
 

外
勤

中
の

職
員

や
在

宅
時

に
災

害
が

発
生

し
た

場
合

の
安

否
確

認
の

た
め

、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

会
社

が
運

営
す

る
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

職
員

へ
周

知
。

全
職

員
を

対
象

と
し

て
当

該
シ

ス
テ

ム
を

使
用

す
る

訓
練

を
定

期
的

に
実

施
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
等

 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

料
、

飲
料

水
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

帰
宅

が
可

能
な

職
員

へ
の

帰
宅

支
援

の
た

め
の

防
災

用
品

の
備

蓄
も

合
わ

せ
て

行

っ
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

現
状

の
シ

ス
テ

ム
面

の
対

応
は

、
シ

ス
テ

ム
機

能
不

全
に

よ
り

業
務

継
続

に

支
障

を
来

す
場

合
に

備
え

、
プ

ラ
イ

マ
リ

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
の

他
に

、
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

を
設

け
る

と
と

も
に

、
貿

易
保

険
情

報
シ

ス
テ

ム
に

関
し

て
は

全
機

能
、

Ｐ
Ｃ

－
Ｌ

Ａ
Ｎ

シ
ス

テ
ム

は
、

メ
ー

ル
機

能
の

み
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

に
て

整
備

し
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

業
務

継
続

の
困

難

化
 

・
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
回

線
及

び
Ｗ

Ａ
Ｎ

回
線

と
も

に
異

な
る

キ
ャ

リ
ア

に
よ

り

二
重

化
を

行
っ

た
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
複

数
の

職
員

が
出

勤
停

止
（

特

別
休

暇
）

と
な

っ
た

場
合

に
備

え
、

現
状

Ｗ
Ｅ

Ｂ
メ

ー
ル

同
時

利
用

5
0

名
か

ら
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
ラ

イ
セ

ン
ス

を
有

効
と

す
る

こ
と

で
、

1
5
0

名
ま

で
同

時
利

用
可

能
と

し
た

。
（

有
効

期
間

3
0

日
間

）
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

産
業

技
術

総

合
研

究
所

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
社

会
全

体
の

感
染

拡
大

が
著

し

い
場

合
は

、
不

特
定

多
数

の
者

が
集

ま
る

施
設

を
閉

鎖
す

る
（

閉
鎖

の
時

期
は

社
会

全
体

の
状

況
を

勘
案

し
実

施
）

。
上

記
以

外
は

、
原

則
と

し
て

事
業

を
継

続
。

産
総

研
に

お
い

て
感

染
が

拡
大

し
た

場
合

の
対

応
は

、
職

員
等

が
感

染
者

と
な

っ
た

場
合

は
自

宅
待

機
。

濃
厚

接
触

者
は

、
原

則
と

し
て

出
勤

の
自

粛
を

お
願

い
す

る
が

、
①

産
総

研
と

し
て

指
定

す
る

業
務

、
②

①
以

外
の

業
務

に
お

い
て

、
ユ

ニ
ッ

ト
長

が
必

要
と

判
断

し
た

業
務

に
従

事
す

る
職

員
等

は
出

勤
を

可
能

と
す

る
。

 

地
震

発
生

時
の

各
種

イ
ン

フ
ラ

機
能

不

全
に

よ
る

形
式

承
認

試
験

、
基

準
器

検

査
、

特
定

標
準

器
に

よ
る

校
正

等
の

継
続

困
難

 

・
 

電
源

、
ガ

ス
、

水
道

の
優

先
復

旧
、

人
員

の
確

保
等

作
業

手
順

と
復

旧
目

標

を
定

め
た

。
 

地
震

発
生

時
の

各
種

イ
ン

フ
ラ

機
能

不

全
に

よ
る

計
量

教
習

業
務

の
継

続
困

難
 

・
 

電
源

、
ガ

ス
、

水
道

の
優

先
復

旧
、

人
員

の
確

保
等

作
業

手
順

と
復

旧
目

標

を
定

め
た

。
 

地
震

発
生

時
の

各
種

イ
ン

フ
ラ

機
能

不

全
に

よ
る

標
準

物
質

の
供

給
業

務
の

継

続
困

難
 

・
 

電
源

、
ガ

ス
、

水
道

の
優

先
復

旧
、

人
員

の
確

保
等

作
業

手
順

と
復

旧
目

標

を
定

め
た

。
 

・
 

品
質

保
持

の
た

め
の

冷
蔵

冷
凍

設
備

が
停

止
し

な
い

よ
う

、
非

常
用

電
源

を

導
入

し
た

。
 

地
震

発
生

時
の

各
種

イ
ン

フ
ラ

機
能

不

全
に

よ
る

寄
託

生
物

の
管

理
に

係
わ

る

業
務

に
対

す
る

支
援

の
継

続
困

難
 

・
 

電
源

、
ガ

ス
、

水
道

の
優

先
復

旧
、

非
常

用
発

電
機

用
燃

料
の

優
先

的
補

給

等
作

業
手

順
と

復
旧

目
標

を
定

め
た

。
 

・
 

平
成

2
4

年
４

月
よ

り
寄

託
生

物
の

管
理

に
係

わ
る

業
務

は
、

他
法

人
（

独

立
行

政
法

人
製

品
評

価
技

術
基

盤
機

構
）

に
承

継
さ

れ
た

も
の

の
引

き
続

き
敷

地
内

で
業

務
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
当

該
業

務
の

重
要

性
に

鑑
み

、
地

震
発

生
時

の
業

務
継

続
の

た
め

の
支

援
を

行
う

。
 

地
震

発
生

時
の

サ
ー

バ
及

び
通

信
イ

ン

フ
ラ

機
能

不
全

に
伴

う
地

下
水

等
観

測

デ
ー

タ
提

供
業

務
の

継
続

困
難

 

・
 

非
常

用
発

電
機

用
燃

料
の

優
先

的
補

給
等

作
業

手
順

と
復

旧
目

標
を

定
め

た
。

 

・
 

各
観

測
点

の
デ

ー
タ

の
一

次
集

約
先

で
あ

る
関

西
セ

ン
タ

ー
の

サ
ブ

シ
ス

テ

ム
か

ら
つ

く
ば

セ
ン

タ
ー

を
経

由
せ

ず
に

、
直

接
気

象
庁

へ
の

デ
ー

タ
提

供
を

可
能

と
す

る
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
シ

ス
テ

ム
を

構
築

予
定

。
 

地
震

発
生

時
の

サ
ー

バ
及

び
通

信
イ

ン

フ
ラ

機
能

不
全

に
伴

う
対

外
的

な
支

払

業
務

の
遅

延
 

・
 

電
源

、
業

務
シ

ス
テ

ム
の

優
先

復
旧

等
作

業
手

順
と

復
旧

目
標

を
定

め
た

。

・
 

フ
ァ

ー
ム

バ
ン

キ
ン

グ
方

式
、

ネ
ッ

ト
バ

ン
キ

ン
グ

方
式

の
運

用
体

制
を

見

直
し

た
。

 

地
震

発
生

に
伴

う
産

総
研

所
有

の
Ｗ

ｅ

ｂ
サ

ー
バ

の
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発

信
の

困
難

化
 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
産

総
研

の
被

災
状

況
、

復
旧

状
況

の
情

報
発

信

に
支

障
を

来
す

場
合

に
備

え
、

産
総

研
の

Ｗ
ｅ

ｂ
サ

ー
バ

の
ク

ラ
ウ

ド
化

に
よ

り
管

理
す

る
方

式
に

変
更

し
た

。
 

地
震

発
生

に
伴

う
所

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

イ
ン

ト
ラ

業
務

シ
ス

テ
ム

、
電

話
シ

ス
テ

ム
の

停
止

に
よ

る
業

務
へ

の
影

響
 

・
 

非
常

用
電

源
起

動
時

の
シ

ス
テ

ム
の

安
全

停
止

、
電

源
の

優
先

復
旧

等
作

業

手
順

と
復

旧
目

標
を

定
め

た
。

 

地
震

発
生

に
伴

う
停

電
に

よ
る

業
務

へ

の
影

響
 

・
 

非
常

用
発

電
機

用
燃

料
の

優
先

的
補

給
、

電
源

の
優

先
復

旧
等

作
業

手
順

と

復
旧

目
標

を
定

め
た

。
 

地
震

発
生

に
伴

う
上

水
停

止
に

よ
る

業

務
へ

の
影

響
 

・
 

配
管

状
況

確
認

等
作

業
手

順
と

復
旧

目
標

を
定

め
た

。
 

地
震

発
生

に
伴

う
研

究
廃

水
処

理
の

継

続
困

難
 

・
 

研
究

廃
水

処
理

設
備

・
施

設
の

状
況

確
認

、
継

続
が

必
要

な
業

務
（

優
先

業

務
）

に
か

か
る

研
究

廃
水

処
理

施
設

の
確

認
・

修
復

の
最

優
先

等
作

業
手

順
と

復
旧

目
標

を
定

め
た

。
 

大
地

震
に

よ
る

研
究

排
水

埋
設

管
破

損

等
有

害
物

質
の

漏
洩

に
よ

る
環

境
汚

染
 

・
 

今
後

敷
設

（
新

設
・

更
新

）
す

る
研

究
排

水
埋

設
管

に
つ

い
て

は
、

損
傷

確

認
及

び
復

旧
工

事
が

容
易

な
露

出
配

管
を

導
入

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

簡
易

ト
イ

レ
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

地
震

に
伴

う
容

器
の

破
損

等
に

よ
る

危

険
薬

品
等

の
混

触
危

険
（

発
火

、
有

毒
ガ

ス
発

生
）

 

・
 

危
険

薬
品

等
に

関
す

る
規

程
及

び
安

全
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

地
震

等
災

害
対

策

に
つ

い
て

対
応

す
べ

き
こ

と
を

明
確

に
し

て
い

る
。

 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

実
験

室
内

に

お
け

る
試

薬
等

の
飛

散
、

実
験

器
具

の
破

損
等

に
よ

る
人

的
被

害
の

発
生

 

・
 

危
険

薬
品

等
に

関
す

る
規

程
及

び
安

全
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

地
震

等
災

害
対

策

に
つ

い
て

対
応

す
べ

き
こ

と
を

明
確

に
し

て
い

る
。

 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

実
験

室
内

に

お
け

る
毒

素
の

飛
散

よ
る

人
的

被
害

の

発
生

 

・
 

法
令

等
に

基
づ

き
、

制
定

し
た

要
領

に
災

害
時

の
対

応
を

規
定

し
、

実
験

実

施
者

等
に

対
す

る
教

育
訓

練
を

開
催

し
て

い
る

他
、

年
１

回
の

実
地

調
査

を
行

い
、

管
理

・
保

管
状

況
等

を
点

検
し

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

各
セ

ン
タ

ー
・

事
業

所
に

ハ
ン

デ
ィ

ー
の

防
災

無
線

を
設

置
し

た
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

本
部

・
地

域
セ

ン
タ

ー
間

と
の

連
絡

困
難

 

・
 

各
セ

ン
タ

ー
・

事
業

所
に

ハ
ン

デ
ィ

ー
の

防
災

無
線

を
設

置
し

た
。

 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

全
て

の
セ

ン
タ

ー
・

事
業

所
に

お
い

て
、

防
災

業
務

実
施

規
程

に
基

づ
く

防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
消

防
計

画
を

整
備

し
て

お
り

、
予

防
策

・
災

害
発

生
時

の
対

応
策

の
策

定
お

よ
び

訓
練

等
を

実
施

し
て

い
る

。
 

地
震

等
に

伴
う

放
射

線
施

設
（

Ｒ
Ｉ

排
気

ダ
ク

ト
・

Ｒ
Ｉ

排
水

管
、

Ｒ
Ｉ

貯
留

槽
等

）

破
損

に
よ

る
放

射
性

物
質

の
管

理
区

域

外
漏

出
 

・
 

老
朽

化
し

た
Ｒ

Ｉ
貯

留
槽

及
び

屋
外

Ｒ
Ｉ

排
水

管
等

を
改

修
す

る
こ

と
と

し

て
い

る
。

 

テ
ロ

等
を

目
的

と
し

た
放

射
性

物
質

等

の
盗

取
 

・
 

放
射

線
施

設
の

全
て

の
入

口
等

に
監

視
カ

メ
ラ

を
設

置
し

、
2
4

時
間

監
視

・

録
画

可
能

な
体

制
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
電

子
錠

に
よ

り
許

可
さ

れ
た

者
以

外
の

入
室

を
制

限
し

て
い

る
。

 

地
震

等
災

害
発

生
に

よ
る

生
態

系
へ

の

影
響

を
生

じ
さ

せ
る

可
能

性
の

あ
る

実

験
動

物
の

逸
走

、
遺

伝
子

組
み

換
え

生
物

及
び

微
生

物
の

流
出

 

・
 

制
定

し
て

い
る

要
領

に
災

害
時

の
対

応
を

規
定

し
、

実
験

実
施

者
に

対
す

る

教
育

訓
練

を
開

催
し

て
い

る
他

、
年

1
回

の
実

地
調

査
を

行
い

、
管

理
・

保
管

状
況

等
を

点
検

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

部
署

ご
と

に
作

成
し

て
い

る
緊

急
時

連
絡

網
に

つ
い

て
、

定
期

的
に

確
認

し
、

職
員

そ
れ

ぞ
れ

に
お

い
て

連
絡

手
法

を
確

立
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

・
 

ま
た

、
各

セ
ン

タ
ー

・
事

業
所

間
に

設
置

し
た

防
災

無
線

に
て

確
認

す
る

こ

と
と

し
て

い
る

。
 

製
品

評
価

技

術
基

盤
機

構
 

 
地

震
,に

よ
る

人
的

被
害

 

・
 

執
務

室
内

の
高

い
書

棚
の

上
の

物
の

撤
去

及
び

机
の

配
置

の
際

に
避

難
を

想

定
し

た
通

路
の

確
保

を
行

っ
た

（
一

部
の

所
）

。
 

・
 

耐
震

マ
ッ

ト
に

よ
る

Ｐ
Ｃ

類
の

落
下

防
止

を
行

っ
た

（
一

部
の

所
）

。
 

・
 

合
庁

の
避

難
訓

練
に

参
加

し
安

全
に

避
難

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
と

同
時

に
、

消
火

器
等

の
非

常
用

設
備

の
位

置
や

操
作

方
法

の
確

認
を

行
っ

た
（

一
部

の
所

）
。

 

地
震

に
伴

う
容

器
の

破
損

等
に

よ
る

化

学
品

の
混

触
危

険
（

発
火

、
有

毒
ガ

ス
発

生
）

 

・
 

混
合

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

発
火

し
た

り
有

毒
ガ

ス
を

発
生

さ
せ

た
り

す
る

薬

品
同

士
が

万
一

の
漏

洩
時

に
も

混
じ

り
合

う
こ

と
が

な
い

位
置

に
保

管
す

る

こ
と

に
し

て
い

る
（

一
部

の
所

）
。

 

地
震

に
よ

る
、

生
態

系
へ

の
影

響
や

人
間

に
対

す
る

健
康

被
害

を
生

じ
さ

せ
る

可

能
性

の
あ

る
生

物
遺

伝
資

源
の

流
失

 

・
 

生
物

遺
伝

資
源

保
存

設
備

等
に

耐
震

対
策

を
施

し
、

耐
震

性
能

が
最

も
高

い

場
所

で
保

管
管

理
す

る
こ

と
に

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

薬
品

棚

の
転

倒
に

よ
る

被
害

 

・
 

薬
品

保
有

量
を

少
品

種
、

少
量

と
し

、
薬

品
棚

に
安

定
性

の
高

い
も

の
を

使

用
す

る
と

と
も

に
、

転
倒

防
止

金
具

を
取

り
付

け
て

い
る

（
一

部
の

所
）

。
 

地
震

に
よ

る
バ

イ
オ

施
設

の
被

害
（

生
物

遺
伝

資
源

の
流

出
）

 

・
 

被
災

し
た

施
設

の
復

旧
工

事
に

あ
た

っ
て

、
耐

震
補

強
を

考
慮

し
た

設
計

を

行
っ

た
。

 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

事
業

所

の
損

壊
等

に
よ

る
機

能
不

全
 

・
 

非
常

時
に

お
け

る
業

務
を

、
他

所
で

代
替

で
き

る
よ

う
規

程
を

整
備

し
た
（

一

部
の

業
務

）
。

 

地
震

等
に

よ
る

法
人

の
所

有
す

る
サ

ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
デ

ー
タ

の
喪

失
、

業
務

継
続

の
困

難
化

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
情

報
管

理
に

支
障

を
来

す
場

合
に

備
え

る
た

め

デ
ー

タ
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
実

施
し

て
い

る
（

一
部

の
業

務
）

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

時
差

退
庁

計
画

表
の

作
成

（
一

部
の

所
）

、
帰

宅
困

難
職

員
の

発
生

、
電

気
、

ガ
ス

、
水

道
等

の
イ

ン
フ

ラ
停

止
に

備
え

、
非

常
用

食
糧

、
毛

布
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

っ
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
情

報

機
器

会
社

が
運

営
す

る
緊

急
連

絡
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

本
所

・
支

所
と

の
連

絡
困

難
 

・
 

災
害

時
通

信
用

優
先

電
話

回
線

を
確

保
し

て
い

る
（

一
部

の
所

）
。

 

支
払

業
務

の
遅

延
 

・
 

支
払

い
業

務
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

を
整

備
し

て
い

る
（

一
部

の
所

）
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

に
よ

る
停

電

発
生

に
伴

う
微

生
物

保
存

設
備

の
停

止

に
よ

る
有

用
株

の
死

滅
 

・
 

電
力

又
は

液
体

窒
素

の
供

給
が

ス
ト

ッ
プ

し
た

場
合

に
、

低
温

管
理

が
必

要

な
微

生
物

保
存

施
設

が
停

止
し

な
い

よ
う

、
自

家
発

電
設

備
の

強
化

及
び

液
体

窒
素

の
備

蓄
を

行
っ

た
。

 

新
エ

ネ
ル

ギ

ー
･産

業
技

術

総
合

開
発

機

構
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

に
伴

う
人

的
被

害
 

・
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
対

応
方

法
を

と
り

ま
と

め
た

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

策

定
し

、
機

構
内

の
イ

ン
ト

ラ
ネ

ッ
ト

で
周

知
し

た
。

 

地
震

に
伴

う
人

的
被

害
 

・
 

転
倒

リ
ス

ク
の

高
い

執
務

室
内

の
ロ

ー
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

の
転

倒
防

止
措

置

及
び

割
れ

な
い

素
材

へ
の

交
換

を
行

っ
た

。
 

地
震

に
伴

う
人

的
被

害
 

・
 

現
在

、
規

程
の

策
定

に
向

け
た

検
討

を
実

施
中

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
・

飲
料

水
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

た
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
電

気
、

水
道

の
停

止
 

・
 

ト
イ

レ
洗

浄
の

た
め

の
水

を
各

ト
イ

レ
に

設
置

し
た

。
 

地
震

等
大

規
模

簿
災

害
発

生
後

の
通

信

イ
ン

フ
ラ

機
能

不
全

に
よ

る
連

絡
困

難
 

・
 

先
の

震
災

時
、

通
信

回
線

が
全

く
機

能
せ

ず
、

機
構

内
及

び
入

居
す

る
ビ

ル

管
理

事
務

所
等

と
の

情
報

伝
達

も
ま

ま
な

ら
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
非

常
時

に
お

け
る

正
確

か
つ

速
や

か
な

情
報

伝
達

等
を

目
的

と
し

て
簡

易
無

線
機

を
設

置

し
た

。
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

ク
ラ

ウ
ド

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

た
こ

と
に

よ
り

、
業

務
サ

ー
バ

機
能

の
保

持
、

デ
ー

タ
消

失
の

回
避

の
体

制
が

構
築

さ
れ

た
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

交
通

機
関

の
混

乱
に

よ
る

職
員

の
出

勤
不

能
時

の

お
け

る
職

員
間

の
連

絡
の

困
難

 

・
 

全
職

員
が

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
及

び
Ｗ

Ｅ
Ｂ

メ
ー

ル
シ

ス
テ

ム
の

使
用

に
よ

り
、

日
常

業
務

の
み

な
ら

ず
、

災
害

発
生

時
に

在
宅

中
の

職
員

も
含

め
、

緊
急

連
絡

が
取

れ
る

体
制

を
整

備
し

た
。

 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

役
職

員
の

緊
急

連
絡

網
を

整
備

し
共

有
し

て
い

る
。

 

・
 

Ａ
Ｅ

Ｄ
を

３
台

設
置

す
る

と
と

も
に

、
職

員
向

け
の

実
地

訓
練

等
の

講
習

を

実
施

し
て

い
る

。
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
感

染
症

の
予

防

対
策

 

・
 

感
染

症
や

熱
中

症
な

ど
の

予
防

対
策

及
び

対
応

に
つ

い
て

周
知

徹
底

を
図

る

ほ
か

、
「

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
行

動
計

画
（

2
1

年
５

月
）

」
を

策
定

。

日
本

貿
易

振

興
機

構
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

飲
料

水
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

っ
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
警

備

会
社

が
運

営
す

る
Ｅ

メ
ー

ル
に

よ
る

安
否

確
認

サ
ー

ビ
ス

を
導

入
し

、
役

職
員

へ
周

知
を

行
っ

た
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

国
内

外
事

務

所
と

の
連

絡
困

難
 

・
 

衛
星

電
話

１
台

を
本

部
に

設
置

。
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

防
災

カ
ー

ド
を

役
職

員
に

配
布

し
、

災
害

発
生

時
の

行
動

指
針

の
周

知
を

行

な
っ

た
。

 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

情
報

シ
ス

テ
ム

基
盤

更
改

に
あ

た
り

、
ウ

ェ
ブ

サ
ー

バ
や

電
子

メ
ー

ル
シ

ス

テ
ム

等
を

外
部

の
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

で
の

ク
ラ

ウ
ド

・
サ

ー
ビ

ス
へ

の
移

行
を

予
定

。
こ

れ
に

よ
り

災
害

時
等

の
サ

ー
ビ

ス
の

継
続

が
容

易
に

な
る

。
 

・
 

ま
た

、
業

務
系

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

は
、

大
阪

拠
点

と
の

相
互

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を

行
う

こ
と

で
災

害
発

生
時

の
業

務
継

続
に

も
寄

与
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

情
報

処
理

推

進
機

構
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

シ
ス

テ
ム

障
害

時
（

要
因

の
一

つ
と

し
て

災
害

等
も

挙
げ

ら
れ

る
）

の
高

可

用
性

を
実

現
す

る
べ

く
、

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

仮
想

化
技

術
を

導
入

し
「

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

ク
ラ

ウ
ド

」
環

境
に

て
シ

ス
テ

ム
基

盤
の

最
適

化
を

図
る

こ
と

と
し

、
現

在
構

築
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

 

・
 

ま
た

、
サ

ー
バ

の
機

能
不

全
に

よ
り

デ
ー

タ
が

消
失

し
業

務
継

続
に

支
障

を

来
す

場
合

に
備

え
、

法
人

の
重

要
デ

ー
タ

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

首
都

圏
外

に
も

保
有

す
る

こ
と

と
し

、
現

在
準

備
中

で
あ

る
。

 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
し

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

事
務

所
だ

け
で

な
く

、
外

出
時

や
在

宅
時

に
大

規
模

災
害

が
発

生
し

た
場

合

で
も

職
員

の
安

否
確

認
を

迅
速

に
行

え
る

よ
う

、
携

帯
電

話
等

で
も

利
用

可
能

な
ウ

ェ
ブ

ブ
ラ

ウ
ザ

ベ
ー

ス
の

安
否

確
認

サ
ー

ビ
ス

を
導

入
す

る
こ

と
と

し
、

現
在

準
備

中
で

あ
る

。
 

・
 

ま
た

、
本

サ
ー

ビ
ス

を
職

員
に

周
知

す
る

と
と

も
に

、
利

用
に

関
す

る
訓

練

の
実

施
を

計
画

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

ウ
ェ

ブ
サ

ー
バ

を
事

務
所

の
あ

る
首

都
圏

（
東

京
都

）
で

は
な

い
場

所
へ

移

設
し

た
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
世

界
的

な
大

流
行

（
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
）

の
発

生

に
備

え
、

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
至

る
フ

ェ
ー

ズ
毎

に
行

動
計

画
を

策
定

し
、

職
員

に
周

知
し

て
い

る
。

 

石
油

天
然

ガ

ス
・

金
属

鉱
物

資
源

機
構

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
震

、
津

波
、

台
風

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

事
業

所
の

損
壊

等
に

よ
る

機
能

不

全
 

・
 

災
害

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

。
 

・
 

事
業

継
続

計
画

の
検

討
・

策
定

。
随

時
見

直
し

中
。

 

地
震

、
津

波
、

台
風

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

機
構

管
理

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に

よ
る

業
務

継
続

の
困

難
化

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
実

験
デ

ー
タ

等
が

失
わ

れ
業

務
継

続
に

支
障

を

来
す

場
合

に
備

え
、

法
人

の
情

報
シ

ス
テ

ム
を

支
所

で
持

合
う

よ
う

検
討

中
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
、

参
集

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

非
常

用
食

糧
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
実

施
。

 

・
 

参
集

す
べ

き
職

員
を

地
域

に
よ

り
区

別
、

参
集

可
能

率
を

検
証

中
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
災

害

伝
言

サ
ー

ビ
ス

の
使

用
を

導
入

す
る

こ
と

と
し

、
職

員
へ

周
知

を
行

っ
た

。
ま

た
、

同
サ

ー
ビ

ス
を

実
際

に
使

用
す

る
訓

練
を

実
施

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

支
部

・
支

所
と

の
連

絡
困

難
 

・
 

衛
星

電
話

の
導

入
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
停

止
に

よ
る

業
務

実
施

困
難

化
 

・
 

上
下

水
道

の
停

止
、

ガ
ス

供
給

の
停

止
に

備
え

、
飲

料
水

、
簡

易
ト

イ
レ

、

防
寒

具
等

の
災

害
用

品
の

備
蓄

を
実

施
。

 

停
電

発
生

に
伴

う
設

備
の

停
止

に
よ

る

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

機
能

を
維

持
で

き
る

よ
う

一
部

支
所

で

自
家

発
電

設
備

を
配

備
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
を

防
ぐ

た
め

、
マ

ス
ク

及
び

ア
ル

コ
ー

ル

消
毒

薬
の

備
蓄

を
行

っ
て

い
る

。
 

公
共

交
通

機
関

機
能

不
全

に
よ

る
移

動

手
段

の
欠

如
 

・
 

自
転

車
を

複
数

台
導

入
検

討
中

。
 

中
小

企
業

基

盤
整

備
機

構
 

 
 

 
 

 
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

警
備

保
障

会
社

が
運

営
す

る
「

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

」
を

導
入

。
役

職
員

へ

の
周

知
・

登
録

を
行

い
、

入
居

す
る

ビ
ル

の
防

災
訓

練
に

合
わ

せ
動

作
訓

練
を

実
施

。
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

情
報

シ
ス

テ
ム

サ
ー

バ
デ

ー
タ

の
本

部
・

地
域

本
部

間
及

び
地

域
本

部
・

地

域
本

部
間

に
お

け
る

相
互

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

を
整

備
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

全
職

員
に

防
災

緊
急

キ
ッ

ト
を

配
布

す
る

と
と

も
に

、
非

常
用

食
糧

、
毛

布
、

簡
易

ト
イ

レ
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
外

務
省

の
渡

航
規

制
の

対
象

と

な
る

国
が

発
表

さ
れ

、
当

該
対

象
国

に
出

張
中

の
職

員
が

帰
国

し
た

と
き

は
、

当
該

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
潜

伏
期

間
と

さ
れ

る
日

数
に

つ
い

て
、

出
勤

停
止

を
要

請
。

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
患

者
の

濃
厚

接
触

者
に

つ
い

て
も

同
様

に
潜

伏
期

間
の

出
勤

停
止

を
要

請
。
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国
土

交
通

省
所

管
法

人
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

土
木

研
究

所
 

 
 

 
 

電
力

の
確

保
 

・
 

所
内

に
お

け
る

照
明

の
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
や

電
力

監
視

モ
ニ

タ
ー

を
活

用
し

た
電

力

使
用

の
管

理
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
た

。
 

水
源

の
確

保
 

・
 

土
木

研
究

所
敷

地
内

に
井

戸
を

掘
り

、
非

常
用

水
と

し
て

確
保

し
た

。
ま

た
、

水
質

検
査

を
行

い
、

飲
用

水
と

し
て

使
用

で
き

る
こ

と
を

確
認

し
た

。
 

地
震

発
生

情
報

の
迅

速
な

伝
達

 
・

 
地

震
発

生
の

情
報

を
発

生
前

に
職

員
へ

周
知

す
る

緊
急

地
震

速
報

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
職

員
の

よ
り

迅
速

な
避

難
が

可
能

と
な

る
よ

う
に

努
め

た
。

 

建
築

研
究

所
 

 
 

 
 

停
電

発
生

に
伴

う
情

報
イ

ン
フ

ラ
の

確

保
 

・
 

停
電

時
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
閲

覧
及

び
Ｅ

メ
ー

ル
の

使
用

を
可

能
に

す
る

た

め
、

停
電

時
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
電

源
を

、
商

用
電

源
か

ら
非

常
用

電
源

に
切

り
替

え
る

電
力

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

た
。

 

地
震

に
伴

う
実

験
器

具
の

破
損

等
に

よ

る
人

的
被

害
の

発
生

 
・

 
実

験
で

使
用

し
て

い
る

ガ
ス

ボ
ン

ベ
を

固
定

し
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

幹
部

職
員

に
対

し
て

公
用

携
帯

や
デ

ー
タ

通
信

装
置

等
を

配
布

し
、

防
災

窓

口
と

幹
部

職
員

と
の

連
絡

体
制

の
構

築
を

図
っ

て
い

る
。

 

交
通

安
全

環

境
研

究
所

 
地

震
等

の
自

然
災

害
発

生
時

に
お

け
る

人
的

損
害

 

・
 

理
事

長
の

直
接

巡
回

に
よ

る
４

Ｓ
（

整
理

・
整

頓
・

清
掃

・
清

潔
）

パ
ト

ロ

ー
ル

を
実

施
し

て
お

り
、

未
然

の
労

働
災

害
の

防
止

や
地

震
等

の
自

然
災

害
時

の
被

害
の

軽
減

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
 

海
上

技
術

安

全
研

究
所

 

 
 

 
 

災
害

に
よ

る
研

究
施

設
破

損
に

よ
る

、
研

究
業

務
へ

の
影

響
 

・
 

東
日

本
大

震
災

の
教

訓
を

踏
ま

え
、

研
究

棟
の

耐
震

補
強

を
進

め
る

こ
と

と

し
、

今
年

度
か

ら
の

耐
震

補
強

工
事

の
着

手
が

認
め

ら
れ

、
耐

震
性

能
が

低
く

、

重
要

な
研

究
施

設
か

ら
工

事
に

か
か

っ
て

い
る

。
 

災
害

に
よ

る
研

究
施

設
破

損
に

よ
る

、
研

究
業

務
へ

の
影

響
 

・
 

東
日

本
大

震
災

の
教

訓
を

踏
ま

え
、

将
来

の
震

災
、

事
故

等
が

生
じ

た
場

合

に
、

研
究

計
画

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
留

め
る

た
め

に
、

同
一

長
さ

の
模

型
の

運
用

が
可

能
に

な
る

よ
う

ト
リ

ミ
ン

グ
タ

ン
ク

等
の

中
水

槽
の

設
備

を
改

修

し
、

4
0
0
ｍ

試
験

水
槽

と
中

水
槽

の
相

互
利

用
が

可
能

と
な

る
よ

う
に

し
た

。

災
害

に
よ

る
研

究
施

設
破

損
に

よ
る

、
研

究
業

務
へ

の
影

響
 

・
 

東
日

本
大

震
災

の
教

訓
を

踏
ま

え
、

将
来

の
震

災
、

事
故

等
が

生
じ

た
場

合

に
、

外
部

施
設

の
有

効
活

用
に

よ
り

研
究

計
画

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
留

め
る

た
め

に
、

外
部

施
設

と
の

比
較

調
査

を
実

施
。

 

港
湾

空
港

技

術
研

究
所

 

 
 

 
 

 
 

地
震

、
津

波
等

の
大

規
模

災
害

に
伴

う
研

究
所

の
損

壊
等

に
よ

る
機

能
不

全
 

・
 

災
害

発
生

時
に

本
研

究
所

を
災

害
対

策
本

部
と

し
て

使
用

で
き

な
い

場
合

の

サ
テ

ラ
イ

ト
機

能
の

整
備

（
検

討
中

）
。

 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
サ

ー
バ

の
機

能
不

全
に

よ
る

業
務

継
続

の
困

難
化

 

・
 

災
害

時
に

本
研

究
所

を
災

害
対

策
本

部
と

し
て

使
用

で
き

な
い

場
合

の
サ

テ

ラ
イ

ト
機

能
の

整
備

（
検

討
中

）
。

 

地
震

等
に

よ
り

研
究

所
ま

で
の

ア
ク

セ

ス
ル

ー
ト

が
通

行
不

可
 

・
 

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
に

あ
る

橋
梁

が
落

橋
し

た
場

合
に

近
隣

の
自

衛
隊

敷
地

内

を
通

行
可

能
と

す
る

覚
書

を
締

結
し

、
訓

練
を

実
施

。
 

Ｔ
Ｅ

Ｃ
－

Ｆ
Ｏ

Ｒ
Ｃ

Ｅ
に

よ
る

研
究

者

の
現

地
等

へ
の

派
遣

 

・
 

災
害

発
生

時
に

研
究

者
等

の
緊

急
輸

送
に

備
え

て
、

近
隣

の
マ

リ
ー

ナ
へ

船

舶
を

係
留

す
る

た
め

の
協

定
を

締
結

し
、

訓
練

を
実

施
。

 

電
子

航
法

研

究
所

 

 
 

 
 

津
波

に
伴

う
人

的
・

物
的

被
害

 
・

 
電

気
、

ガ
ス

、
水

道
等

の
イ

ン
フ

ラ
停

止
に

備
え

、
非

常
用

食
糧

、
毛

布
、

簡
易

ト
イ

レ
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

な
っ

て
い

る
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
な

っ
て

い
る

。

停
電

発
生

に
伴

う
実

験
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

温
度

管
理

が
必

要
な

実
験

設
備

が
停

止

し
な

い
よ

う
、

自
動

的
に

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
に

切
り

替
え

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

い
る

。
 

航
海

訓
練

所
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

津
波

に
伴

う
人

的
・

物
的

被
害

（
練

習
船

の
損

害
）

 

・
 

Ｓ
Ｍ

Ｓ
*
安

全
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
「

Ｓ
Ｍ

Ｓ
特

殊
運

航
手

順
書

」
に

「
地

震

発
生

に
よ

り
練

習
船

に
津

波
の

影
響

が
予

想
さ

れ
た

場
合

の
対

策
」

を
新

た
に

定
め

、
大

規
模

津
波

を
想

定
し

た
訓

練
を

実
施

し
た

。
 

*
Ｓ

Ｍ
Ｓ

：
S
af

e
ty

 M
an

ag
e
m

e
nt

 S
y
st

e
m

（
安

全
管

理
シ

ス
テ

ム
）

 

地
震

、
津

波
、

原
子

力
事

故
等

の
大

規
模

災
害

に
伴

う
事

業
所

の
損

壊
等

に
よ

る

機
能

不
全

 

・
 

非
常

時
に

お
け

る
本

所
機

能
を

、
各

練
習

船
等

に
お

い
て

分
担

し
て

代
替

で

き
る

よ
う

、
検

討
を

開
始

し
た

。
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

本
所

に
設

置
さ

れ
て

い
る

サ
ー

バ
が

使
用

不
能

と
な

る
場

合
に

備
え

、
デ

ー

タ
ベ

ー
ス

及
び

メ
ー

ル
シ

ス
テ

ム
を

ク
ラ

ウ
ド

化
し

、
よ

り
安

全
な

管
理

体
制

に
移

行
す

る
予

定
。

（
平

成
2
4

年
1
0

月
稼

働
、

1
2

月
中

に
完

全
移

行
。

）

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

本
所

に
非

常
用

食
料

及
び

飲
料

水
等

を
常

備
し

、
帰

宅
困

難
時

に
本

所
内

に

滞
在

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

（
8
0

名
・

３
日

分
）

 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

ツ
イ

ッ
タ

ー
や

Ｆ
ａ

ｃ
ｅ

ｂ
ｏ

ｏ
ｋ

を
活

用
す

る
。

 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

大
規

模
災

害
発

生
時

に
は

、
ま

ず
自

分
の

身
を

守
る

こ
と

を
最

優
先

に
行

動

す
る

よ
う

指
導

す
る

と
と

も
に

、
安

否
連

絡
・

情
報

の
収

集
方

法
を

記
載

し
た

緊
急

連
絡

先
カ

ー
ド

を
発

行
し

、
そ

れ
に

基
づ

い
て

各
自

安
否

連
絡

を
す

る
よ

う
指

示
し

て
い

る
。

 

・
 

ま
た

、
大

規
模

災
害

発
生

を
想

定
し

た
訓

練
を

、
平

成
2
4

年
1
0

月
に

実
施

す
る

予
定

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

練
習

船
と

い
う

多
く

の
実

習
生

が
乗

船
す

る
特

殊
な

環
境

を
考

慮
し

、
新

型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

対
し

実
習

生
、

乗
組

員
と

も
乗

船
前

に
予

防
接

種
を

励
行

さ
せ

る
と

と
も

に
、

各
船

に
は

こ
れ

に
対

す
る

簡
易

検
査

キ
ッ

ト
及

び
対

処
薬

（
タ

ミ
フ

ル
）

を
常

備
し

て
流

行
へ

の
予

防
策

を
講

じ
て

い
る

。
ま

た
、

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
陥

る
前

に
陸

上
機

関
と

連
携

し
て

実
習

生
を

帰
宅

さ
せ

る
な

ど

の
対

応
を

行
っ

て
い

る
。

 

海
技

教
育

機

構
 

 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
被

災
に

よ
る

本

部
（

静
岡

市
）

の
機

能
不

全
 

・
 

本
部

（
静

岡
県

静
岡

市
）

が
被

災
に

よ
り

機
能

不
全

と
な

っ
た

場
合

の
バ

ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

と
し

て
、

海
技

大
学

校
（

兵
庫

県
芦

屋
市

）
に

災
害

対
策

本
部

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

お
け

る
生

徒
・

学
生

及
び

職
員

の
安

否
確

認
困

難
 

・
 

非
常

時
に

お
け

る
生

徒
・

学
生

及
び

職
員

の
連

絡
先

名
簿

を
作

成
の

上
、

本

部
及

び
本

部
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

機
能

を
担

う
海

技
大

学
校

に
お

い
て

保
管

す

る
こ

と
と

し
た

。
（

各
学

校
に

お
い

て
も

同
様

の
対

策
を

実
施

）
 

学
籍

簿
等

、
重

要
書

類
の

毀
損

、
流

出
 

・
 

廃
校

と
な

っ
た

学
校

の
学

籍
簿

等
の

重
要

書
類

に
つ

い
て

、
電

子
化

・
多

重

保
管

へ
移

行
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

原
子

力
事

故
の

発
生

に
伴

う
放

射
線

汚

染
 

・
 

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

伴
う

放
射

線
汚

染
に

備
え

、
本

部
及

び
海

技
大

学

校
に

放
射

線
測

定
器

を
配

備
し

た
。

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

伴
う

業

務
継

続
の

困
難

化
 

・
 

本
部

か
ら

の
指

示
の

も
と

、
各

学
校

に
お

け
る

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
予

防
・

対
策

を
行

っ
た

。
ま

た
、

マ
ス

ク
等

を
各

学
校

と
本

部
に

保
管

す
る

こ
と

で
、

必
要

な
場

合
に

相
互

に
支

援
で

き
る

体
制

を
確

立
し

た
。

 

大
雨

、
台

風
等

に
よ

る
被

害
 

・
 

本
部

に
て

気
象

情
報

を
把

握
し

、
豪

雨
等

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
学

校
に

対

し
て

は
、

注
意

喚
起

を
行

う
こ

と
と

し
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

連
絡

困
難

 
・

 
新

た
に

衛
星

携
帯

電
話

を
本

部
及

び
海

技
大

学
校

に
配

備
し

た
。

 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

各
学

校
独

自
の

リ
ス

ク
・

取
組

に
つ

い
て

、
本

部
が

情
報

を
収

集
し

、
対

策

等
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
参

照
事

例
と

し
て

他
校

へ
の

紹
介

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

火
災

、
地

震
・

津
波

等
災

害
発

生
時

の
施

設
及

び
人

的
被

害
 

・
 

地
震

・
津

波
、

火
災

発
生

時
に

備
え

、
職

員
及

び
学

生
で

構
成

す
る

自
衛

消

防
隊

、
地

震
防

災
隊

を
編

成
し

、
定

期
的

に
防

災
訓

練
を

実
施

す
る

。
（

各
学

校
）

 

・
 

地
方

自
治

体
等

と
連

携
し

た
避

難
訓

練
等

を
実

施
す

る
。

（
海

技
大

学
校

、

宮
古

校
）

 

・
 

生
徒

・
学

生
、

教
職

員
の

飲
料

水
、

非
常

食
を

３
日

分
確

保
・

保
管

す
る

こ

と
と

し
て

い
る

。
（

各
学

校
）

 

・
 

災
害

ベ
ン

ダ
ー

機
能

を
有

す
る

自
販

機
へ

切
り

替
え

た
。

（
波

方
校

）
 

・
 

避
難

場
所

指
定

及
び

避
難

経
路

の
再

確
認

を
行

っ
た

。
（

口
之

津
校

、
波

方

校
）

 

・
 

船
舶

の
流

出
を

防
ぐ

た
め

係
留

索
等

の
新

替
、

点
検

を
行

っ
た

。
（

館
山

校
、

口
之

津
校

）
 

・
 

小
型

舟
艇

等
は

艇
庫

内
に

格
納

し
、

大
型

の
練

習
船

は
係

留
ロ

ー
プ

の
増

取

り
を

す
る

こ
と

と
し

た
。

（
宮

古
校

）
 

洪
水

に
よ

る
物

的
被

害
 

・
 

床
上

浸
水

を
極

力
抑

え
る

た
め

土
嚢

を
準

備
し

た
。

 

・
 

ま
た

、
大

雨
に

対
す

る
対

応
と

し
て

、
床

上
浸

水
も

想
定

し
た

対
応

マ
ニ

ュ

ア
ル

を
年

度
内

を
目

途
に

作
成

す
る

。
（

口
之

津
校

）
 

津
波

に
よ

る
危

険
物

の
流

出
の

際
の

二

次
被

害
等

 

・
 

危
険

物
の

容
器

の
転

倒
防

止
の

た
め

、
床

や
壁

に
金

具
で

固
定

し
て

い
る

か

再
確

認
し

た
。

 

・
 

容
器

ご
と

流
出

し
た

場
合

に
備

え
、

内
容

物
の

名
称

、
施

設
名

と
連

絡
先

を

記
載

し
た

名
札

の
取

り
付

け
た

。
（

宮
古

校
）
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

津
波

及
び

風
水

害
に

伴
う

防
災

用
品

の

流
失

等
 

・
 

校
庭

に
あ

っ
た

防
災

倉
庫

を
学

生
寮

４
階

に
移

動
し

た
。

（
清

水
校

）
 

災
害

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
学

生
・

職
員

の
帰

宅
困

難
化

 

・
 

新
た

に
防

災
倉

庫
を

１
棟

増
設

し
、

帰
宅

困
難

学
生

・
職

員
の

発
生

、
電

気
、

ガ
ス

、
水

道
等

の
イ

ン
フ

ラ
停

止
に

備
え

、
非

常
用

食
糧

、
毛

布
、

テ
ン

ト
等

を
追

加
備

蓄
し

、
防

災
備

品
を

充
実

さ
せ

た
。

（
宮

古
校

）
 

・
 

学
校

施
設

内
で

の
宿

泊
を

可
と

し
て

、
毛

布
の

貸
出

を
行

う
こ

と
と

し
た

。

（
波

方
校

）
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

を
備

蓄
し

た
。

（
海

技
大

学
校

）
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

連
絡

困
難

 
・

 
校

内
施

設
間

連
絡

用
に

無
線

機
設

置
し

た
。

（
清

水
校

）
 

停
電

発
生

に
伴

う
二

次
被

害
 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

学
生

・
職

員
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

自
動

的
に

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
に

切
り

替
え

る
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し

た
。

（
宮

古
校

）
 

災
害

発
生

時
に

お
け

る
電

源
の

確
保

の

困
難

 
・

 
発

電
機

（
ポ

ー
タ

ブ
ル

を
含

む
）

を
設

置
し

た
。

（
各

学
校

）
 

火
災

発
生

時
及

び
断

水
時

の
水

不
足

（
宮

古
校

）
 

・
 

火
災

発
生

時
及

び
断

水
時

の
水

不
足

に
備

え
、

施
設

内
の

プ
ー

ル
に

年
間

を

通
じ

て
貯

水
す

る
こ

と
と

し
た

。
（

宮
古

校
）

 

公
用

車
や

ポ
ー

タ
ブ

ル
発

動
機

用
の

燃

料
不

足
（

宮
古

校
）

 
・

 
携

帯
用

の
燃

料
缶

を
確

保
し

た
。

（
宮

古
校

）
 

航
空

大
学

校
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
災

害
が

発
生

し
た

際
に

、
い

ち
早

く
災

害

情
報

を
収

集
で

き
る

よ
う

市
の

防
災

メ
ー

ル
へ

登
録

す
る

よ
う

職
員

に
周

知

し
た

。
 

自
動

車
検

査
 

 
 

 
 

 
 

外
的

な
事

件
（

自
動

車
の

基
準

適
合

性
審

査
時

に
お

け
る

不
当

要
求

等
）

 

・
 

厳
正

な
審

査
を

阻
害

す
る

可
能

性
の

高
い

不
当

要
求

に
つ

い
て

、
対

応
マ

ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

し
、

研
修

等
の

機
会

を
通

じ
全

職
員

へ
の

周
知

徹
底

を
図

っ
て

い
る

。
 

・
 

ま
た

、
顧

問
弁

護
士

に
よ

る
研

修
を

行
い

、
対

応
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め

て
い

る
。

 

・
 

併
せ

て
、

行
政

対
象

暴
力

に
対

す
る

関
係

省
庁

等
連

絡
会

議
に

オ
ブ

ザ
ー

バ

ー
と

し
て

参
加

し
情

報
収

集
に

努
め

て
い

る
。

 

外
的

な
事

故
（

自
動

車
の

基
準

適
合

性
審

査
時

に
お

け
る

審
査

車
両

に
よ

る
事

故

等
）

 

・
 

人
身

事
故

防
止

や
受

検
車

両
及

び
施

設
へ

の
事

故
防

止
の

た
め

、
各

種
作

業

に
お

け
る

安
全

な
作

業
を

行
う

べ
く

マ
ニ

ュ
ア

ル
化

を
図

り
、

検
査

職
員

へ
周

知
し

事
故

の
未

然
防

止
に

努
め

て
い

る
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

て
い

る
が

、

必
要

な
備

蓄
量

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
携

帯

電
話

会
社

等
が

運
営

す
る

災
害

伝
言

サ
ー

ビ
ス

の
使

用
を

導
入

す
る

こ
と

と

し
、

職
員

へ
周

知
を

行
っ

た
。

 

・
 

警
備

会
社

が
運

用
す

る
安

否
確

認
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
図

る
こ

と
と

し
、

現

在
、

導
入

準
備

を
進

め
て

い
る

。
 

鉄
道

建
設

・
運

輸
施

設
整

備

支
援

機
構

 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

災
害

時
に

お
け

る
災

害
対

策
方

針
を

内
規

に
よ

り
定

め
て

い
る

。
 

・
 

現
在

、
災

害
時

の
職

員
の

行
動

指
針

等
に

つ
い

て
具

体
的

な
対

応
マ

ニ
ュ

ア

ル
を

作
成

中
。

 

・
 

ま
た

、
防

災
に

係
る

各
種

訓
練

を
実

施
し

た
。

 

大
規

模
災

害
に

伴
う

事
務

所
の

損
壊

等

に
よ

る
機

能
不

全
 

・
 

参
集

要
員

等
の

指
定

、
事

務
所

被
害

状
況

の
確

認
、

事
務

所
使

用
不

能
時

の

代
替

場
所

の
選

定
等

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
中

。
 

大
規

模
災

害
に

伴
う

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の

停
止

 

・
 

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

水
、

非
常

用
発

電
機

、

簡
易

ト
イ

レ
等

の
非

常
用

物
品

を
備

蓄
し

て
い

る
。

 

大
規

模
災

害
に

伴
う

公
共

交
通

の
機

能

不
全

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

が
困

難
に

な
っ

た
職

員
・

来
客

者
が

事
務

所
内

に
留

ま
る

こ
と

が
で

き

る
よ

う
、

水
、

食
料

、
毛

布
等

の
非

常
用

物
品

を
備

蓄
し

て
い

る
。

 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

大
規

模
災

害
発

生
時

、
通

信
イ

ン
フ

ラ
の

回
線

制
限

に
伴

う
職

員
の

安
否

確
認

困

難
 

・
 

緊
急

連
絡

網
を

作
成

し
全

社
的

に
連

絡
手

順
を

統
一

の
上

、
連

絡
先

の
情

報

を
共

有
し

た
。

 

・
 

通
信

手
段

は
災

害
時

比
較

的
連

絡
の

と
り

や
す

か
っ

た
携

帯
メ

ー
ル

を
使

用

す
る

こ
と

と
し

、
役

職
員

に
周

知
し

た
。

 

・
 

本
社

防
災

担
当

者
３

名
に

は
専

用
の

携
帯

電
話

を
支

給
し

、
災

害
時

連
絡

先

と
し

て
周

知
し

、
担

当
者

は
常

時
携

帯
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

・
 

ま
た

、
携

帯
電

話
を

用
い

た
安

否
確

認
訓

練
を

実
施

し
た

。
 

大
規

模
災

害
発

生
時

、
通

信
イ

ン
フ

ラ
の

回
線

制
限

に
伴

う
地

方
機

関
と

の
連

絡

困
難

 

・
 

緊
急

連
絡

網
を

作
成

し
全

社
的

に
連

絡
手

順
を

統
一

の
上

、
連

絡
先

の
情

報

を
共

有
し

た
。

 

・
 

通
信

手
段

は
災

害
時

比
較

的
連

絡
の

と
り

や
す

か
っ

た
携

帯
メ

ー
ル

を
使

用

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

・
 

本
社

防
災

担
当

者
３

名
に

は
専

用
の

携
帯

電
話

を
支

給
し

、
災

害
時

連
絡

先

と
し

て
周

知
し

、
担

当
者

は
常

時
携

帯
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

大
規

模
災

害
に

伴
う

所
有

す
る

サ
ー

バ

等
の

破
損

に
よ

る
デ

ー
タ

等
の

喪
失

 

・
 

業
務

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

本
社

（
横

浜
）

の
他

に
遠

隔
地

（
北

海
道

）

に
サ

ー
バ

を
設

置
し

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

同
期

し
て

い
る

。
 

・
 

ま
た

、
サ

ー
バ

に
保

管
し

て
い

る
デ

ー
タ

は
毎

日
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

行
っ

て

お
り

、
そ

の
記

録
媒

体
を

定
期

的
に

大
阪

に
送

付
し

て
い

る
。

 

・
 

文
書

フ
ァ

イ
ル

等
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

フ
ァ

イ
ル

サ
ー

バ
に

保
管

す

る
こ

と
と

な
っ

て
お

り
、

そ
の

フ
ァ

イ
ル

サ
ー

バ
の

内
容

に
つ

い
て

毎
日

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
行

っ
て

い
る

。
 

大
規

模
災

害
に

伴
う

建
設

工
事

現
場

の

事
故

等
の

発
生

に
よ

る
第

三
者

被
害

の

発
生

 

・
 

第
三

者
被

害
が

発
生

し
た

場
合

は
、

直
ち

に
事

故
対

策
本

部
を

設
置

し
、

迅

速
な

措
置

を
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

、
内

規
を

整
備

の
上

、
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

。
 

相
手

方
の

被
災

等
に

よ
り

収
入

が
中

断

し
た

が
、

支
出

は
通

常
通

り
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
場

合
の

資
金

シ
ョ

ー
ト

 

・
 

予
定

し
て

い
た

収
入

の
全

額
が

数
ヶ

月
中

断
し

た
と

し
て

も
、

金
融

機
関

か

ら
の

短
期

借
入

金
等

に
よ

り
必

要
な

資
金

調
達

が
可

能
と

な
る

よ
う

措
置

し

て
い

る
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
国

等
か

ら
予

防
・

ま
ん

延
防

止

の
た

め
の

要
請

を
受

け
た

場
合

に
は

、
職

員
に

対
し

出
勤

停
止

を
命

ず
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

 

国
際

観
光

振

興
機

構
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

海
外

に
お

い
て

緊
急

事
態

が
発

生
し

た

際
の

人
的

被
害

と
業

務
継

続
の

困
難

化
 

・
 

海
外

で
の

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

新
規

に
作

成
し

、
今

後
の

不
測

の
事

態

へ
の

対
応

を
整

備
し

た
。

 

地
震

等
の

大
規

模
自

然
災

害
に

伴
う

事

業
所

の
損

壊
等

に
よ

る
機

能
不

全
 

・
 

非
常

時
に

お
け

る
本

部
の

機
能

を
維

持
・

代
替

で
き

る
よ

う
、

マ
ニ

ュ
ア

ル

整
備

に
向

け
て

検
討

し
て

い
る

。
 

地
震

等
に

よ
る

法
人

の
所

有
す

る
サ

ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
機

構
が

保
有

す
る

デ
ー

タ
等

が
失

わ
れ

業
務

継

続
に

支
障

を
来

す
場

合
に

備
え

、
法

人
の

情
報

シ
ス

テ
ム

の
現

状
点

検
と

改
善

策
を

検
討

し
て

い
る

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

簡
易

ト
イ

レ
等

の
防

災
用

品
の

備
蓄

を
行

う
こ

と
を

検
討

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
緊

急

連
絡

網
を

整
備

済
で

あ
る

が
、

よ
り

具
体

的
な

対
応

に
つ

い
て

検
討

し
て

い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

各
部

・
海

外
事

務
所

と
の

連
絡

困
難

 

・
 

Ｂ
Ｃ

Ｐ
の

一
環

と
し

て
、

場
合

分
け

し
て

具
体

的
に

検
討

し
て

い
る

。
 

停
電

発
生

に
伴

う
事

務
室

内
設

備
の

停

止
に

よ
る

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

突
然

の
停

電
が

発
生

し
た

場
合

に
、

事
務

室
内

の
設

備
が

停
止

し
な

い
よ

う
、

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
等

の
導

入
を

検
討

し
て

い
る

。
 

水
資

源
機

構
 

 
 

 
 

地
震

等
に

よ
る

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機

能
不

全
に

よ
り

重
要

デ
ー

タ
の

消
失

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
伴

う
重

要
デ

ー
タ

消
失

に
備

え
、

デ
ー

タ
の

バ
ッ

ク

ア
ッ

プ
を

実
施

し
て

い
る

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

現
場

事
務

所

等
と

の
連

絡
困

難
 

・
 

通
信

事
業

者
に

よ
る

回
線

制
限

の
影

響
を

受
け

な
い

専
用

の
多

重
無

線
回

線

網
を

独
自

に
整

備
し

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
警

備

会
社

が
運

営
す

る
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
の

使
用

を
導

入
し

、
職

員
へ

周
知

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

同
サ

ー
ビ

ス
を

実
際

に
訓

練
で

使
用

し
て

い
る

。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

て
い

る
。

地
震

等
に

よ
り

管
理

施
設

等
が

被
災

し
、

利
水

者
へ

の
安

定
的

な
用

水
供

給
が

困

難
 

・
 

被
災

施
設

の
復

旧
等

支
援

に
係

る
、

人
員

・
資

機
材

・
物

資
の

広
域

的
な

応

援
体

制
を

整
備

す
る

た
め

、
支

援
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
中

で
あ

る
。

 

※
大

規
模

地
震

（
業

務
継

続
計

画
）

 

 ・
 

災
害

時
の

機
動

的
な

水
供

給
手

法
と

し
て

可
搬

式
海

水
淡

水
化

装
置

を
設

置

し
、

防
災

訓
練

等
を

通
じ

て
緊

急
時

に
備

え
た

。
 

地
震

等
に

よ
る

図
面

等
重

要
デ

ー
タ

の

消
失

 

・
 

全
施

設
の

重
要

デ
ー

タ
（

施
設

図
面

等
）

を
電

子
化

一
括

管
理

し
、

事
務

所

が
被

災
し

図
面

等
が

消
失

し
た

場
合

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
と

す
る

こ
と

と
し

た
。

地
震

に
よ

る
施

設
の

損
壊

に
よ

る
人

的
・

物
的

被
害

、
用

水
供

給
の

停
止

 

・
 

用
水

路
等

施
設

及
び

管
理

所
施

設
に

お
い

て
、

大
規

模
地

震
に

対
す

る
耐

震

補
強

等
を

実
施

し
た

。
 

・
 

ま
た

、
大

規
模

地
震

な
ど

被
災

後
の

迅
速

な
応

急
復

旧
を

目
的

に
ポ

ン
プ

車
、

発
電

機
、

水
路

補
修

資
材

等
の

備
蓄

を
進

め
て

い
る

。
 

停
電

発
生

に
伴

う
ダ

ム
・

堰
施

設
の

洪
水

時
操

作
及

び
水

路
施

設
の

用
水

供
給

継

続
へ

の
影

響
 

・
 

停
電

発
生

時
に

お
い

て
も

施
設

操
作

が
可

能
と

な
る

よ
う

ダ
ム

・
堰

及
び

水

路
施

設
に

予
備

発
電

機
を

設
置

し
て

い
る

。
 

洪
水

に
よ

る
人

的
・

物
的

被
害

 

・
 

早
明

浦
ダ

ム
で

は
、

計
画

規
模

を
超

え
る

よ
う

な
洪

水
が

発
生

し
緊

急
時

の

ダ
ム

操
作

を
行

う
こ

と
に

な
っ

て
も

、
ピ

ー
ク

カ
ッ

ト
を

行
い

ダ
ム

か
ら

の
最

大
放

流
を

抑
え

る
操

作
を

検
討

し
、

「
緊

急
時

の
ダ

ム
操

作
要

領
（

案
）

」
を

作
成

し
た

。
 

・
 

銅
山

川
３

ダ
ム

（
新

宮
ダ

ム
・

柳
瀬

ダ
ム

・
富

郷
ダ

ム
）

で
は

、
３

ダ
ム

連

携
操

作
に

よ
る

放
流

方
式

の
見

直
し

検
討

を
行

っ
た

。
 

・
 

ま
た

、
名

張
３

ダ
ム

（
室

生
ダ

ム
、

青
蓮

寺
ダ

ム
、

比
奈

知
ダ

ム
）

や
日

吉

ダ
ム

に
お

い
て

、
河

川
管

理
者

と
協

議
し

、
特

別
防

災
操

作
（

管
理

規
定

に
定

め
ら

れ
た

流
量

よ
り

減
じ

た
放

流
を

行
う

操
作

）
に

よ
り

、
下

流
浸

水
被

害
を

軽
減

さ
せ

た
。

 

自
動

車
事

故

対
策

機
構

 

 
 

 
 

地
震

に
伴

う
什

器
転

倒
に

よ
る

人
的

被

害
 

・
 

本
部

及
び

全
て

の
主

管
支

所
・

支
所

に
お

い
て

、
書

棚
等

の
什

器
を

床
や

壁

に
金

具
で

固
定

す
る

な
ど

の
転

倒
防

止
対

策
を

実
施

し
た

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
役

職
員

の
帰

宅
困

難
化

 

・
 

本
部

及
び

全
て

の
主

管
支

所
・

支
所

に
お

い
て

、
帰

宅
困

難
役

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
イ

ン
フ

ラ
停

止
に

備
え

、
非

常
用

持
出

セ
ッ

ト
、

非
常

食
セ

ッ
ト

、
毛

布
な

ど
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

た
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

役
職

員
の

安

否
確

認
困

難
 

・
 

外
出

中
の

役
職

員
や

在
宅

時
に

発
生

し
た

際
の

安
否

確
認

を
行

う
た

め
、

警

備
会

社
が

運
営

す
る

安
否

確
認

サ
ー

ビ
ス

を
導

入
し

、
職

員
へ

の
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
同

サ
ー

ビ
ス

の
円

滑
な

実
施

に
向

け
て

同
サ

ー
ビ

ス
を

実
際

に
使

用
す

る
訓

練
を

組
織

的
に

実
施

し
た

。
 

海
上

災
害

防

止
セ

ン
タ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

首
都

圏
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
途

絶
 

・
 

被
災

時
に

備
え

た
災

害
対

応
備

蓄
品

等
の

見
直

し
を

実
施

。
 

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

途
絶

等
に

伴
う

事
務

所

機
能

の
喪

失
 

・
 

被
災

時
に

お
け

る
代

替
事

務
所

と
し

て
、

地
方

事
務

所
へ

の
移

転
に

つ
い

て

検
討

。
業

務
継

続
の

た
め

に
必

要
な

整
備

と
し

て
、

移
転

予
定

事
務

所
に

所
要

の
設

備
を

整
備

。
 

負
傷

等
に

よ
る

職
員

の
減

員
 

・
 

災
害

発
生

時
に

お
け

る
優

先
継

続
業

務
と

一
般

業
務

を
区

分
し

、
優

先
継

続

業
務

の
実

施
に

必
要

な
最

少
人

員
体

制
を

整
理

。
 

全
国

各
地

の
資

機
材

基
地

等
の

損
失

 
・

 
各

基
地

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
体

制
の

確
保

の
観

点
か

ら
、

広
域

防
災

拠
点

を
追

加
整

備
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

携
帯

パ
ソ

コ
ン

の
配

付
に

よ
り

、
自

宅
に

お
け

る
継

続
業

務
が

可
能

な
体

制

を
確

保
。

 

都
市

再
生

機

構
 

 

地
震

、
津

波
等

の
大

規
模

災
害

に
伴

う
事

業
所

の
損

壊
等

に
よ

る
機

能
不

全
 

・
 

本
社

ビ
ル

（
横

浜
）

が
被

災
し

、
機

能
不

全
と

な
っ

た
場

合
、

災
害

対
策

本

部
等

本
社

機
能

を
新

宿
、

千
葉

に
所

在
す

る
支

社
等

に
お

い
て

代
替

で
き

る
よ

う
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

し
て

い
る

。
 

地
震

、
津

波
等

に
よ

る
法

人
の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

り
デ

ー
タ

等
が

失
わ

れ
業

務
継

続
に

支
障

を
来

す

場
合

に
備

え
、

複
数

の
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
体

制
を

構
築

し
て

い
る

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
し

て
い

る
。

 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
携

帯

電
話

に
お

け
る

メ
ー

ル
で

の
や

り
と

り
、

携
帯

電
話

会
社

が
運

営
す

る
災

害
伝

言
サ

ー
ビ

ス
の

使
用

を
導

入
す

る
こ

と
と

し
、

職
員

へ
周

知
を

行
っ

て
い

る
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
、

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
に

伴
う

支
社

等
と

の

連
絡

困
難

 

・
 

災
害

時
に

有
効

な
通

信
手

段
と

さ
れ

て
い

る
衛

星
携

帯
電

話
を

主
な

支
社

等

に
配

置
し

て
い

る
。

 

大
規

模
災

害
全

般
に

つ
い

て
 

・
 

本
社

組
織

に
お

い
て

、
災

害
対

策
規

程
に

基
づ

く
防

災
実

施
計

画
を

策
定

し
、

災
害

発
生

時
に

お
け

る
役

職
員

の
行

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

定
め

、
周

知
を

行
っ

て
い

る
。

 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
発

生
に

備
え

た
業

務
継

続
計

画
（

Ｂ
Ｃ

Ｐ
）

の

策
定

し
て

い
る

。
 

自
然

災
害

等
に

よ
る

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

事

業
区

域
の

施
設

等
の

破
損

等
 

・
 

気
象

の
注

意
報

・
警

報
発

令
の

際
の

事
業

区
域

の
現

場
巡

回
や

災
害

等
発

生

時
の

緊
急

連
絡

体
制

を
構

築
し

て
い

る
。

ま
た

、
災

害
等

発
生

時
の

応
急

処
置

資
機

材
の

備
蓄

、
緊

急
工

事
業

者
の

設
置

と
連

絡
体

制
等

の
整

備
を

行
っ

て
い

る
。

 

余
震

等
に

よ
る

被
災

建
築

物
の

倒
壊

、
部

材
の

落
下

等
か

ら
生

じ
る

二
次

災
害

 

・
 

左
記

二
次

災
害

の
防

止
を

図
る

た
め

、
被

災
建

築
物

応
急

危
険

度
判

定
士

を

養
成

し
、

災
害

の
発

生
し

た
自

治
体

へ
こ

れ
ら

の
技

術
者

を
派

遣
し

て
い

る
。

 

大
規

模
な

地
震

又
は

大
雨

等
に

よ
り

、
宅

地
が

大
規

模
か

つ
広

範
囲

に
被

災
し

た

場
合

の
二

次
災

害
 

・
 

左
記

二
次

災
害

の
防

止
を

図
る

た
め

、
被

災
宅

地
危

険
度

判
定

士
を

養
成

し
、

災
害

の
発

生
し

た
自

治
体

へ
こ

れ
ら

の
技

術
者

を
派

遣
し

て
い

る
。

 

津
波

に
伴

う
人

的
・

物
的

被
害

 

・
 

津
波

発
生

時
の

避
難

場
所

と
し

て
、

Ｕ
Ｒ

賃
貸

住
宅

の
廊

下
又

は
階

段
等

の

共
用

部
分

（
屋

上
等

の
立

入
り

制
限

場
所

を
除

く
。

）
を

、
周

辺
住

民
が

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
自

治
体

と
協

定
を

締
結

（
H
2
4
.８

現
在

 
1
3

市
・

6
9

団
地

で
締

結
）

し
た

。
 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
時

の
住

宅
不

足
 

・
 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
が

発
生

し
た

際
、

地
方

公
共

団
体

の
要

請
に

応
じ

て

Ｕ
Ｒ

賃
貸

住
宅

を
提

供
す

る
協

定
を

締
結

（
２

県
・

１
市

で
締

結
）

し
た

。
 

地
震

発
生

時
の

玄
関

扉
開

閉
不

良
に

よ

る
避

難
不

可
 

・
 

東
日

本
大

震
災

の
被

害
で

多
か

っ
た

「
玄

関
扉

開
閉

不
良

」
の

対
策

と
し

て
、

地
震

発
生

時
の

開
閉

性
能

を
確

保
す

る
た

め
、

Ｕ
Ｒ

賃
貸

住
宅

に
お

い
て

対
震

丁
番

へ
の

取
替

を
平

成
2
4

年
度

か
ら

順
次

実
施

。
 

地
震

等
で

の
液

状
化

に
よ

る
ラ

イ
フ

ラ

イ
ン

不
通

 

・
 

液
状

化
に

よ
る

地
盤

沈
下

が
発

生
し

、
給

排
水

管
の

破
断

を
防

ぐ
た

め
、

今

後
の

工
事

に
併

せ
て

、
接

続
部

分
の

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

管
や

可
と

う
継

手
の

採
用

の
標

準
化

を
検

討
し

て
い

る
。

 

大
規

模
災

害
発

生
時

に
お

け
る

災
害

対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
整

備
 

・
 

東
日

本
大

震
災

を
受

け
て

応
急

補
修

方
法

、
お

客
様

へ
の

情
報

提
供

方
法

等

の
初

動
対

応
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
平

成
2
4

年
度

よ
り

順
次

整
備

。
 

大
規

模
災

害
発

生
時

に
お

け
る

復
旧

工

事
の

遅
延

 

・
 

東
日

本
大

震
災

に
お

け
る

応
急

復
旧

で
の

資
材

・
人

員
等

不
足

の
経

験
を

踏

ま
え

、
小

規
模

修
繕

工
事

業
者

の
選

定
に

お
い

て
、

「
災

害
時

に
備

え
た

取
組

み
」

と
し

て
災

害
時

の
緊

急
対

応
工

具
等

の
確

保
及

び
広

域
連

携
に

よ
る

補
完

体
制

と
い

っ
た

提
案

を
受

け
付

け
評

価
す

る
と

と
も

に
、

当
該

提
案

を
仕

様
書

の
一

部
と

し
た

。
 

大
規

模
災

害
発

生
時

に
お

け
る

被
害

情

報
の

把
握

困
難

 

・
 

大
規

模
災

害
時

の
発

生
時

の
被

害
状

況
把

握
を

目
的

と
し

て
、

団
地

自
治

会

と
災

害
時

通
報

協
定

を
締

結
し

た
。

 

日
本

高
速

道

路
保

有
・

債
務

返
済

機
構

 

 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

東
京

本

部
の

損
壊

等
に

よ
る

機
能

不
全

 

・
 

首
都

圏
で

の
大

規
模

地
震

等
に

よ
り

東
京

本
部

が
機

能
不

全
と

な
っ

た
場

合

を
想

定
し

て
、

東
京

本
部

の
機

能
を

関
西

業
務

部
に

お
い

て
代

替
で

き
る

よ
う

防
災

業
務

要
領

、
防

災
業

務
の

手
引

き
を

整
備

（
平

成
2
1

年
４

月
）

。
ま

た
、

出
納

業
務

の
円

滑
か

つ
適

切
な

推
進

を
図

る
た

め
、

非
常

時
の

支
払

に
関

す
る

事
務

処
理

要
領

を
整

備
（

平
成

2
1

年
２

月
）

。
 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

法
人

の

所
有

す
る

サ
ー

バ
の

機
能

不
全

に
よ

る

業
務

継
続

の
困

難
化

 

・
 

関
西

業
務

部
に

フ
ァ

イ
ル

サ
ー

バ
を

導
入

し
（

平
成

2
3

年
1
0

月
）

、
東

京

本
部

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
デ

ー
タ

を
定

期
的

に
関

西
業

務
部

に
配

送
し

て
保

存

す
る

体
制

を
構

築
し

、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

を
強

化
。

 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

公
共

交

通
機

能
麻

痺
に

よ
る

職
員

の
帰

宅
困

難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

を
備

蓄
。

 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
携

帯

電
話

会
社

が
運

営
す

る
災

害
伝

言
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

定
期

的
に

安
否

登
録

訓
練

を
実

施
。
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法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

通
信

イ

ン
フ

ラ
の

回
線

制
限

に
伴

う
連

絡
困

難
 

・
 

通
信

イ
ン

フ
ラ

の
回

線
制

限
時

に
も

使
用

可
能

な
中

央
防

災
無

線
や

衛
星

携

帯
電

話
を

配
備

。
 

・
 

大
規

模
災

害
に

備
え

、
定

期
的

に
高

速
道

路
会

社
に

職
員

を
派

遣
し

て
、

高

速
道

路
会

社
の

設
備

を
借

用
す

る
な

ど
の

通
信

訓
練

を
実

施
。

 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

執
務

室

備
品

の
転

倒
に

よ
る

人
的

被
害

 

・
 

執
務

室
内

の
書

棚
や

ロ
ッ

カ
ー

等
を

調
査

し
、

転
倒

の
恐

れ
の

あ
る

も
の

は

転
倒

防
止

対
策

を
実

施
。

 

地
震

等
の

大
規

模
災

害
に

伴
う

関
係

機

関
と

の
連

携
強

化
 

・
 

高
速

道
路

会
社

と
連

携
し

て
、

首
都

圏
直

下
型

地
震

、
京

阪
神

圏
直

下
型

地

震
等

を
そ

れ
ぞ

れ
想

定
し

た
防

災
訓

練
を

頻
繁

に
実

施
。

 

・
 

高
速

道
路

会
社

に
要

員
を

派
遣

し
て

情
報

収
集

を
行

う
な

ど
の

合
同

防
災

訓

練
を

実
施

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

「
感

染
症

の
予

防
に

係
る

始
業

時
刻

及
び

終
業

時
刻

の
特

例
措

置
」

を
策

定

し
（

平
成

2
1

年
５

月
）

、
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
の

流
行

に
よ

る
職

場
で

の
感

染
拡

大
を

防
止

す
る

た
め

、
始

業
時

刻
な

ら
び

に
終

業
時

刻
を

変
更

す
る

特
例

措
置

を
定

め
た

。
 

武
力

攻
撃

事
態

及
び

緊
急

対
処

事
態

に

お
け

る
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
 

・
 

「
独

立
行

政
法

人
高

速
道

路
保

有
・

債
務

返
済

機
構

 
国

民
保

護
業

務
計

画
」

を
策

定
し

（
平

成
1
8

年
３

月
）

、
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
を

整
備

。
 

住
宅

金
融

支

援
機

構
 

法
人

の
役

職
員

や
法

人
施

設
の

利
用

者

等
の

人
命

・
身

体
、

施
設

・
設

備
等

の
資

産
の

損
失

・
被

害
 

法
人

の
業

務
継

続
の

困
難

化
 

・
 

自
然

災
害

の
発

生
又

は
感

染
症

（
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
）

の
流

行
の

リ

ス
ク

が
顕

在
化

し
た

際
に

、
人

的
・

物
的

経
営

資
源

が
限

ら
れ

る
中

、
可

能
な

限
り

事
業

を
継

続
す

る
た

め
の

方
針

、
体

制
及

び
手

順
等

を
定

め
た

も
の

と
し

て
、

「
独

立
行

政
法

人
住

宅
金

融
支

援
機

構
事

業
継

続
計

画
を

定
め

る
規

程
」

を
制

定
し

て
い

る
。

本
規

程
に

お
い

て
は

、
事

業
継

続
計

画
の

目
的

や
想

定
す

る
リ

ス
ク

及
び

基
本

方
針

等
に

つ
い

て
定

め
る

と
と

も
に

、
以

下
の

よ
う

な
取

組
に

つ
い

て
定

め
て

い
る

。
 

１
 

自
然

災
害

時
に

お
け

る
役

職
員

の
行

動
要

領
 

事
業

継
続

に
支

障
を

来
す

恐
れ

の
あ

る
自

然
災

害
が

発
生

し
た

場
合

の

役
職

員
の

行
動

要
領

を
定

め
て

い
る

。
 

（
１

）
勤

務
時

間
外

に
自

然
災

害
が

発
生

し
た

場
合

の
対

応
と

し
て

本
人

及
び

家
族

の
生

命
の

安
全

確
保

、
安

否
確

認
サ

ー
ビ

ス
等

に
よ

る
機

構
へ

の
安

否
連

絡
、

参
集

等
に

つ
い

て
定

め
て

い
る

。
 

（
２

）
勤

務
時

間
中

に
自

然
災

害
が

発
生

し
た

場
合

の
対

応
と

し
て

来
訪

者
、

役
職

員
等

の
生

命
の

安
全

確
保

、
家

族
の

安
否

確
認

及
び

職
員

の
帰

宅
の

取
扱

い
等

に
つ

い
て

定
め

て
い

る
。

 

（
３

）
出

張
時

又
は

外
出

時
に

自
然

災
害

が
発

生
し

た
場

合
の

対
応

と
し

て
本

人
の

生
命

の
安

全
確

保
、

家
族

の
安

否
確

認
、

安
否

確
認

サ
ー

ビ
ス

等
に

よ
る

機
構

へ
の

安
否

連
絡

等
に

つ
い

て
定

め
て

い
る

。
 

２
 

自
然

災
害

時
に

お
け

る
事

業
継

続
の

た
め

の
執

行
体

制
 

 
 

災
害

対
策

本
部

の
執

行
体

制
と

し
て

以
下

の
内

容
に

つ
い

て
定

め
て

い

る
。

 

 
・

 
災

害
対

策
本

部
の

構
成

（
理

事
長

を
災

害
対

策
本

部
長

と
す

る
等

）
、

権
限

委
任

、
設

置
事

由
、

設
置

場
所

 

 
・

 
災

害
対

策
要

員
（

参
集

要
員

、
班

構
成

等
）

 

３
 

感
染

症
の

流
行

へ
の

対
応

 

 
事

業
継

続
に

支
障

を
来

す
恐

れ
の

あ
る

感
染

力
や

毒
性

の
強

い
感

染
症

の
流

行
へ

の
対

応
方

法
に

つ
い

て
定

め
て

い
る

。
 

（
１

）
平

時
の

対
応

と
し

て
感

染
症

の
流

行
に

関
す

る
情

報
収

集
を

行
い

、
役

職
員

及
び

主
務

省
へ

の
報

告
等

を
適

宜
行

う
。

 

 
 

 
（

主
な

業
務

内
容

例
）

 
 

 
 

 
・

 
政

府
の

動
向

に
関

す
る

情
報

収
集

 

 
 

 
・

 
医

療
機

関
等

を
通

じ
た

感
染

症
に

関
す

る
情

報
収

集
 

（
２

）
感

染
症

の
流

行
の

恐
れ

が
あ

る
場

合
の

対
応

と
し

て
政

府
の

動
向

や
医

療
機

関
か

ら
の

情
報

収
集

等
に

よ
り

、
感

染
症

に
関

す
る

情
報

を
入

手
し

た
場

合
に

は
、

た
だ

ち
に

、
感

染
症

に
関

す
る

情
報

及
び

対
応

方
法

を
役

職
員

に
周

知
す

る
。

 

（
３

）
感

染
症

の
流

行
時

の
対

応
と

し
て

感
染

症
対

策
本

部
を

設
置

し
以

下
の

内
容

に
つ

い
て

予
め

定
め

て
い

る
。

 

 
 

 
・

 
感

染
症

対
策

本
部

の
構

成
（

理
事

長
を

感
染

症
対

策
本

部
長

と
す

る

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

 

 

等
）

、
権

限
委

任
、

設
置

事
由

、
設

置
場

所
、

役
職

員
の

行
動

要
領

 

４
 

優
先

業
務

 

（
１

）
自

然
災

害
等

の
被

害
に

よ
り

、
人

的
又

は
物

的
な

経
営

資
源

が
限

ら
れ

る
中

に
あ

っ
て

は
、

全
て

の
業

務
を

行
う

こ
と

は
困

難
と

な
る

た
め

、
特

に
継

続
実

施
が

不
可

欠
で

あ
る

業
務

及
び

復
旧

優
先

順
位

を
あ

ら
か

じ

め
定

め
て

い
る

。
 

（
２

）
各

優
先

業
務

に
つ

い
て

は
、

法
定

手
続

期
限

日
や

契
約

履
行

期
限

日
ま

で
の

時
間

な
ど

を
目

標
復

旧
時

間
と

し
、

目
標

復
旧

時
間

ま
で

に
業

務
の

復
旧

又
は

別
の

手
段

に
よ

る
業

務
の

継
続

を
行

う
た

め
の

手
順

、
権

限
委

任
体

制
等

を
記

載
し

た
業

務
継

続
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

て
い

る
。

 

５
 

支
店

に
お

け
る

事
業

継
続

の
た

め
の

取
組

 

（
１

）
支

店
に

お
け

る
事

業
継

続
の

た
め

の
取

組
に

つ
い

て
は

本
規

程
の

基
本

方
針

に
基

づ
い

て
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

。
 

（
２

）
支

店
は

大
規

模
災

害
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
定

め
て

い
る

。
 

（
３

）
対

策
本

部
の

設
置

や
優

先
業

務
に

つ
い

て
定

め
て

い
る

。
 

６
 

訓
練

及
び

事
業

継
続

計
画

の
見

直
し

 

・
 

自
然

災
害

等
の

発
生

時
に

お
け

る
実

働
体

制
を

平
時

か
ら

想
定

さ
せ

る

と
と

も
に

、
設

備
の

機
能

や
防

災
用

品
等

を
周

知
さ

せ
る

こ
と

な
ど

を
目

的
と

し
た

訓
練

を
実

施
し

て
い

る
。

 

・
 

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
計

画
の

見
直

し
を

行
っ

て
い

る
。

 

・
 

自
然

災
害

等
の

リ
ス

ク
へ

の
物

的
備

え
（

防
災

関
係

用
品

、
食

料
、

医
療

品

等
）

を
行

っ
て

い
る

。
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府
省

名
：

環
境

省
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

国
立

環
境

研

究
所

 

 

原
子

力
事

故
発

生
に

伴
い

新
た

に
追

加

し
た

研
究

課
題

遂
行

の
為

の
人

的
二

次

被
害

 

・
 

研
究

所
に

お
い

て
は

、
福

島
で

の
原

発
事

故
を

受
け

、
震

災
放

射
線

研
究

を

開
始

し
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
研

究
の

実
施

規
程

及
び

研
究

に
従

事
者

に
対

す
る

健
康

被
害

防
止

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

や
防

護
服

等
の

配
布

を
行

っ
た

。
 

地
震

等
災

害
発

生
時

に
お

け
る

事
故

 
・

 
災

害
発

生
時

の
対

応
策

の
一

環
と

し
て

、
各

人
用

ヘ
ル

メ
ッ

ト
配

布
、

各
建

物
毎

に
担

架
の

配
備

を
行

っ
た

。
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
等

の
帰

宅
困

難
化

 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

等
の

発
生

、
電

気
、

ガ
ス

、
水

道
等

の
イ

ン
フ

ラ
停

止
に

備

え
、

非
常

用
飲

料
水

、
食

料
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

行
っ

た
。

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
等

の
帰

宅
困

難
化

 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
に

よ
り

必
要

な
各

備
品

を
貯

蔵
す

る
備

蓄
倉

庫
を

設

置
し

た
。

 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

後
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

情
報

発
信

機

能
の

低
下

 

・
 

通
常

使
用

し
て

い
る

館
内

放
送

設
備

を
、

震
災

に
よ

り
電

力
供

給
が

停
止

し

た
後

で
も

非
常

用
放

送
と

し
て

一
時

的
に

使
用

で
き

る
よ

う
に

、
改

修
を

進
め

て
い

る
。

 

地
震

発
生

に
伴

う
二

次
災

害
 

・
 

地
震

の
発

生
に

伴
い

倒
伏

の
恐

れ
の

あ
る

樹
木

の
確

認
を

行
い

、
必

要
に

応

じ
伐

採
し

て
い

る
。

 

地
震

等
災

害
発

生
時

に
お

け
る

事
故

 
・

 
震

災
等

災
害

時
の

避
難

誘
導

が
ス

ム
ー

ズ
に

出
来

る
よ

う
に

、
各

棟
に

分
か

り
や

す
い

避
難

誘
導

図
の

掲
示

を
進

め
て

い
る

。
 

停
電

発
生

に
伴

う
実

験
設

備
の

停
止

に

よ
る

研
究

業
務

へ
の

影
響

 

・
 

電
力

供
給

設
備

の
二

系
統

化
や

非
常

用
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
電

源
に

切
り

替
え

る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
い

る
。

 

環
境

再
生

保

全
機

構
 

 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
を

し
て

い
る

。
 

地
震

等
に

よ
る

情
報

シ
ス

テ
ム

の
被

害

１
 

・
 

業
務

デ
ー

タ
に

つ
い

て
、

外
部

保
管

が
物

理
的

に
可

能
な

も
の

に
つ

い
て

外

部
保

管
を

開
始

し
た

。
外

部
保

管
が

物
理

的
に

不
可

能
な

も
の

に
つ

い
て

は
、

対
策

を
検

討
中

。
 

地
震

等
に

よ
る

情
報

シ
ス

テ
ム

の
被

害

２
 

・
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
つ

い
て

、
運

営
を

外
部

委
託

し
て

耐
震

性
の

高
い

デ
ー

タ

セ
ン

タ
ー

で
運

用
し

て
い

る
。

 

台
風

等
に

よ
る

停
電

へ
の

対
応

 
・

 
情

報
シ

ス
テ

ム
機

器
の

安
全

な
停

止
の

た
め

、
自

動
停

止
の

仕
組

み
を

実
装

し
、

併
せ

て
手

動
停

止
の

手
順

を
整

備
し

た
。

 

  
 

府
省

名
：

原
子

力
規

制
委

員
会

 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

原
子

力
安

全

基
盤

機
構

 

 
 

 
 

 
 

地
震

発
生

時
に

お
け

る
公

共
交

通
機

能

麻
痺

に
よ

る
職

員
の

帰
宅

困
難

化
 

・
 

帰
宅

困
難

職
員

の
発

生
、

電
気

、
ガ

ス
、

水
道

等
の

イ
ン

フ
ラ

停
止

に
備

え
、

非
常

用
食

糧
、

毛
布

、
簡

易
ト

イ
レ

等
の

防
災

用
品

の
備

蓄
数

や
備

蓄
場

所
を

見
直

し
た

。
 

地
震

等
大

規
模

災
害

発
生

時
の

通
信

イ

ン
フ

ラ
機

能
不

全
に

よ
る

職
員

の
安

否

確
認

困
難

 

・
 

外
出

し
て

い
る

職
員

や
在

宅
時

に
発

生
し

た
際

の
安

否
確

認
の

た
め

、
携

帯

電
話

会
社

が
運

営
す

る
災

害
伝

言
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

方
法

を
規

程
に

盛
り

込

み
、

職
員

へ
周

知
を

行
っ

た
。

 

・
 

安
否

確
認

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
同

サ
ー

ビ
ス

を
実

際
に

使
用

す
る

訓
練

を

実
施

し
た

。
 

首
都

圏
に

お
け

る
大

規
模

地
震

等
の

発

生
に

よ
る

原
子

力
事

故
対

応
の

困
難

化
 

・
 

原
子

力
事

故
へ

の
対

応
の

た
め

、
緊

急
時

対
応

職
員

を
当

機
構

の
近

傍
に

宿

直
さ

せ
て

い
る

。
 

・
 

原
子

力
発

電
所

か
ら

の
プ

ラ
ン

ト
デ

ー
タ

の
伝

送
を

2
4

時
間

体
制

で
常

時

監
視

し
て

い
る

。
 

・
 

業
務

継
続

に
必

要
な

非
常

用
電

源
を

設
置

し
て

い
る

。
 

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

に
伴

う
業

務
継

続
の

困

難
化

 

・
 

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

の
流

行
に

よ
り

、
外

務
省

の
渡

航
規

制
の

対
象

と

な
る

国
が

発
表

さ
れ

た
場

合
、

職
員

の
当

該
対

象
国

へ
の

出
張

は
禁

止
し

て
い

る
。

 

・
 

ま
た

、
当

該
対

象
国

に
出

張
中

の
職

員
が

帰
国

し
た

と
き

は
、

当
該

新
型

イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
の

潜
伏

期
間

と
さ

れ
る

日
数

に
つ

い
て

、
出

勤
停

止
（

特
別

休
暇

）
を

要
請

す
る

こ
と

に
し

て
い

る
。
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府
省

名
：

防
衛

省
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

駐
留

軍
等

労

働
者

労
務

管

理
機

構
 

大
規

模
地

震
の

発
生

に
伴

う
業

務
継

続

の
困

難
化

 

・
 

大
規

模
地

震
の

発
生

時
に

、
役

職
員

等
の

安
全

確
保

に
努

め
つ

つ
、

業
務

の

継
続

性
を

確
保

す
る

た
め

、
平

成
2
4

年
３

月
に

業
務

継
続

計
画

を
整

備
し

た
。

  
 

府
省

名
：

法
務

省
 

法
人

名
 

対
象

と
し

た
自

然
災

害
等

の
外

部
要

因

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

 
法

人
の

自
発

的
な

取
組

の
内

容
 

日
本

司
法

支

援
セ

ン
タ

ー
 

 
 

地
震

に
伴

う
業

務
継

続
の

困
難

化
 

・
 

大
規

模
震

災
が

発
生

し
た

場
合

の
業

務
継

続
計

画
を

作
成

し
た

。
 

地
震

・
津

波
等

に
よ

る
人

的
・

物
的

損
害

・
 

全
国

地
方

事
務

所
の

地
震

・
津

波
等

か
ら

の
危

険
性

の
度

合
い

を
調

査
し

、

事
務

所
移

転
を

含
め

て
検

討
す

る
こ

と
と

し
た

。
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独立行政法人等の評価結果一覧 （平成23年度業務実績に対する評価）

総合評価
業務運営の

効率化

国民に対して提供する
サービスその他の業

務の質の向上

予算、収支計画
及び資金計画

（財務内容の改善）

短期
借入金の
限度額

不要財産
の処分

重要な
資産の
処分等

剰余金の
使途

その他
業務運営に
関する事項

内 閣 府 国立公文書館 記述式のため省略 A×６ A×60 A - - - - Ａ×３

国民生活センター 記述式のため省略 A×５ A×51 A - Ａ - - Ａ×３

北方領土問題対策協会 記述式のため省略 A×６ Ａ×26 Ａ A - Ａ - Ａ×２

沖縄科学技術研究基盤整備機構 記述式のため省略 Ａ×５、Ｂ×１ Ａ+×１、Ａ×５ A - - - - A×７
総 務 省 情報通信研究機構 記述式のため省略 B AA×６、A×12 A A

統計センター 記述式のため省略 AA×２、A×２ AA×７、A×15、B×２ A×２ - - - - Ａ×３

平和祈念事業特別基金 記述式のため省略 A×３、B×１ AA×１、A×４ A - - - - A×３、B×１、Ｃ×１

郵便貯金・簡易生命保険管理機構 記述式のため省略 A×３ AA×１、A×６ A - A×5
外 務 省 国際協力機構 記述式のため省略 ハ×１、ロ×１ ロ×７、ハ×４ ハ ハ ハ ハ - ロ×１、ハ×３

国際交流基金 記述式のため省略 ロ×１、ハ×２ ロ×４、ハ×３ ハ - - - - ハ×２
財 務 省 酒類総合研究所 記述式のため省略 A A A ○ - ○ ○

造幣局 記述式のため省略 A A A - - ○ -

国立印刷局 記述式のため省略 A A A - - ○ -

日本万国博覧会記念機構 記述式のため省略 A A B - - - -

農林漁業信用基金 記述式のため省略 A A A×１、B×１ - - - -

奄美群島振興開発基金 記述式のため省略 A A C - - - -

住宅金融支援機構 記述式のため省略 B B B ○ - ○ -
文 部 科 学 省 国立特別支援教育総合研究所 記述式のため省略 A A A - - A -

大学入試センター 記述式のため省略 A B A A - - A

国立青少年教育振興機構 記述式のため省略 A A A - - - A

国立女性教育会館 記述式のため省略 A A A - - - A

国立科学博物館 記述式のため省略 A A A - - - -

物質・材料研究機構 記述式のため省略 A A A - A - A

防災科学技術研究所 記述式のため省略 Ａ A A - - - -

放射線医学総合研究所 記述式のため省略 A S Ａ - - - A

国立美術館 記述式のため省略 A A A - - - -

国立文化財機構 記述式のため省略 A A A - - - -

教員研修センター 記述式のため省略 A A A - - - -

科学技術振興機構 記述式のため省略 A A A - - A A

日本学術振興会 記述式のため省略 A A A - - - -

理化学研究所 記述式のため省略 A S A - - A A

宇宙航空研究開発機構 記述式のため省略 A A A - - - -

日本スポーツ振興センター 記述式のため省略 A A A - - A A

日本芸術文化振興会 記述式のため省略 A A A - - - -

日本学生支援機構 記述式のため省略 A A A A A A -

海洋研究開発機構 記述式のため省略 A A A - - - -

国立高等専門学校機構 記述式のため省略 A A A - - A -

大学評価・学位授与機構 記述式のため省略 A A A - - - A

国立大学財務・経営センター 記述式のため省略 A A A - - - A

日本原子力研究開発機構 記述式のため省略 A A A - - - - A×２、B×１

日本私立学校振興・共済事業団（助成業務） 記述式のため省略 A A A - - - -
厚 生 労 働 省 国立健康・栄養研究所 記述式のため省略 Ａ×５、Ｂ×１ Ｓ×１、Ａ×11 Ａ×１、Ｂ×１ Ｂ

労働安全衛生総合研究所 記述式のため省略 Ａ×３ Ｓ×１、Ａ×10、Ｂ×１ Ａ×１、Ｂ×１ Ａ×１、Ｂ×１

勤労者退職金共済機構 記述式のため省略 Ｓ×１、Ａ×３、Ｂ×１ A×５、B×２ Ａ×２、Ｂ×１ A Ａ×２

高齢・障害・求職者雇用支援機構 記述式のため省略 Ｓ Ｓ×５、Ａ×12 A A

福祉医療機構 記述式のため省略 S×１、A×３ Ｓ×３、A×５、Ｂ×２ A A

国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 記述式のため省略 Ａ×５ Ａ×９、Ｂ×１ Ａ Ａ×２

労働政策研究・研修機構 記述式のため省略 A Ｓ×３、A×９、B×１ Ａ A×１、B×１

雇用・能力開発機構 記述式のため省略 Ｓ×１、Ａ×２ Ｓ×１、Ａ×９、Ｂ×３ A Ａ

労働者健康福祉機構 記述式のため省略 A S×５、A×６、B×１ Ａ B Ａ

国立病院機構 記述式のため省略 S×1、A×３ S×４、A×３ S S A

医薬品医療機器総合機構 記述式のため省略 S×1、A×３ S×１、A×１１ A Ａ

医薬基盤研究所 記述式のため省略 A×２ S×４、A×８、B×１ Ｂ Ａ

年金・健康保険福祉施設整理機構 記述式のため省略 Ｓ×２、Ａ×１ S×２、Ａ×３ Ａ Ｓ×１、A×３

年金積立金管理運用独立行政法人 記述式のため省略 A×２ A×２ A Ｓ×１、A×６

国立がん研究センター 記述式のため省略 Ａ×３ S×２、A×７ A Ａ

国立循環器病研究センター 記述式のため省略 Ａ×３ Ｓ×４、Ａ×５ Ａ Ａ

国立精神・神経医療研究センター 記述式のため省略 Ａ×２、Ｂ×１ Ｓ×３、Ａ×６ Ｂ Ａ

国立国際医療研究センター 記述式のため省略 Ａ×２、Ｂ×１ Ｓ×４、Ａ×７ Ｂ Ａ

国立成育医療研究センター 記述式のため省略 Ａ×２、Ｂ×１ Ｓ×３、Ａ×６ Ａ Ａ

国立長寿医療研究センター 記述式のため省略 Ｓ×１、Ａ×２ Ｓ×２、Ａ×７ Ａ Ａ
農 林 水 産 省 農林水産消費安全技術センター A A A A - A － －

種苗管理センター A A A A - A A －

家畜改良センター A A A A - - A -

水産大学校 A A A A - - - -

農業・食品産業技術総合研究機構 A A A A - - - -

農業生物資源研究所 A A A A - - － －

農業環境技術研究所 A A A A - - － －

国際農林水産業研究センター A A A A - - - -

森林総合研究所 A A A A A A -

水産総合研究センター A A A A - A A -

農畜産業振興機構 A A A A A A - -

農業者年金基金 A A A A×２ - － － －

農林漁業信用基金 A A A A×１、B×1 A - - －
経 済 産 業 省 経済産業研究所 A A A×２ A - - - -

工業所有権情報・研修館 A A A×２、B×１ B - - - - -

日本貿易保険 A A AA×２、A×３ A - - - - -

産業技術総合研究所 A A A×４ B - - - -

製品評価技術基盤機構 A A AA×２、A×２ B - - - - A

新エネルギー・産業技術総合開発機構 A A A×３ A - - - -

日本貿易振興機構 A B AA×１、A×２ B - - - - B

情報処理推進機構 A A A×２、B×１ B - - - - -

石油天然ガス・金属鉱物資源機構 A B A×３、B×１ B - - - - -

中小企業基盤整備機構 A AA AA×１、Ａ×２、B×１ A - - - - -
国 土 交 通 省 土木研究所 Ａ A×２ S×３、A×７ A A×２

建築研究所 Ａ A×２ S×３、A×７ A A×２

交通安全環境研究所 Ａ A×３ S×４、A×８ A - - - - A

海上技術安全研究所 Ａ A S×３、A×３ A A

港湾空港技術研究所 Ａ S×１、A×３ S×６、A×６ A - - - - A

電子航法研究所 Ａ A×２ S×３、A×５ A - - - - A

航海訓練所 Ａ Ａ×３ Ｓ×３、Ａ×14 Ａ×２ - - - - Ｓ×１、Ａ×３

海技教育機構 Ａ Ａ×３ Ｓ×３、Ａ×12 Ａ×２ - - - - Ｓ×１、Ａ×４

航空大学校 Ａ Ｓ×１、Ａ×７ Ａ×９、Ｂ×１、Ｃ×１ Ａ×３ - - A － Ａ×３

自動車検査独立行政法人 Ａ A×７ S×５、A×17、Ｂ×１ A - - - - A×２

鉄道建設・運輸施設整備支援機構 Ａ A×５ S×６、A×18 S×１、A×３ A - - - A

国際観光振興機構 Ａ A×９ S×１、A×６ Ｂ - - - - -

水資源機構 Ａ A×３ S×２、A×９ A A

自動車事故対策機構 Ａ S×２、A×９ S×３、A×17 A - - - - A×２

空港周辺整備機構 Ａ A×４ Ａ×16、B×２ A - - - - Ａ×１、Ｂ×１

海上災害防止センター Ａ A×８ S×２、A×９ A - - - - A×５

都市再生機構 Ａ Ｓ×２、Ａ×２ Ｓ×３、Ａ×10、Ｂ×1 A - - - - Ａ×１、B×１

奄美群島振興開発基金 Ａ S×１、A×１ S×２、A×４ A×１、Ｂ×２、C×１ A - - - A

日本高速道路保有・債務返済機構 Ａ Ｓ×４、Ａ×11 Ｓ×４、Ａ×14 S×１、A×２ - - - - Ａ×４

住宅金融支援機構 Ａ S×２、A×５ S×２、A×15 Ｓ×１、Ａ×５ - - A - A×２
環 境 省 国立環境研究所 A A A A - - - -

環境再生保全機構 A A Ａ A A - A -
原子力規制委員会 原子力安全基盤機構 B B A×２、B×３ B - - - - -

防 衛 省 駐留軍等労働者労務管理機構 記述式のため省略 Ａ×５ A×７ A - Ａ - - A×２

法 務 省 日本司法支援センター 記述式のため省略 ＋
A×３、B ×１、B×５

＋
A×16、B ×５、B×１

＋
A×２、B ×２、B×３ - - - - A×13、B

＋
×４、B×３

（注） １．独立行政法人等の平成23年度の業務実績に対する府省評価委員会の評定結果を取りまとめた。

２．大項目そのものに評価がない場合、それに関連するより下位の項目に対して付された評定及びその個数を記載。

３．総合評価が記述式で評定が存在しない場合、「記述式のため省略」と記載。

４．評価項目がない等の場合には、「－」と記載。

５．原子力安全基盤機構の平成23年度の業務実績に対する評価は、経済産業省独立行政法人評価委員会において行われている。
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Ⅱ 国立大学法人及び大学共同利用機関法人 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立大学法人評価委員会 
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政 委 第  

平成 25 年 月 日

号 

 

 

 

国立大学法人評価委員会 

  委 員 長  北 山  禎 介 殿 

 

政策評価・独立行政法人評価委員会 

     委 員 長   岡   素 之           

 

 

平成 23 年度における国立大学法人及び大学共同利用機関法人 

の業務の実績に関する評価の結果についての意見について 

 

 当委員会は、貴委員会から平成 24 年 11 月７日付けをもって通知の

あった「平成 23 年度に係る業務の実績に関する評価の結果について

（通知）」に関して、別紙のとおり意見を取りまとめましたので、通知

します。 
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別紙 

平成 23 年度における国立大学法人及び大学共同利用機関法人 

の業務の実績に関する評価の結果についての意見（案） 

 

 

平成23年度における国立大学法人及び大学共同利用機関法人の業務の実績に関

して、貴委員会においては、各法人における業務運営の実態把握に精力的に取り

組み、評価を行っているところであるが、以下のとおり改善すべき点がみられた。 

 

・ 各法人は、「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施

基準）」（平成 19 年２月 15 日文部科学大臣決定）なども参考に公的研究費の不

正使用の防止に取り組んでおり、貴委員会は、公的研究費の不正使用の防止の

ための体制・ルール等の整備状況及び運用状況についてこれまでも評価を行っ

ているが、複数の法人において公的研究費の不正使用が発覚していることを踏

まえ、当委員会においても、平成 22 年度業務実績の評価において、各法人にお

ける公的研究費の不正使用を防止するための取組について、その有効性の観点

から評価を行い、引き続き必要な改善を促すべきと意見したところである。 

しかしながら、貴委員会の平成 23 年度評価結果においては、不正使用が公表

されている複数の法人について課題があると指摘している一方で、法人の具体

的な取組方策について言及していないものが多いことから、今後の評価に当た

っては、各法人の実情に合わせて、例外なく第三者に検収を実施させることや、

より実効性の高い内部監査を実施することなど、不正防止のための具体的な取

組方策についてより一層厳格な評価を実施し、引き続き各法人における必要な

改善を促すべきである。 

 

・ 保有資産については、当委員会の平成 21 年度業務実績の評価において、各法

人における資産の保有の必要性及び有効活用についての不断の見直しや、不要

とされた資産の処分に向けた取組等を促すとともに、その見直しや進捗の適切

性が国民に明らかになるような評価を行うべきと意見したところである。 

貴委員会の評価結果をみると、平成 22 年度及び 23 年度に会計検査院から指

-136-



摘を受けた 19 法人については、各法人が策定した土地・建物の有効活用等に係

る計画の実施を促す評価をしているものの、これらの法人における具体的な有

効活用等の実績について言及されておらず、見直しや進捗の適切性が明らかに

なっているとは言い難い。 

今後の評価に当たっては、各法人の取組を促す観点から、引き続き各法人に

おける有効活用等の取組状況について評価し、その結果を明らかにするべきで

ある。 

 

・ 教員等個人に対して寄附された寄附金については、各法人における寄附金の

取扱いを定めた規則等により、法人に寄附しなければならないこととされてい

る。 

貴委員会の評価結果をみると、平成 23 年度に会計検査院から教員等個人宛て

寄附金を法人へ寄附しない不適切な処理が行われていたとの指摘を受けた３法

人については課題があると評価しているものの、24 年度においても、他の 19 法

人が会計検査院から同様の指摘を受けたところである。 

今後の評価に当たっては、再発防止を図るため、各法人の教員等に対する規

則の遵守などコンプライアンスの徹底に向けた取組状況について評価を行うべ

きである。 

 

・ 随意契約の適正化の一層の推進については、貴委員会において、平成 18 年度

以降に各法人が作成した随意契約見直し計画が21年度までに達成されているこ

とを確認しているところであるが、24 年度における会計検査院からの指摘があ

ったことも踏まえ、24 年度業務実績の評価に当たっては、各法人の状況に応じ

たより一層の一般競争入札の拡大など、更なる競争性及び透明性のある契約へ

の見直しに向けた取組状況について評価し、必要な改善を促すべきである。 
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